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（午前９時００分 開会） 

○小野委員長 おはようございます。ただいまから再開し、直ちに本日の会議を開きます。 

一昨日に引き続き、第５款 農林水産業費についての質疑をお受けいたします前に、

一昨日の衛生費の中での理事者から答弁の申し出がありますので、お受けすることに

いたします。 

 植村健康推進課長。 

○植村健康推進課長 まず、おとといの質問の中で、保健事業のパパ・ママスクールの開

始年度についてのお尋ねがありました。母親だけに対します健康教室だけでなく、父

親や家族が育児に積極的に参加していただこうという趣旨で、平成９年度からこの教

室をスタートさせておりますので、ご了解いただきたいと思います。 

  以上でございます。 

○小野委員長 植嶋環境対策課長。 

○植嶋環境対策課長 浅井委員の質問でございます町道に設置している収納ボックスはあ

るのか、また、ごみステーションに金網等で囲いをしてあるところがあるが、これは

町道の管理上問題はないのかのご質問に対してお答えをさせていただきます。 

  現在、町のごみ収納ボックスは平成１７年度末でございますが、１３７カ所設置いた

しております。町道に設置している収納ボックスにつきましては、確認をいたしまし

たところ、設置しているものはございません。また、ご指摘の場所につきましては事

実確認をいたしましたところ、平成１５年１月の可燃ごみステーション化によりまし

てごみ集積場所として利用され、ごみ収集日には猫やカラスからの危害を防ぐため、

自治会で用意した金網でごみを囲い、収集が終わりますとすぐに撤去されていたとい

う事実がございます。しかし、当初、自治会で設定をされましたごみステーションは、

ご指摘の場所を含め２カ所ございましたが、１カ所当たりの対象世帯が多く、このま

までは自動車の通行等の妨げになるといったことから、平成１７年１０月ごろに自治

会から申し出によりまして、五、六軒に１カ所程度のステーションに変更されており、

以来金網でごみを囲うことはしておらないということでございます。 

  以上でございます。 

○小野委員長 ただいまの答弁について、何かご質問。 

  浅井委員。 
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○浅井委員 今、課長の答弁で、今後、十分気をつけていっていただきたいと。ごみステ

ーションはみんな道路の際にありますので、やっぱり交通に妨げないような方法をと

っていただきたいと思います。要望にとどめておきます。 

○小野委員長 それでは、第５款 農林水産業費についての説明を求めます。 

  藤本都市建設部長。 

○藤本都市建設部長 それでは、第５款 農林水産業費につきまして、説明をさせていた

だきます。主要な施策の成果報告書の１８０ページから１８９ページにございます。

決算書では１３０ページから１３４ページとなっております。座って説明をさせてい

ただきます。 

  農林水産業費全体といたしましては、予算現額１億３，４５７万６，０００円、決算

額１億２，６７４万７７７円で、執行率は９４．２％であります。 

まず、１８０ページ、第１項 農業費、第１目 農業委員会費でありますが、予算

現額８５２万４，０００円に対しまして、決算額７７０万５，１０３円で、執行率９

０．４％となっています。平成１７年度は農業委員の改選年度でありました。新しい

委員を迎え、毎月の委員会を開催をし、通常の農地転用及び農地利用にかかります案

件の審議及び処理を行うとともに、農業委員の研修を行ったところであります。また、

懸案であります、ふえつつあります遊休農地の対策といたしまして、解消に向けての

現地調査を実施するとともに、今後、農業委員会として取り組んでいく対策について、

愛知県豊田市の高年齢者の生きがい農業への取り組み、滋賀県東近江市の「あいとう

菜の花エコプロジェクト」について、先進事例の視察を行い、見聞を広げていただき

ました。また、県等の主催による研修を受けるなど、委員としての資質向上に努めて

いただいたところであります。 

ここで、申しわけございません、１カ所訂正をお願いをいたします。農業委員会の

運営の内容の欄でございます。１６年度の取り扱いの件数のうち、４・５条の件数が

１６年度２５件となってございますが、正しくは３１件でございます。申しわけござ

いません、訂正のほどよろしくお願いをいたします。 

  続きまして、１８１ページ、第２目 農業総務費でございますが、予算現額４，０６

８万４，０００円に対しまして、決算額４，０５０万５，１０５円で、執行率は９９．

６％であります。主に農林関係に従事する職員の人件費でございます。 
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  次に、１８２ページから１８３ページをお願いをいたします。第３目 農業振興費で

ありますが、予算現額６９１万４，０００円に対しまして、６６２万９，０６２円で、

執行率９５．９％であります。近年の農林業センサスの結果を見ますと、団塊の世代

と言われる住民が就農されている傾向が見られますが、後継者不足や農業労働者の高

齢化などの解消にはつながらない状況でもあり、依然として遊休農地が増加していく

など、農業を行う環境が悪化している状況であります。このことから、斑鳩町の農

村・農業の活性化を図っていくことが、農業の振興と環境の保全を考える上でますま

す重要な施策と考えているところであります。今後とも農業の活性化を図る施策を展

開していくことといたしております。このような状況の中、斑鳩町農業振興会と農業

関係団体への支援や集落営農への助言指導を行ってまいりました。また、農業をはじ

めとする町内産業の従事者と住民の交流を通じて、町内産業への理解と認識を深めて

いただく機会づくりとして、斑鳩町産業フェスティバルを１１月２６日から２日間実

施し、多くの住民との交流をしていただいたところであります。 

  次に、１８４ページから１８５ページでございます。第４目 土地改良費であります

が、予算現額６，９４９万１，０００円に対しまして、決算額６，５４６万２，３１

６円で、執行率９４．２％であります。農業を行う上の土地基盤の整備として、高

安・幸前・三井地区の農道整備を実施してまいりました。また、守谷池の整備事業で

ございますが、当初、平成１６年、１７年の２カ年事業として土地改良施設維持管理

適正化事業を実施しておりましたけれども、補助配分の変更によりまして３カ年事業

となり、このことから２年目の整備工事となりまして、実施をしてまいりました。 

  次に、平成１５年より進めております天満池の整備に係ります県営事業につきまして

は、最終年度となり、整備工事が完了いたしており、平成１７年度の町負担金を支出

いたしております。さらに土地改良事業の支援といたしまして、農業経営の合理化と

農業振興を促進するため、水路改修や水門の整備など水利組合等が行う５件の土地改

良事業に対しまして助成したものでございます。 

  次に、１８６ページから１８７ページでございます。第５目 生産調整推進対策費で

ございますが、予算現額５９４万円に対しまして、決算額４４８万７，７４３円で、

執行率７５．６％であります。生産調整の円滑な推進を図るため、国の助成の対象と

なります生産調整実施水田の５２．５１ヘクタールに対し、１０アール当たり６，０
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００円の助成を行いました。また、転作田団地化の促進といたしまして、生産調整の

円滑な推進と転作営農の安定化を推進するため、助成要件を満たした生産調整実施水

田の１１．２６ヘクタールに対し、１０アール当たり３，０００円の助成も行ってお

ります。 

  なお、転作実施状況につきましては、農家の皆様方のご理解とご協力によりまして、

生産調整目標の達成ができております。また、生産調整推進対策も国の改革により変

化しつつありますが、米の需給均衡化の対策としては重要な施策であります。町とい

たしましても、県、農協、農業者等の関係者と協議を行いながら進めてまいりたいと

考えております。 

  次に、１８８ページ、第６目 有害鳥獣駆除対策事業費でありますが、予算現額３０

万円に対しまして、決算額３０万円で、執行率１００％であります。農作物への被害

をもたらす有害鳥獣を駆除するために地元猟友会に委託をいたしまして、ドバト等２

１０羽を駆除いたしております。駆除実施に際しましては、猟友会と安全対策につい

て十分協議を行い、実施いたしております。 

  次に、同ページの第７目 地域農政推進対策事業費でありますが、予算現額１２８万

３，０００円に対しまして、決算額２７万２，５２２円で、執行率２１．２％であり

ます。斑鳩町におきます望ましい営農の実現を図るため、奈良県農協の協力のもと、

合同での研修を計画をいたしておりましたが、農家組合等関係者との調整が整わず、

平成１７年度は中止となったところでございます。また、都市住民と農業のふれあい

の機会づくりといたしまして、遊休農地を活用したレクリエーション農園の実施を引

き続き行ったものでございます。 

  １８９ページでございます。第２項 林業費、第１目 林業振興費でありますが、予

算現額１４４万円に対しまして、決算額１３７万８，９２６円であります。執行率９

５．８％であります。景観保全及び災害防止などすぐれた機能を持つ森林を松枯れか

ら守るため実施しております松くい虫防除事業が主なものでございます。被害の状況

を把握しながら、被害木の伐倒駆除を引き続き実施いたしているところでございます。 

  以上が第５款 農林水産業費の概要でございます。よろしくお願いをいたします。 

○小野委員長 それでは、説明が終わりましたので、第５款 農林水産業費について質疑

をお受けいたします。 
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  浦野委員。 

○浦野委員 １８３ページの「産業フェスティバル」の開催の件ですけれども、私も毎年

これに参加させていただいて見ているわけなんですけれども、どうも産業フェスティ

バル自体のイベントはマンネリ化しているんじゃないかなと思います。これ見ますの

は、これからの農業経営というのは非常に難しい言いますか、国の施策も自給率のア

ップということで、貿易面におきましても中国産の農産物の農薬問題とか、またアメ

リカ産牛肉の狂牛病問題とかいろいろと貿易面で支障がある、そんな中、国も自給率

アップということでこれから農業政策いろいろと力を入れられると思うんですけれど

も、当町におきましても農業経営、非常に問題が多いと思います。そういう問題の根

本は、農産物の価格の安定がされていないから農業生産において後継者も育たないと

いう問題があると思うんです。こういう産業フェスティバルを開かれる時に、先進的

な農業経営の仕方、あるいは農業の農産物の流通経路の改革とか、いわゆる農業経営

をしていく時に問題点となっているもののヒントになるようなイベントを計画された

らどうかなといつも思うわけなんですけれども、そういったマンネリ化しているなと

か、また改革していこうかなというふうな施策はないんでしょうか。 

○小野委員長 今西観光産業課長。 

○今西観光産業課長 産業フェスティバルのマンネリ化しているのではないかいう点につ

いてでございます。それと、農業作物の流通とか農作物の新しい品目とか、そういっ

たＰＲのことだと思いますねんけども、産業フェスティバルにつきましては、実行委

員会で運営をしていただき、中で協議をしながら進めておるわけでございますが、今

年度におきまして、委員もご承知のとおりだと思いますが、農業委員会の中でも中心

となっていただいて、展示圃の中でソバ栽培をことしから始めているわけで、これら

の新しく産業フェスティバルにおいてソバのどう言いますかね、手打ちの実践とかそ

ういったことも検討を進めていきたいなという形で思っておるところでございまして、

あと全体に今後さらに来年を向けて、一つは、今、立毛審査とかそういう形もやって

おるんですが、それについても、委員おっしゃるとおりマンネリしているような審査

対象になっているかと思います。これについても、来年に向けてどういった作物の審

査対象にしていくか、ちょっとそういう形も改めていきたいなと思っておるところで

ございます。 
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  それと、あと販売ルートとかについてですけれども、栽培してつくられた作物につき

ましては、これの収入の安定化と思いますが、生産物を個人でどこへ販売しても、一

応自由なところでございまして、今後、その販売ルートに対しましても農協と組合組

織をやっぱり優先するような形となっておるところでございますので、その辺のＰＲ、

また、あと直売所も盛んに行われておるわけでございまして、その辺の調整とかいう

形で今後進めてまいりたいとこのように思うわけでございます。 

○小野委員長 浦野委員。 

○浦野委員 このフェスティバルは、農業にとっては一番大きな年１回のイベントである

と思うんですね。だから続けていっていただいたらいいわけなんですけれども、せっ

かくお金もこのようにかけて、また人員の段取りとかいろいろやって、やっぱり効果

のある、また来られる方に対しては非常に刺激になったと、やっぱりフェスティバル

に行ったら何か勉強になったでというふうな魅力のあるフェスティバルにしていただ

くことを切望しておきます。 

  以上です。 

○小野委員長 浅井委員。 

○浅井委員 １８８ページの有害鳥獣の駆除の問題ですねんけども、ここに１７年、１６

年の駆除の羽数を書いておりますが、これ時期的に、１７年度、カラスが１７４羽と

書いているわけで、１６年度より２０羽もふえているんですが、いつごろ一番駆除が

皆が望まれているか、いつごろされるのかちょっと教えてください。 

○小野委員長 今西観光産業課長。 

○今西観光産業課長 この有害鳥獣の駆除の作業時期についてでございますが、これは４

週間あるいは７週間を１回の期間としておりまして、そのうち週１回の割合で年間４

サイクル、４サイクルといいますか、４回の期間を設けて実施しております。それで、

１回目といたしまして５月１９日から６月３０日に、この中で５回出動しております。

それと、２回目としまして９月８日から１０月２７日、この時期は８回出動しており

ます。次に、１２月１日から１２月２２日、４回、それと１月２６日から３月２日の

５回出動しておりまして、計２２回の出動回数となっております。 

○小野委員長 浅井委員。 

○浅井委員 ありがとうございました。私も農業をやっていますので、いつごろが一番被
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害が多いかということをちょっと今聞かせていただいて、年４回やっていただいてい

るということはありがたく思います。 

  それと、もう一つお聞きしたいんですが、これも松くい虫の防除の関係ですねんけど、

私たちが家で松があると、いつの旬に駆除したら一番効果があるかと、これを教えて

もらいたいと思うので、これを伐倒されておりますけれども、法隆寺の寺松も駆除さ

れていると聞いていますので、いつの旬がいいか、ちょっと教えてもらえますか。 

○小野委員長 今西観光産業課長。 

○今西観光産業課長 町の方で、駆除いいますか、町の方でやっておりますのは、松枯れ

をした木を伐倒すると。伐倒して、その被害が蔓延しないように、その伐倒した木に

対して薬剤を散布すると、そういった形の駆除処理方法でございます。今、委員おっ

しゃるように駆除の時期でございますけれども、一番いい時期いうんか、梅雨時期ご

ろが一番適しているようなことを聞いているところでございます。 

○小野委員長 浅井委員。 

○浅井委員 ありがとうございます。確かに梅雨時期上がるか上がらん時分が一番いいと

聞いていますねんけども、松の場の松が一時枯れかかって、今は元気に戻していると。

それで、いつごろ薬剤散布かけておるかというたら、朝早よいってかけおるとちょっ

とそういうことを聞きましたんで、その旬が一番いいのかなと、一時、松の場の木が

たくさん枯れました、松。それ今、えらい元気を盛り返していますので、我々ちょっ

と家にある松かて利用したいなと思う時に旬があるんやないかと思って、今お聞きし

たんで、それで結構です。 

○小野委員長 三木委員。 

○三木委員 今、浅井委員の方から有害鳥獣の駆除の件でお尋ねがありましたが、年４回

ということで、４週から７週にわたりということをお聞きいたしました。実際には、

これ被害対象というのは、果物、農作物であろうとは思うんですが、実際にここに書

いてある駆除対象ドバト、カラス等ございますけれども、これだけですか、これ以外

に何か対象のなる鳥等はおるのでしょうか。 

  それから、この駆除地域なんですけれども、どこか毎年限定されておりますか。それ

と、これもしそれに伴い、どのぐらいの被害が出ているのか、地域によるということ

ですけれども、被害というのはどのぐらい出ているのか、それイコール地域にも限定
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されてくるんじゃないかなと思うんですけれどもね。 

  もう一つ、カラスの件について、私、以前のほかの委員会でもいきいきの里あたりで、

去年からことしにかけてかなりふえてきているということで、何か異常なことが起こ

ったんじゃないかという質問をしました。カラスが多くなっているという現状の中で、

これちょっと１６年度、１７年度の決算ですけれども、今の現状を見ても、何が一番

この中では被害の対象になる鳥なのか、その辺を含めてお聞かせいただけますか。 

○小野委員長 今西観光産業課長。 

○今西観光産業課長 駆除対象の鳥の中で、ドバト・カラス以外にいうことでございます。

以外には、主にムクドリとヒヨドリ、それとスズメなども対象にしております。平成

１７年度は、これらの鳥類については駆除できなかったいう状況でございます。 

  それで、２点目の被害の量ということでございますが、全体の量といたしましては把

握いたしておりません。ただ、稲葉地域あるいは三井地域、高安地域の作物等の若干

被害出ているいうことはお聞きしております。それと、カラスのふえている原因につ

きましては、ちょっと我々も把握しておらないところでございます。 

○小野委員長 三木委員。 

○三木委員 今、ご説明の中で、私、表を見ていますので、この鳥の名前、全部、１、２、

３、４、５つあるのわかるんですが、これ一番、この鳥の中で被害の多い鳥というの

は、私もよくわかりませんが、スズメなんか多いんじゃないのかなと思ったりするん

ですけれども、実際には１６年度が２割で、１７年度がゼロというね、こういうのは

駆除する方法がちょっと違うのかなと、捕ろうと思えばもっと捕る方法があるんじゃ

ないかなというふうに思うんですけれどもね、一番被害にあっている鳥というのはど

れで、それでまたスズメがなぜこんな、スズメが多いとするならばもう少し対策があ

るんじゃないでしょうか、いかがですか。 

○小野委員長 今西観光産業課長。 

○今西観光産業課長 スズメの対策方法についてでございますが、我々行っている駆除の

方法といたしましては、銃器を使用した駆除の作業を行っております。また、そのス

ズメ等につきまして、ネットとかスズメのおどしとか使われているものについては個

人の対応策となるものでございまして、我々は銃器の方でやっておるところでござい

ます。 
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○小野委員長 三木委員。 

○三木委員 今の質問の中でね、鳥の中でどの鳥が一番被害が多いのですかという質問を

したと思いますけれども。 

○小野委員長 藤本都市建設部長。 

○藤本都市建設部長 果樹・野菜関係については、やっぱりカラス関係がどうしても、も

う実りかけた時に突っつくというようなことで品物にならないというふうな状況がご

ざいます。そして、スズメの関係は、やっぱり米は実りかけた時に米、その関係につ

いてはやっぱり先ほど課長からは言いましたように、スズメ、糸を張ったり、そうい

うことで防除されていると。方法として考えられて、いつも同じにするのではカスミ

とかいう問題があるわけですけれども、これは禁止されている問題で、保護されてい

る鳥までいってしまうと、そういうことはできませんので、課長が言いましたように

落とすと撃つというような形で方法としてはやっていくということでございます。 

○小野委員長 三木委員。 

○三木委員 わかりますが、スズメがかなり多いのではないかなと思うんですが、被害で。

ピストルで撃つというのなら音はするわけですけれども、以前にちょっとお聞きして

いるかどうですけれども、田舎の方へ行ったらよくトントンという音、筒でやってい

ますよね。ああいうようなことは今もうちではやっているんでしょうか。 

○小野委員長 藤本都市建設部長。 

○藤本都市建設部長 単に音を出すということも効果の一つなんですけれども、最近、家

が建ち並んできておりまして、非常にその音、定期的に朝早くから鳴らすと、今まで

されておられた方でもなかなか思うようにいかない状況にもありますんで、最近そう

いうカーバイトというか、されているというのはもうなかなか難しいというな状況に

なっております。 

○小野委員長 三木委員。 

○三木委員 そうすると、撃つわけですけれども、これは日中撃っていると思うんですけ

れども、そういう方法については、そういう近所から音がどうのというそういう苦情

はないんですね。 

○小野委員長 今西観光産業課長。 

○今西観光産業課長 今のところ我々の担当部署にはそういった苦情は入ってございませ
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ん。 

○小野委員長 ほかにありませんか。 

  木澤委員。 

○木澤委員 お二人の方に有害鳥獣のことで言っておられましたけれども、今言うていま

した音の関係につきましては町の方に苦情等はないということですけれども、やっぱ

り大きい音がしますんでね、びっくりしたという声は聞くんです。それで、実施され

る前に近隣の自治会等に連絡をして行っていただいているのか、ちょっとその辺の確

認だけさせていただきたいと思います。 

○小野委員長 小城町長。 

○小城町長 今、木澤委員さんおっしゃるように、そのカーバイトそのものが、それは音

がやかましいことは事実ですけれども、周知徹底ということはなかなかこれはできな

いというか、操作をしていますからね、ある程度は地域の方々に対して、それは農家

の方々、その農家も必ずその１軒の方が言ってはったら、別に何軒かございますから

ね、そこがやっぱりこれは米の収穫というのはそれぞれ農業振興にもかかわってきま

すからね、これは木澤委員もおっしゃるように周知徹底というのはなかなかできない

と思います。これは音がやかましいですけれども、やっぱりそれは農家にとってはひ

とつでも米をたくさんとりたいという気持ちがあるわけでありますし、それはもう皆

さん、ご希望はわかりますけれども、そういうことで御理解願います。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 今、町長の答弁でね、なかなか周知徹底するのは難しいというのがよくわか

るんですけれども、それを周知することをやっておられるのかおられないのか、その

辺はどうですか。 

○小野委員長 小城町長。 

○小城町長 恐らくそれはしておられないと思います。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 今しておられないということですけれどもね、先ほど町の方に苦情はないと

おっしゃっいましたけれども、やっぱり大きい音しますんでびっくりしたという声を

聞くんです。できる範囲ででもね、事前にいついつぐらいで鉄砲で駆除しますよとい

う、猟銃の方ですね、そのカーバイトというんですか、ちょっと私よく知りませんで
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してんけど、大きい音が鳴ることでね、やっぱり住民さんから何をしてはんねんやろ

なということで本当に驚いてはる状況がありますんでね、それはやはり事前に住民さ

んに周知を行ってやっていただくようにしていただきたいなというふうにお願いして

おきたいと思いますけれども、答弁どうですか。 

○小野委員長 小城町長。 

○小城町長 今、木澤委員のカーバイトの問題とそれから銃器の問題、これはもう有害鳥

獣の関係は、これはもう猟友会に任せてますからね、猟友会の方が責任を持って、そ

の関係のことについて、この関係のドバトが３６匹、カラスが１７４匹三木委員おっ

しゃるように、スズメがゼロというのは恐らく撃ってないと思います。それはしてな

いと思います。だから、やっぱりそういう一つの調整というものは、問題はトバトと

かカラスが、これがやっぱり多いんですから、その辺についてはやっぱり皆さん方が

できるだけ猟友会の方に頼みますということで、年５回出動してやっておられるんで

すよね。その関係のことについては、住民からの苦情等はないと思います。カーバイ

トの問題等については、これはまた住民からの問題等については我々これは関係はな

いですけれども、これは住民にとってはやかましいという人もそれはおられるんちゃ

うんかと、農家の関係等については守っていただかねばいけないと思っています。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 私もちょっと猟銃の方で駆除するのとカーバイトの方と混同してしまってい

た面もあると思いますけれども、そのカーバイトですかね、音を出すについては、こ

ういう取り組みがありますよと、何の音やということで気にしてはる状況もあると思

いますんで、常に事前に周知というのが難しいんでしたら、例えば広報の方でこんな

活動もしてますよということで、住民さんに理解を得られるようなそういうお知らせ

を考えていただきたいなと思うんですけれども。 

○小野委員長 藤本都市建設部長。 

○藤本都市建設部長 カーバイトの関係はね、個人さんでなされているということで、一

定の固定した場所で、朝早くから時間設定されていますんで、朝６時からに鳴ると思

いますけれども、そんなふうになりますのであんまり朝早くから鳴らしてもらったら

困るとか、そういう苦情が当然にあるわけですわ。それで、そういうことで苦情があ

った時にはそういう苦情が出ていますという話もさせてもらうと。そうなったら、な
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かなか音を出してやることについては難しくなってきていると、個人さんがやる場合

ね。だけど銃器でやる場合はね、これ年何回かに分けてやりますから、その地域、特

定しますんで、その周辺の方に対しての回覧はしています。だから、きょうはこの期

間で銃器で有害鳥獣の駆除がなされるということについては承知して貰えるいうよう

な状況ですので、よろしくお願いいたします。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 すみません、そのカーバイトもそうしたら個人さんでやっていただいている

分で、町がやっているわけじゃないということですね。それでしたら、ちょっと個人

さんでしはることについての周知を町がするというのは難しいと思いますんで、わか

りました。 

  そうしたら、もう１点ちょっとお聞きしたいんですけれども、先ほど浦野委員からも

農家の跡継ぎの心配されるってご発言がございましたけれども、今、町の方として、

先ほど集団営農の確立等取り組んでいただいているという報告もありましたけれども、

やはり跡継ぎの問題でどういった施策が有効なのか、研究していただいていると思い

ますけれども、平成１７年度に国からのそうした集団営農の確立についての通達等も

あったと思いますけれども、どういった取り組みが、今、有効だと考えて実際されて

いるのか、少しお聞きをしておきたいと思います。 

○小野委員長 今西観光産業課長。 

○今西観光産業課長 担い手づくりの関係でございますが、斑鳩町としては農業振興地域

につきまして、流動化、農地集積に対しまして流動化いう施策を取っております。そ

れ以外の土地、幅、広める形といたしまして、奈良県が実施されております担い手バ

ンクシステム、こういった形のもので、要は農地の出し手、借り手いう形の仲人役と

言いますか、そういった形で取り組みを行われておるところでございます。実質的に

は、やっぱり今おっしゃるように高齢化もなって、実際に借り手の方も少ないいうの

が状況であります。また、貸し手の場合の方も条件的に合わないといったことも、ち

ょっとこう難点がございます。以上でございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 その担い手バンクシステムですかね、こうしたことで斑鳩町だけというわけ

ではなくて、県の方とも連携して取り組みを行っていただいているわけですが、なか
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なか担い手をつくるのに有効なというところは、全国的にニュース等を見てみまして

もこれやっていうのはなかなか見つからない状態で、斑鳩町としても苦労をしていら

っしゃるだろうとは思いますが、やはり斑鳩町に住んでいて、斑鳩町の農家を継いで

いただこうという青年がふえないことには、農家の後退していく、衰退していく一方

ではあるとは思いますんでね、今後も研究については行っていただきますよう、また、

今、集団営農の確立等、農家の経営で収入がちゃんとやられるような研究も行ってい

ただいていると思いますんで、さらに力を入れて研究していただいて、またご報告い

ただければなというふうに思いますんで、よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○小野委員長 ほかにございませんか。 

  先ほど木澤委員のカーバイトでのおどしというんですか、被害を防ぐための農家の方

が行われているということで、確かにあの音を初めて聞かれた住民はね、私らは小さ

い時から知っていますのでそう驚かないんですが、初めて聞かれた住民にとってみて

は少し驚異であるというようにも考えます。決算委員会でのそういう意見があったい

うことでね、特に木澤委員は制限を加えてくれとか、そういう発言ではなかったよう

に思いますので、ただそういうことがあるということを、時期が来た時に広報なりで

住民に知らしておくのも必要かなと思うんですが、その点について、今後どのように

考えておられるのかだけお答え願いたいなと思います。広報の方としてのシステムで

すし、その原稿をつくるのが担当課になるのかどうかわかりませんが、その点、来年

そういう時期が来た時にね、また広報にでもこういうことがありますのでというよう

な案内というたらおかしいんですが、そういうふうな記事は私は載せてもいいんじゃ

ないかなと思いますが、その点どうですか。 

  藤本都市建設部長。 

○藤本都市建設部長 今現在、カーバイトで一定の場所で鳴らしておられるいうのは、あ

んまり見受けはしてないんです。ひょっとしたら三井とか、あっこらの方であるかも

わからないですけれどもね。その辺について、どういう周知をしていくかということ

については、また農協とも相談して、農協の広報もございまして、その辺でどう対応

するか、相談していきたいとこのように思います。 

○小野委員長 それでは、これをもって農林水産業費についての審査を終わります。 
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  次に、第６款 商工費について説明を求めます。 

  藤本都市建設部長。 

○藤本都市建設部長 それでは、第６款 商工費につきまして、説明を申し上げます。 

  主要な施策の成果報告書の１９０ページから１９９ページでございます。決算書では

１３４ページから１４０ページに載っております。座って説明をさせていただきます。 

  商工費全体といたしましては、予算現額１億４２１万２，０００円、決算額９，７１

７万５，９６６円で、執行率９３．２％であります。 

  まず、１９０ページ、第１項 商工費、第１目 商工総務費でありますが、予算現額

３，４０５万１，０００円に対しまして、決算額３，３６３万２，６３９円で、執行

率９８．７％であります。社会参加の促進を目的に、高齢者の豊かな知識と経験、技

能を生かした就業機会を提供しております斑鳩町シルバー人材センターの運営や活動

に対する助成及び商工事業や観光事業の推進に要した人件費等でございます。 

  次に、１９８ページ、第２目商工業振興費でありますが、予算現額１，６１５万３，

０００円に対しまして、決算額１，５３６万４，６９３円で執行率９５．８％であり

ます。我が国の経済の先行きにつきましては、支出は増加し、生産は緩やかに増加し

ており、企業収益は改善し、また設備投資が増加して、個人消費を緩やかに増加して

いるなど、景気回復は続くと見込まれています。しかし、原油価格の動向が内外経済

に与える影響等に心配もされている状況でもあります。斑鳩町におきましては、内需

に依存する小規模事業者が中心であることから、景気回復の実感が得られておらず、

依然として厳しい経営環境にあるものと感じられています。 

  また、商業を見ましても購買者の地区外への流出、事業主の高齢化、後継者難などに

よりまして、地域の基盤そのものの崩壊が危惧される状況が依然として続いておりま

す。このような状況の中、経済改善普及事業を中心に地域経済活性化のため、地域振

興事業、創業、経営革新への支援事業等に取り組んでおられます商工会の活動に対し

補助を行うとともに、町内商工業者の経営の安定を図るため、債務保証料の助成を行

ったものでございます。 

  続きまして、１９２ページから１９３ページでございます。 

  第３目観光費でございますが、予算現額１，２８２万３，０００円に対しまして、決

算額１，２６４万７，３１６円で、執行率９８．６％であります。修学旅行をはじめ
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とする観光ニーズの変化などにより、法隆寺を中心として観光であります斑鳩町の観

光も、観光客の減少傾向にあり、厳しい状況となっています。この状況の中、さくら

祭能をはじめ、インターネットによる観光情報の発信など、多種多様な宣伝誘致事業

を展開している観光協会への支援を行ってまいりました。 

  また、近年増加しつつあります外国人観光客のさらなる誘致を図るべく、木造の世界

遺産の所在する市町村によります木造の世界遺産市町村連絡協議会により、ビジット

ジャパンキャンペーンの一環として、国とともに積極的な誘致活動を行ってまいりま

した。 

  次に、１９４ページ、第４目観光会館費でありますが、予算現額３８万４，０００円

に対しまして、決算額３５万３，５０４円で、執行率９２．１％であります。観光会

館の維持管理費であります。龍田公園を訪れる観光客及び周辺自治会などの地域住民

の交流を目的とした会合などの場として利用されている状況であります。現在では、

講習便所と地域住民の交流の場として、安全で快適に利用していただきますよう維持

管理に努めているところであります。 

  次に、１９５ページ、第５目消費者対策費でありますが、予算現額５６万８，０００

円に対しまして、決算額４６万８，６４８円で、執行率８２．５％であります。身に

覚えのない請求とか、脅迫めいた巧妙な文面の請求が届いたなどといった住民の方か

らの相談も増加しており、相談員には専門講座の受講を来ていただき知識の高揚を図

り、住民の方々からの複雑多様化いたします相談に対していただいているところでご

ざいます。 

また、消費者保護対策の取り組みといたしまして、講師に消費生活アドバイザーを

迎え、金融商品の利用方法など、生活の合理化に資する知識を取得していただくこと

を目的といたしまして、生活設計、学習会を平成１７年１２月に実施いたしました。

４１人の方の参加があったところでございます。 

次に、１９６ページから１９７ページであります。 

第６目歴史街道ネットワーク事業費でありますが、予算現額８６８万１，０００円

に対しまして、決算額８０４万８，２１１円で、執行率９２．７％であります。伝統

的行事であります秋祭りの太鼓台を中心とした行事、斑鳩ふるさと秋祭りを住民主導

により企画され実施いたしました。残念ながら降雨により午後のイベントはやむなく
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中止することとなりましたが、多くの住民の方々の参加を得て開催することができま

した。 

また、１２回目となります太子ロマン斑鳩の里観月際を９月２２日に開催をいたし

ました。金剛会の協力を得て、聖徳太子ゆかりの斑鳩の里を発祥の地とする能楽「金

剛流」による公演を行います。日本の伝統芸能の象徴である能楽への意識の高揚と発

展に寄与するとともに、観光振興を図るものでございます。 

次に、１９８ページ、第７目法隆寺ｉセンター管理費でありますが、予算現額２，

０６４万６，０００円に対しまして、決算額１，６９２万２，０８６円で、執行率８

２．０％であります。管理運営は引き続き斑鳩町観光協会に委託し、適正な維持管理

運営に努めているところでございます。法隆寺ｉセンターは斑鳩町及び周辺地域の観

光情報の発信拠点施設として、観光情報の提供・案内を観光協会を中心に観光ボラン

ティアの方々の協力を得て行っていただいています。観光客の皆さんには、大変御好

評をいただいております。来館者並びに利用状況につきましては、記載のとおりでご

ざいます。 

次に、１９９ページでございます。 

第８目観光自動車駐車場運営費でありますが、予算減額１，０９０万６，０００円

に対しまして、決算額９７３万８，８６９円で、執行率８９．３％であります。斑鳩

町観光協会への駐車場の管理運営委託料が主な経費であり、観光協会により観光シー

ズン等の駐車予想台数を的確に把握する中で、職員の配置などを調整し運営に努めて

まいりました。 

以上が第６款商工費の概要でございます。よろしくお願いをいたします。 

○小野委員長 説明が終わりましたので、第６款商工費について質疑をお受けいたします。 

  浦野委員。 

○浦野委員 １９０ページです。シルバー人材センターの充実というもんなんですけれど

も、斑鳩町シルバー人材センター、非常に活躍されているなと私見ておりまして、特

に植木の剪定とか、人材派遣を積極的にやられて、また各家庭から見ますと、今まで

植木屋さんで高額に払っていた植木剪定代が非常に安く両親的にやっていただいてい

るという好評を聞いております。そんな中、当町としましては、１，０００万円余の

補助、支援をされているわけなんですけれども、団塊の世代がこれから今後ますます
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退職組ということで、どんどんシルバー人材センターへの人の流れがあると思うんで

すけれども、金銭的な助成だけではなしに、一つの高齢者対策というのがありますの

で、シルバー人材センターへの金銭的あるいは物的、またノウハウ的なもので、もっ

ともっと助成ができないかなと思うんですけれども、例えば、総合福祉会館、今度建

設、１９年度にされる予定で、今、社協の事務所がそちらに移るということを聞いて

おりますので、そちらの館が空くと思うんですよね。今、シルバー人材センターがＮ

ＴＴの営業所を活用していますけれども、事務所を探しておられるということ、これ

町長の耳にも入っているかと思うんですけれども、社協の事務所跡をですね、シルバ

ー人材センターに貸すというふうな事お考えなんでしょうか。 

  また、先ほど言いましたように１，０００万円の金銭的な補助だけではなしに、もっ

ともっと援助、支援をしていくという別の考え方もお持ちなんでしょうか、その２点

についてお聞かせください。 

○小野委員長 小城町長。 

○小城町長 シルバー人材センターは非常に活発にやっていただいていることはよく承知

いたしております。ただ、やっぱり今、浦野議員も団塊の世代がこれから退職するか

ら、まだ会員がふえる、今一番悩んでおられるのは、会員数が３８０人ぐらいか４０

０人目標がなかなかふえてこない、この辺のとこをどう整理をしていくのか、あるい

はそういうことの問題もこれもございますし、シルバー人材がＮＴＴに借りておられ

るとこ今後、社会福祉協議会等が今度福祉会館等の関係で空いた場合どうかというこ

とで、この関係については、私どもの史跡の関係のそういう埋蔵の関係もしていきた

いということで、今、現在、委員会等でも申し上げておるわけですが、私は将来的に

これを考えますと、やはり今、虹の家とか、あゆみの家とかございますから、そこら

を集約的に考えて、虹の家、あゆみの家がどうしていくのかということも考えていく

中で、果たして福祉会館ができる中でいいのか、あるいは今現在、駐車場として借り

ているところですね、その辺でいいのか、あるいはまた今の歩みの家がやっていると

こで総合的にやっていくのがいいのか、あるいはまた鳩水園のところでそういう家は

３軒ありますけれども、そこを活用しますけれども、そのところのがいいのか、その

辺を考える中で、やはり当面、福祉会館ができる完成するまでですね、検討期間だと

私は思っております。それで、シルバー人材さんの会員数が伸びていくのか、いかな
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いのか、あるいはそういう中でいろいろと切磋琢磨しておられる姿を見る中で、我々

としても十分判断をし、また事務局長とも御相談申し上げてですね、またシルバー人

材の会長さんとも御相談申し上げて、将来的には私はあゆみ家と、虹の家と、あるい

はまたそういうシルバー人材との関係等を踏まえた中で、どこでそういう場所を見つ

けていくのか、そこらを考えてまいりたいと思っております。 

○小野委員長 浦野委員。 

○浦野委員 金銭的な支援だけではなしに、もっと支援体制があるのか、その点。 

○小野委員長 小城町長。 

○小城町長 今、金銭的な支援体制具体にということで、浦野委員がおっしゃっているん

です。私はやっぱり、現在１，０００なにがしというお金がですね、この１年だけで

はなしに、ずうっと継続しているわけですから、非常にシルバー人材に対しての助成

というのは非常にかなり出てます。そこに創意工夫を凝らされてそういう剪定とか、

そういうものをされています。ただ、剪定の関係についても、安くつくというのは、

私はまだ伐採をされた関係のやつがまだ焼却場等で処理をしてますから、その処理を

どうしていくんかという、これはごみの減量から考えたら、やはりいずれはこれも考

えていかないきませんから、そこらは十分相談する中で、やっぱりそういうものの処

理ができるような、以前にも小野委員長からも御指摘のように、生駒市がやっている

というようないろんなことも、見にもいっておりますけれども、最終的にはまだ斑鳩

町はできておらないですら、そこらの関係等についても、できれば購入していって、

できたらやっぱり焼却場でそういうものをできるだけ少なくするという、なくしてい

くという方向をしていかないかんし、ここらはやっぱり我々として、行政としては大

きな課題だと思っております。 

○小野委員長 浦野委員。 

○浦野委員 今、町長の方から言っていただきましたけれども、葉刈りした葉っぱを今焼

却場で処理されているのが現状かと思います。それを有機堆肥に還元したらごみの減

量とか一挙両得というふうなシルバーさんからの発案もあってですね、場所があれば

そういったこともやっていきたいなと、堆肥も有料でまた売れるしというふうな話も

ありましたので、また町長の意識の中には今あると確認いたしましたので、その点ま

た御相談よろしくお願いしたいと思います。 
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それからちょっと、１９４ページなんですけれども、観光会館の維持管理というこ

とで、私も直近におりまして、観光会館よく利用するんですけれども、電気容量が少

ないためにヒューズが飛んでしまうと、例えば夏場ですとクーラーをどんどんたいて、

またちょっとホットプレートでもつければ飛んでしまうというのが再三再四あるわけ

なんです。電気の容量ちょっとふやしてもらえないかなというのが住民の声で、今ま

で頻繁にあったわけなんですけれども、その点お考えいただけるんかどうか。これ、

経費のかかることですから、一長一短はあると思いますので、率直な意見を聞きたい

のと。 

１９９ページ、観光自動車駐車場の運営ということで、先般、トイレの改良がなさ

れました。その後の改良して良かったなという、いわゆる評判、いろいろお聞きにな

っているかと思うんですけれども、その２点についてお聞かせください。 

○小野委員長 小城町長。 

○小城町長 観光会館の使用の関係で、電気容量、使用されたらヒューズが飛んでしまう

というので、この関係についてはやっぱり特に危険がございますから、そういった意

味では電気容量をふやしてしていくことにはやぶさかではないですけれども、私はで

きれば電気容量をふやす中で、クーラーとか、そういう間の使用については、消防の

コミュニティセンターみたいな、そういう関係で時間的に１００円とか、そういう形

の設定をすることもできればさせていただいたらなということも考えておるわけでご

ざいます。今、浦野委員の電気容量をふやすことについては、我々としては来年度で

も考えていきたいことは当然でございますけれども、そういう関係で、今、あこでや

っておりますように、追手のところの消防第１分団のコミュニティセンターのところ

をやっているような関係を取り入れていきたい。 

  トイレの改良については、まだ現在、工期がやっておりますので、まだ完了して皆さ

ん方にまだ使っていただいてませんので、その点は御理解いただきたいと思います。 

○小野委員長 ほかに。 

  嶋田委員。 

○嶋田委員 これは確認なんですけれども、シルバー人材センターですね、これ消防団と

か、商工会は法的につくらなあかんということで設立されているものだとは思うんで

すけれども、シルバー人材センターについては、各自治体それぞれにあるとは思うん
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ですけれども、法的なものいうのはどんな感じなんですかね、実際に。 

○小野委員長 中井住民生活部長。 

○中井住民生活部長 行政として設置しなければならないということにはなっておりませ

ん。全国シルバー人材センターの関係、そして県では奈良県のシルバー人材センター

の団体という形でありますけれども、その中で奈良県の市町村のところがすべてそう

いうシルバー人材センターを設置されているかというとそういうことではない。最近

では、平群町で去年か一昨年ぐらいに設立されたような状況でありますので、行政と

して設置をしなければならないということではなく、単にそういう形の法人格を有し

ておられるということでご理解いただきたいと思います。 

○小野委員長 嶋田委員。 

○嶋田委員 わかりました。ありがとうございます。 

  法的な根拠がないということですねんけれども、自治体、自治体の、埋もれている人

材を生かすという意味で必要なものではあろうとは思いますので、これからも先ほど、

同僚委員がおっしゃったように、各方面で支援の方お願いしたいと思います。 

  以上です。 

○小野委員長 三木委員。 

○三木委員 商工振興という意味合いでお尋ねしますが、ジャスコの件でございます。こ

の件について、ジャスコが退店するのではないかという噂か情報が入っているんです

が、先般の身体ふれあいの集いのときにも、町長ちょっと御相談しましたら、そうい

うことはないということを口頭ではいただいているんですが、間接ですが、ジャスコ

の地主さんからは、今ジャスコが出てそのあとイオン系列のまたああいうものという

ような形のものが入るんではないかというようなものを、間接ですがそういうことも

ちょっと聞いておるんですけれども、ジャスコが退店となると、この地域の方々はで

すね、商圏として非常に不便になるお年寄りも特に困るということもあるんですが、

その辺の情報は全く入っておりませんですか。 

○小野委員長 小城町長。 

○小城町長 ジャスコの関係は昨年からもいろいろと噂がでまして、この６月ぐらいには

撤退するとかいうことで、駐車場の関係等についてもいろいろと話があったようでご

ざいますけれども、いずれにいたしましても、やっぱりこのジャスコは斑鳩町ではや
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っぱり商工圏でございますから、私は地主の方もとにかく店舗が出られたら空いた場

合は後はもう活用していただけない、また閑散となるからということで、ジャスコに

私は直接出向いてですね、ジャスコ側にお願い申し上げて、とにかくジャスコが厳し

い情勢であるということもできるだけ存続をしてほしいので、結果的に存続をしてや

ろうということになりました。 

ただ、三木委員のおっしゃるジャスコというのはイオンの関係でございますから、

イオンが株式会社イオンで、そこにジャスコとか、今、サティとか、ああいうとこは

ニチイがつぶれた関係も、サティが今イオンに買収されていますから、イオンの関係

で、以前にもジャスコが名前が何かブックなんか名前で、今もジャスコの前にもそう

いう名前でされたこともございますから、名前が変わることはこれはまたわかりませ

んけれども、ただ、営業としては恐らくずうっとされると。ただ、ジャスコ側の言い

分は、やっぱり一番心配するのは、建物が古い、お借りしているところが古いという

ことで、もし万が一何か起こった場合は、やっぱりジャスコに対しても被害を被りま

したということで、そういうことの心配をされていましたから、いずれにいたしまし

ても、今、現時点ではジャスコは撤退するとかそういうことは私はないと思います。

できるだけ斑鳩町で残っていただきたいということで、今強く皆さん方に要望してお

るわけです。こういう関係は、特にそこにミリオンという龍田の建物が撤退したので、

その周辺の方々があのミリオンが撤退したことによって、非常に買い物が不便だとい

うことも聞きますから、やっぱり是非ともそういう点については、努力をしていきた

いと思っております。 

○小野委員長 三木委員。 

○三木委員 私もジャスコもし撤退等があればですね、非常に皆さんお困りになるだろう

ということなんですが、一つ今、郡山ジャスコももうすでに３年ぐらい２年位前なん

ですかね、もう閉めて今はもうマンション建っております。ジャスコ自体がもうやは

りああいう小型店という、中型店舗というのはどんどん閉めていっているという状況

だと思います。現に橿原であるとか、今度、もうすでに新聞等でも出ている郡山では

ですね、関西一の大きなショッピングセンターもできる計画出ております。ですから、

そういう大型店舗がどんどんこの近辺に出てきて、今も郡山にもアピタというのもあ

りますし、そういう意味合いでもイオングループとしてもどんどん、どんどん大型店
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舗化していくというような傾向だと思うんですね。そういう意味合いでは、ここもそ

の可能性はあるというふうにちょっと考えられるわけなんで、私どもも情報は早めに

キャッチしますけれども、町の方もそういう話があるなら住民にも早く知らせなきゃ

いけない。また、撤退がなければまた次のものが入ってくればそれにこしたことない

んですから、そういう情報を是非つかんでいっていただきたいと思います。 

  次の質問に入ります。１９８ページのｉセンターの管理費の件でございます。ここは

今、ｉセンターとして観光者用に自転車の貸し出しをしております。前に置いており

ますが、この状況なんですが、ちょっと教えていただきたいんですけれども。有料な

のか、そしてまた、これはどの程度の範囲で、１年か２年だとか、その辺で買い換え、

換えていっているのか。また古くなった自転車などについては処分どういうふうにさ

れているのかですね、その辺が一つと。 

  先ほども同僚委員がトイレの件で聞きましたけれども、この完成時期はいつですか。

その２点についてお尋ねします。 

○小野委員長 今西観光産業課長。 

○今西観光産業課長 まず、レンタルサイクルの関係でございますが、観光協会の方で運

営を行っていただいております。レンタルの頻度と言いますか、単価につきましては、

１時間２００円でレンタルしております。 

それと買い換えのことなんですけれども、昨年度、１５台購入されたという形で聞

いております。また、その古い自転車の処分については、リサイクルと、その希望者

があれば低価格で販売するとか、そういった形を聞いています。ちょっとその台数に

関してはちょっと把握しておりません。 

  それと、トイレの完成でございますが、９月末日の予定で、今現在も進めているとこ

ろでございます。 

○小野委員長 三木委員。 

○三木委員 はい、わかりました。 

  それと、観光会館の件なんでございますが、ここにございます館内の備品関係なんで

すが、テーブルであるとか、座布団であるとか、カーテンである、そういったものが

もし傷んでいたりした場合は、これはもし地元から要望があれば、それを町の方で交

換するという形になるのか。 
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それともう一つ、１階にトイレがございます。この管理ですが、これはどうなさっ

ていらっしゃいますか。この２点お尋ねします。 

○小野委員長 今西観光産業課長。 

○今西観光産業課長 まず、観光会館の座布団とか、カーテンとか、そういった管理につ

きましてですけれども、過去には自治会で使用されている方がクリーニングとかして

いただいておったような経緯は聞いております。昨年はちょっと座布団カバー、何枚

か町の方でクリーニングして、傷んでいるやつについては交換したという経緯がござ

います。 

  それとトイレの関係でございますが、これはこのトイレ町が管理しておりまして、定

期的に保守点検等を委託で行っております。 

○小野委員長 三木委員。 

○三木委員 それでは、備品に関しては、そういう傷んでいるものがあれば地元から要請

すれは町の方で対処していただけるというふうに解釈をしていきます。 

  以上です。  

○小野委員長 今西観光産業課長。 

○今西観光産業課長 今お答えさせていただきましたように、傷んでいるやつ等につきま

しては、交換とか町の方で行いたいとこのように思います。 

○小野委員長 ほかございますか。木澤委員。 

○木澤委員 商工費のとこで何ページというわけでもないんですけれども、観光商工が一

体となった取り組みが行えるように、構想を持って計画に従って進めていただいてい

るというふうに思うんですけれども、現在法隆寺駅舎とその駅周辺整備ですね、この

整備をしていますけれども、これについては商工会とはどんな話をされているんでし

ょうか。 

○小野委員長 今西観光産業課長。 

○今西観光産業課長 まず、観光商工のまちづくり構想に従って、商工会と現在いうんか、

昨年、議会の方へ提出させていただきました。その後、１０月末ぐらいでございまし

たか、商工会、観光協会の役員方々と意見等を伺いながら協議を重ねてきた次第でご

ざいます。その中で、観光商工の活性化というのは、斑鳩町にとっては非常に重要な

ことだということで、そういった協議の中で、調査や研究、また施策についてそうい
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ったことを研究する中の組織づくりをやっていこうやないかいうことで、メンバーの

選出してきたところでございます。それによりまして、本年５月に第１回目としてそ

ういった検討会議を開催しております。その組織も、当時１回目といたしましては、

組織の趣旨等の説明を行い、現在の状況や今後の取り組み方などについて、いろいろ

と皆さま方に意見を出し合っていただきました。その中で、活性化とか、そういうま

ちづくりに関しまして、かなり現実と理想とのギャップの差が大きいといったことが

ございますので、町といたしまして、今、委員が質問で言われますように、法隆寺駅

周辺整備、また１８年度から先ほども申しましたように、農業委員会を中心といたし

ました展示圃の関係やっています。この関係の将来の観光商工につながる一つの施策

だと思いますんで、それらの概要説明を次回の会議を開くときに、計画概要を説明し

ていきながら、参考にしていただき検討していただこうといった形で、今現在終わっ

ております。また、それ以外に、講師も招きながら、実際、観光商工のあるべき姿と

か、そういったことに対して調整とかしてまいりたいと、このように思っておるとこ

ろでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 これまで斑鳩町の観光の方でもなかなか法隆寺とか、いろんなお寺等がある

んですけれども、実際には観光客というのは減ってきている状態で、衰退してきてい

る状態ではないかなというのは、町内外の方からいろいろお聞きしまして、何とかし

て力を入れたいなというふうに思っておりますのと、あと商工業の方で、商店街もだ

んだんとお店がなくなってきて衰退していっている状況を危惧される声というのは、

非常にこれまで強かったんですけれども、なかなか具体的な取り組みになってこなか

ったということでは、今この計画つくっていただいて、その組織をつくっていただい

て、これからほんまにおくれてはいると思うんですけれども、やっていこうという展

望が見えたことにつきましては、ぜひ頑張っていただきたいと。なかなか意見調整等

も難しいとは思うんですけれども、今、講師も呼んで学習もしながらということもお

っしゃっていただきましたんで、いろんな施策、全国的な施策も勉強していただいて、

なかなかこれまで打破できなかった部分を是非打破していただいて、今後、やっぱり

商工観光というのは、斑鳩町にとってメインの産業になってくるだろうというふうに

思いますんで、ぜひ力を入れてやっていただきたい。今の段階で、まだ第１回目とい
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うことですので、なかなか中身も見えてこないと思いますので、今後、期待をさせて

いただきたいというふうに思います。 

  それについて、今、駅周辺整備を行う中で具体的に観光の方と商工の方とどうしてい

くんやということで、なかなか具体的な意見交換というのも、これまでされてこなか

ったのかなとは思いますので、そうしたことについて、町全体としてのイメージを持

ちながら、部分的にも話し合いを行って、できるところから具体的にやっていただき

たいというふうに申し上げておきたいと思います。 

  そしたら、すみません続けていかせていただきます。これまで一般質問等もざせてい

ただいてきたんですから、ジョブカフェ、県が行っておりますジョブカフェとの連携

について、何かその後進展などはないでしょうか。 

○小野委員長 今西観光産業課長。 

○今西観光産業課長 その進展と言いますか、これといった形というのはございません。

ただ、奈良仕事ｉセンターとか、高田ｉセンターとかいった形のセミナーとか、講習、

また研修などされる際について、町の広報に掲載しております。それの掲載について

も、わりと回数を多く載せさせていただいている状況でございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 これ成年の雇用問題もということで、私、今特に力を入れて質問させていた

だいてきている部分なんですけれども、町の方としても、町内の成年の状況等、実態

もつかみにくいと。これまでなかなか取り組んでこれなかった部分として町として取

り組みの弱さというのは自覚されているとは思うんですけれども、今一生懸命、町の

広報にはジョブカフェで、こんな取り組みがありますよというのは紹介していただい

ておりますけれども、やはりそこから一歩進んだ取り組みを期待したいと思うんです。

斑鳩町として生かせる取り組みというのは難しいとは思うんですけれども、今、ジョ

ブカフェがどういうことを行っているかという、そういった情報について、やはり担

当課がしっかりと把握をしていただきたい。ジョブカフェで成年が来て、やはり雇用

相談に応じる中で、一定の傾向なんかも出てきていると思うんです。私も１回ジョブ

カフェの方行きましてお話をさせていただいた経緯もありますけれども、今後につき

ましても、やはりまたジョブカフェに行って、どういったことがあるのか、斑鳩町で

生かせることはないのかと研究をしていきたいというふうに思っておりますので、是
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非担当課としても注意して情報を把握していただきますように、これは要望しておき

たいと思います。 

  以上です。 

○小野委員長 ほかにございませんか。 

  私の方から１点だけ聞かせていただきたいと思います。１９１ページ、商工業者債務

保証料補給支援ということで１６年度から件数として６割程度に減少しているんです

が、まことに申しわけないんですが、予算の加減でこのようになったのか、自然的に

これだけ減ってあるのか、その点でどのように分析されているのかちょっとお示し願

いたいなと思います。 

○小野委員長 今西観光産業課長。 

○今西観光産業課長 商工業者債務保証補給による支援についてでございますが、この件

数については、昨年度より下がっておりますが、これはあくまでも申請に対するもの

でございます。予算とかではございません。 

○小野委員長 とすれば不用額かなんかで落としてあるんですか。同じぐらいの予算を、

ちょっと予算書持ってきてなくて申しわけないんですが、それであれば不用額調書に

も載ってくるんかなと思って先ほどちょっと見てましたけれども、ちょっと見当たら

ないので、その点どうですか。 

 藤本都市建設部長。 

○藤本都市建設部長 決算書の商工業振興費の中の負担金補助及び交付金で未執行で６６

万４６１円残っていると、予算で制限で大分下がっているという状況ではないんです。 

○小野委員長 部長わかりました。局長から聞いたから、載せ方について聞きましたから。

結構です。 

  そしたら、あくまでも債務保証についての申請で町としては対応されておるんですが、

債務保証料が減ってきたということに対して、どのような認識をお持ちなのか、率直

な意見をお聞きしたいんですが。 

  藤本都市建設部長。 

○藤本都市建設部長 実態について詳細には把握はしておらないわけですけれども、商工

費の説明の中で、報告をさせていただきましたように、２件が一部回復していると、

しかし斑鳩町内については、まだそういう状況にないというような報告をさせてもら
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っているわけなんですけれども、そういう状況、全国的な状況、その一面もあるのか

なというような感じはしておるんですけれども、ちょっと実態について詳細に把握は

いたしておりません。 

○小野委員長 申しわけございません、商工会員としてこういうことを聞くのはおかしい

んかなと思いながら聞かせていただきました。 

  ほかにございませんね。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○小野委員長 それでは、これをもって第６款商工費についての審査を終わります。 

  １０時３５分まで休憩いたします。 

（午前 １０時２０分 休憩） 

（午前 １０時３５分 再開） 

○小野委員長 再開いたします。 

  次に、第７款土木費について説明を求めます。 

  藤本都市建設部長。 

○藤本都市建設部長 それでは、第７款土木費について御説明を申し上げます。主要な施

策の成果報告書の２００ページから２１８ページでございます。決算書では１４０ペ

ージから１５２ページとなっております。座って説明をさせていただきます。 

  土木費全体といたしましては、予算現額２１億９，９６６万５，６４３円、決算額１

５億１，１４１万９，７６２円で、執行率は６８．７％であります。なお、次年度へ

６億５，２６２万７，０００円を繰り越しいたしております。内訳といたしましては、

道路新設改良費４，０１５万円、都市計画総務費の法隆寺線整備事業７８０万１，０

００円、ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業費６億４６７万６，０００円でございます。 

  まず、２００ページ、第１項土木管理費、第１目土木総務費でありますが、予算現額

９，５４４万５，０００円、決算額９，４４１万５，３０２円で、執行率９８．９％

であります。主に人件費関係でありますが、そのほかには使用料及び賃借料で土木工

事に係る設計及び積算を迅速に行うためのパソコン活用の経費や、道路や河川などの

整備促進などを促すために設けられている各種協議会等への負担金であります。 

  次に、２０１ページから２０３ページでございます。 

第２項道路橋りょう費、第１目道路維持費でありますが、予算現額４，８０３万円、
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決算額４，７５２万３，２１７円で、執行率９８．９％であります。安全で快適に道

路を利用していただけるよう維持管理に努めており、それに要する経費で定期的に巡

回を行う中で、確認したものや、住民からの連絡によるものなどで把握できた舗装の

路面が悪い箇所における舗装補修工事、道路排水施設などの道路構造物の補修に係る

工事請負費、また路肩の草刈りや道路敷地の権利整備に伴う委託料などであります。

未登記道路敷地の整理につきましては、すでに地域の生活道路になっている道路の底

地整理が路線的にできたものや、土地利用等の機会をとらえ、地権者と協議し理解を

得たもの、また、阿波２丁目地内の地籍混乱区域において、集団和解により整理でき

たもの、６８筆の所有権移転を行ったところであります。今後も引き続き、道路の適

正管理に努めるため整備に努力してまいりたいと考えています。 

次に、２０４ページから２０７ページでございます。 

第２目道路新設改良費でありますが、予算現額２億４，０２０万円、決算額１億９，

９６２万４，３０５円で、執行率８３．１％であります。用地整理が難行しておりま

した町道４０７号線改良事業について、年度末までに用地協力が得られたことから、

この整理に係る経費４，０１５万円を翌年度へ繰り越しをいたしております。円滑な

改良ができるように、町内道路のネットワーク化を進めるため、道路整備５カ年計画

や、主要幹線であります６メートル計画道路等の改良工事等でございます。内訳とい

たしましては、５カ年計画道路として６路線で改良延長８９７メートル、舗装面積４，

８０５平方メートル、用地買収面積１，６１３．５平方メートルであります。６メー

トル計画道路としての３路線は、いかるがパークウェイ事業により、国で用地を取得

された箇所について、町で国から借地し暫定的に拡幅整備したもの及び用地協力が得

られたものと、土地利用に伴い御協力をいただいたものの３路線であり、改良延長で

２７メートル、舗装面積３１７平方メートル、用地買収面積１４０．９平方メートル

であります。 

その他道路として、８路線で改良延長１８６メートル、総面積６４３平方メートル、

用地買収面積８９３．０７平方メートルでございます。 

続きまして、２０８ページであります。 

第３項河川費、第１目河川総務費でありますが、予算額４７３万６，０００円、決

算額４７２万１，８９５円で執行率９９．７％であります。毎年春に実施していただ
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いております地元におきます水路清掃に伴う土砂の処理を行ったものであり、３５地

区において実施していただき、処理土砂量は８６．７トンであります。 

また、住環境の改善を図るため、受益者が自発的に施工された水路改修工事３地区、

及び水路浚渫工事１地区に対しその経費の一部を支援したものが主なものでございま

す。 

続きまして、２０９ページでございます。 

第２目河川改良費でありますが、予算現額１，６１３万３，０００円、決算額１，

５６３万７２０円で、執行率９６．８％であります。内水排除として排水機能を高め

るために、水路改修工事２箇所を行い、環境整備に努めたところでありますが、今後

におきましても、引き続き内水排除の水路整備等を行ってまいりたいと考えています。 

次に２１０ページから２１１ページをお願いをいたします。 

第４項都市計画費、第１目都市計画総務費では、予算現額２億３，８２４万６４３

円に対して、決算額２億２，９７１万５７４円で、執行率９６．４％となっておりま

す。人件費以外の主な執行といたしましては、都市計画道路の整備等に要する経費で

あります。計画的な市街地づくりとして特定保留区域に指定されている新家地区につ

きましては、ＪＲ法隆寺駅周辺整備の地区内道路計画と合わせて調整を図りましたが、

土地区画整理等の面的整備の取り組みについては、進展いたしていない状況でありま

す。今後、線引きの見直しに係ります県の基本方針の結果が明らかになってまいりま

すことから、引き続き、道路計画の推進を図るとともに、特定保留区域の位置づけに

つきましても、地元関係者の皆さま方に御相談申し上げながら、一定の判断をしてい

っていただく必要があるものと考えております。 

また、町内の幹線道路となる都市計画道路の整備に対する取り組みであります。国

の直轄事業となっておりますいかるがパークウェイにつきましては、小吉田モデル区

間から西側へ竜田川までの稲葉車瀬区間の約６００メートルにおいて、事業を進めて

いただいており、平成１６年度より引き続き用地取得に重点的に進められ、当該区間

の面積にして約９６％が現在までに取得されたところであります。さらに地元からの

要望事項について調整や、道路の設計協議についても、地元自治会及び水利組合と実

施してきたところでございます。今後残っている用地につきましては、個々の課題整

理を国とともに調整を図りながら、一日も早く当該区間のすべての領域を取得をいた
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しまして、工事着手ができる状況づくりを高めてまいります。 

次に、モデル区間につきましては、開通後１年が経過したことから、各ゾーンごと

の歩道や植栽などの整備内容についての評価アンケートを町内全世帯を対象に実施し、

モデル区間の整備内容については、約６割の方に賛同を得られた結果となりました。

このことから、住民代表者と行政で組織、設置いたしておりますいかるがパークウェ

イ推進協議会におきまして、アンケート結果について報告をし協議を行いまして、今

後進めていただく他区間の整備に生かしていくことで取りまとめをしていただきまし

た。 

また、合わせて推進協議会広報を発行され、評価、アンケートの結果を町民に公表

していただきました。このようにモデル区間の整備によりまして、町民の皆さまにわ

かりやすい道路整備の進め方を御理解いただけたものと評価しており、現在、整備に

取り組んでおります稲葉車瀬区間の詳細設計や、他区間の整備内容にも生かしながら、

事業推進に努めてまいりたいと考えております。まだ、モデル区間の維持管理では、

昨年度から引き続き、国のボランティアサポートプログラム制度により、ボランティ

ア団体による歩道や植採帯の清掃を定期的に月２回行っていただき、モデル区間を常

に良好な状態に保っていただいているところでございます。今後も国とも相談申し上

げながら、新たに整備区間におきましても、本制度の導入ができればと考えておりま

して、こうした住民と協働の取り組みがパークウェイ事業を通じて広がっていくこと

に期待を寄せているところでございます。 

次に、法隆寺線の整備であります。国道２５号から服部土地区画整理事業区域内ま

で約６８０メートルの区間において整備を進めているところでございます。龍田南２

丁目地内と服部土地区画整理事業地内において、１６年度末までに舗装工事等の整備

が完了したことから、平成１７年４月にこの部分の供用を開始したところであります。 

また、用地の確保については、２件の農地について補償交渉が整ったことにより、

用地取得を行ったところであります。 

また、龍田南２丁目におきまして、宅地１件については、移転していただく建物が

完成したことから事業用地の引き渡しを受けまして、年度末までに当該区分の道路築

造工事の一部を実施したところであります。そのほか、事業協力に難色を示されてい

た宅地についても補償額の算定を行い、協力を求めておりますが、諸条件が整ってお
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らない状況から契約に至っておらない現状でございます。そのほか、残っております

未買収の用地につきましても、地権者との用地交渉に努めているところでありまして、

今後も用地交渉に努力し、用地の取得できたところから順次工事を行い、目に見えて

整備が進展しております状況づくりが必要と考えております。一日も早く当該６８０

メートルの区間において、早期に全線の供用開始を行いますようなお一層の事業推進

に向け努力してまいりたいと考えております。 

続きまして、２１１ページであります。 

第２目公共下水道費につきましては、予算額３億２，１３０万１，０００円に対し、

決算額３億１０９万１，０００円となり、特別会計への繰り出しとして支出しており

ます。支出詳細につきましては、特別会計におきまして説明をさせていただきます。 

次に、２１２ページをお願いします。 

第３目都市下水路費につきましては、予算額１４０万円に対し決算額１２８万５，

２００円で、執行率９１．８％となり、都市下水路の維持管理費として浚渫作業を行

っております。 

次に、同ページの第４目公園費でありますが、予算現額８８４万４，０００円に対

して決算額は７４９万６，７２３円で執行率は８４．７％であります。主に公園の維

持管理費用でありまして、上宮遺跡公園や、大和川第一緑地をはじめとする公園広場

施設の維持管理を行うとともに、自治会が管理する公園についても、遊具等の補修に

かかる費用に対し助成したものであり、地域住民の憩いの場として、安全で快適に御

利用いただけるよう適切な維持管理に努めてまいりました。今後におきましては、最

小の経費で最大の効果が出るように、適切な維持管理のあり方を検証しながら、公園

等の良好な維持管理を図っていけるよう努力していく必要があるものと考えておりま

す。 

次に、２１３ページであります。 

第５目都市計画審議会費であります。予算現額４９万７，０００円に対しまして、

決算額は０、執行率も０となっております。審議会において審議をしていただく案件

がございませんでしたので、委員報酬が未執行となってございます。 

次に、同ページから２１４ページでございます。 

第６目開発指導調整費であります。予算現額８６万７，０００円に対して、決算額
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８３万３，３２０円で、執行率は９６．１％となっております。都市計画法等関係諸

法令及び町開発指導要綱に基づき、より良好なまちづくりの推進に努めてところであ

ります。昨今のように、住民ニーズが高まる中で、宅地開発等におきましても、近隣

住民と事業者との調整等が非常に難しい状況ではあると認識いたしておりますが、今

後ともよりよいまちづくりに向けて、開発事業者等への関係諸法令の遵守はもちろん、

お互い御理解いただけるよう行政指導を駆使いたしまして、調整に努めてまいりたい

と考えております。 

次に、屋外広告物関係事務におきましては、違反広告物の撤去または屋外広告物許

可申請にかかる事務処理を行い、町の美観維持にも努めてまいりましたことから、違

反広告物の掲載数も減少傾向にございます。また、違反広告物の撤去におきましては、

パトロールの強化を図るために、斑鳩町環境保全推進委員さんに違反広告物の掲出状

況の報告の協力を求めており、違反広告物の迅速な撤去にも寄与しているところであ

ります。また、今後は違反広告物の撤去におきましては、屋外広告物簡易除却住民参

加制度もございますので、その活用につきましても、調査研究をいたしまして、地域

住民との共同事業の実施による実効性のある事務の遂行ができるよう検討を進めてま

いりたいと考えています。 

次に、２１５ページから２１６ページをお願いをいたします。 

第７目の景観保全対策事業費であります。予算現額４，８７８万３，０００円に対

して決算額４，５０４万８，９０７円で、執行率９２．３％となっております。まず、

身近な緑化の推進といたしまして、町の花であります「サザンカ」を小学校の入学記

念樹として配布するとともに、産業フェスティバルにおいても、「レモン」の苗木を

配布し、緑化の推進を図るとともに、その意識の高揚に努めたところでございます。

先般の決算審査におきまして、監査委員さんより配布した苗木が町内の緑化推進に寄

与しているか検証の必要性もという御指摘をいただいておりますことから、今後、実

態調査等についても研究をしてまいりたいとこのように考えております。 

歴史的風土・まちなみの保全といたしましては、法隆寺周辺の歴史的なまちなみの

保全を図るために取り組んでおりました法隆寺・藤ノ木線の整備につきましては、計

画路線延長５２７メートルのうち残っておりました８０メートルにおいて自然色舗装

や石張りによる舗装整備により、周囲と調和した道路整備を行いまして、計画路線全
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線の事業を完了したところでございます。 

また、法起寺や法輪寺周辺などの自然景観や歴史景観が一体となった地域において、

潤いと安らぎが感じられる風景や景観の形成を図るために取り組んでおります景観形

成作物であるコスモスの栽培につきましては、５地区の方々に御協力をいただき、２

７，２０６平方メートルにおいて実施したところでございます。この取り組みにつき

ましては、平成４年度から継続してまいりまして、今日では斑鳩の里の秋の風物詩と

して定着し、観光シーズンには多くの観光客の方々に訪れていただいているところで

ございます。 

また、県事業の法隆寺門前整備とともに法隆寺門前の風致景観の維持・保全のため

に取り組んでまいりました法隆寺門前広場の整備につきましては、法隆寺門前線の整

備完了に伴いまして、速やかに整備することといたしておりましたが、１６年度に実

施した広場整備箇所の発掘調査において、貴重な遺物が出土したことから、広場整備

の発注を平成１７年２月に行いました。繰越明許の手続を行う中で１７年度に整備完

了をいたしました。都市公園としても供用も開始いたしたところでございます。こう

したハード、ソフトのそれぞれの事業の取り組みによりまして、斑鳩の里の固有の歴

史的風土や風景、景観の保全にも寄与してきているものと考えております。 

次に、２１７ページ、第８目ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業費であります。予算現額１

１億７，１９１万１，０００円に対して、決算額５億６，０９９万６，３９９円で執

行率４７．８％となっております。当町の玄関口にふさわしい魅力ある交通拠点とし

て、住民や来訪者が安全に安心して駅を利用できますように、駅舎のバリアフリー化

や、駅前広場、駅へのアクセス道路など、駅周辺を一体的に整備するものとしており

ます。駅舎橋上化と自由通路の設置につきましては、ＪＲとの協定に基づく詳細設計

が完了いたしまして、１６年度から進めてまいりました配線形態の変更、２面３線か

ら２面２線化への工事が行われ、２番線ホームの改良などを行い、昨年１１月に旧３

番線、上り奈良引き線にかわって２番線で営業運転が開始されたところであります。

また、昨年１０月ごろからは駅舎自由通路工事に向けて北口の公園撤去、南口広場の

安全対策などの準備工事が行われ、仮駅舎の建築工事、旧駅舎などの既存建物の撤去

等が順次行われ、自由通路本体の工事に着手したところであります。また、懸案とな

っておりました駅東側の踏み切りの拡幅につきましても、駅舎橋上化事業の中で行い
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まして、本年２月に供用したところであります。西側へ約２．５メートル拡幅をし、

拡幅した部分と、その車両とを分離し、歩行者や自転車が安全に通行していただいて

いるところであります。現在までに自由通路工事が着々と進められ、９月２日には自

由通路工事がおおむね完了したことによりまして、駅利用者のための跨線橋として仮

使用をいたしております。自由通路の工事がおおむね終わりましたことから、現在橋

上駅舎に支障を来します跨線橋の撤去が行われておりまして、撤去後において、駅舎

側の建築工事へと進めることとなっておりまして、平成１９年３月の完成に向けて鋭

意取り組んでいるところであります。 

次に、駅周辺道路整備つましては、１６年度末から１７年度当初にかけて、駅周辺

自治会を対象に説明会を実施いたしました。駅舎自由通路整備の概要や、駅周辺道路

整備計画を説明するとともに、各計画路線の地権者と関係者に事業への理解と協力を

求めながら、一部路線においては、境界の立ち会いや測量調査も実施させていただい

ているところであります。 

また、計画路線の一部においては、１件の事業用地を取得させていただいたところ

でもあります。なお、駅舎自由通路が平成１９年３月に完成する予定をいたしており

ますことから、完成後できるだけ速やかに駅前広場や周辺道路を整備できるよう地権

者等関係者の皆さま方に事業への御理解と御協力をいただけるように努力をしてまい

りたいと考えております。 

続きまして、２１８ページでございます。 

第５項住宅費、第１目住宅管理費でありますが、予算現額３２７万８，０００円、

決算額３０４万２，２００円で、執行率９２．８％であります。快適な居住環境を確

保するための維持管理に要するものが主なものでございます。また、４戸の空き家が

生じたことから８月と３月に入居の募集を行っております。今後も入居者が快適に安

心して暮らせるよう維持管理に努めてまいりたいと考えております。 

以上が第７款土木費の概要でございます。 

申しわけございません、２０８ページでありますけれども、実施箇所について３５

ということでありますけれども、３３と説明したということでございます。訂正をさ

せていただきます。第７款土木費の概要ということでございます。よろしくお願いを

いたします。 
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○小野委員長 説明が終わりましたので、第７款土木費についての質疑をお受けいたし

ます。 

  浦野委員。 

○浦野委員 ２０８ページの真ん中、河川美化の促進という欄でございますけれども、

私も水利組合の役員を永年にわたってさせていただいている中、地元の水路に関して

は地元住民あるいは水利組合によって維持管理がされているかなとは思うんですけれ

ども、農地もどんどん減っておりまして、水路の管理を水利組合に任すとよく役場の

方から言われるんですけれども、水路清掃におきまして、実際考えてみますと、農家

もどんどん戸数が減ってきております。なのに水路の面積は今も昔も同じでございま

して、いわゆる水路清掃するのに、少人数で広範囲の水路清掃をしなければいけない

というのが実態でございます。住民からは以前は、水利費というような協力金をいた

だいておった関係で、水路清掃は水利組合が責任を持ってせないかんということでし

ておりますんですけれども、昨今、斑鳩ジャスコの周辺も考えていただいたらわかる

んですけれども、国道端には店舗もどんどんふえてきておりましてですね、飲食店と

か、また、ビデオレンタル店とか、かなり客も出入りが多い、また飲食店におきまし

ては、排水、料理された雑排水を水路に流される、従いまして、悪水、ボウフラがわ

いとったり、また蚊が発生しておったり、いわゆるどぶ川化が激しいわけなんです。

先ほど言いましたように、少人数で水路管理していくのに限度があるのではないかな

と、ここ５年、１０年たちますと農家戸数もどんどん減りますので、清掃する人間が

どんどん高齢化もしております。そういった中、住民主体による河川清掃活動と書い

ていますけれども、これからの管理におきましては、住民も水利組合だけではなしに、

住民も巻き込んだ、例えば自治会単位とか、あるいはボランティア団体とか、水路清

掃の活動していただく団体言いますか、それを幅広く求めていかないと、なかなかき

れいな水路が維持できないと。引いてはまた竜田川の河川とか、大きな川に小さな溝

からの水が入っていきますので、竜田川はじめ大きな河川の水の浄化にもつながって

いかないとかねがね考えておるわけなんですけれども、その点について、いわゆる現

状維持ではどんどん水質が悪化するということについて、町の考え方について聞かせ

ていただけますか。 

○小野委員長 加藤建設課長。 
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○加藤建設課長 今まで水利組合等が責任を持って行っていただいておったわけですけ

れども、今おっしゃいますとおり、確かにそういった方々の人数も減ってきている現

状は把握しております。また、その水路の周辺につきましても、そういう事業所、店

舗等が張りついてきているという状況も把握しているところでございます。今、浦野

委員がおっしゃられましたように、この１７年度で３２箇所ほど土砂処理、水路の清

掃をやっていただいておりますけれども、その中には、自治会単位でやっていただい

ているところもありますし、水利組合のみのところもあります。今おっしゃられたよ

うに、今後はそういった周辺の方々、それからまた事業所の協力も得ながらやってい

く方向で考えていかなければいけないかなとはいうふうには考えております。 

○小野委員長 浦野委員。 

○浦野委員 ２１０ページのいかるがパークウェイのボランティア団体、月２回の清掃

等を行っておられるということで、先般も奈良新聞でしたか、桂の会ということで代

表者の方が掲載されておりましたですけれども、水路というのは、環境を守る機関で

あると私は位置づけておりましてですね、例えば斑鳩町内で水質が非常に悪化してい

るどぶ川ですね、例えば数本でもピックアップしていただいて、それがどんどん、ど

んどんきれいになっていくように対策を練っていかないと、一つ一つやっていかない

と環境の美化にはつながっていかないと思いますので、今、課長おっしゃっていただ

きましたですけれども、現状の管理者以外に、例えばボランティア団体でも結構です

ので、この水路について浄化したいので、だれか参加者おらないかとか、また、いろ

んな呼びかけの仕方があると思うんですけれども、そういったことを考えていただく

ことを要望しておきます。 

  以上です。 

○小野委員長 三木委員。 

○三木委員 ２０８ページのところで水路改修ということになるのではないかと思うん

ですが、実は通学路を通っていくところで車道が通って、住宅でもいいんですが、そ

の間に溝があります。４～５０㎝、深さが５～６０㎝、そういう生活排水を出す溝で

すけれども、そこに行き帰り、行きはそうでもないんですけれども、帰りなんかどう

しても皆さんがちょっと流れをつくって話ながら通るということもあるんですが、そ

この溝に落ちてけがするというところが出ております。現実に出ております。何件か
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聞いております。そこで、そういう危険箇所について、溝全部ということではないん

です。危険箇所について、そこの溝をグレーチングでふたしていただくというような

ことを、そういうことは考えられないでしょうか。 

○小野委員長 加藤建設課長。 

○加藤建設課長 それにつきましては、現状を確認させていただいた中で、維持管理し

ていただいている方、それから、地域の住民の方等々の話し合いによってふたをして

いけるようであればしていくというような、そのケース・バイ・ケースになろうかと

思います。 

○小野委員長 三木委員。 

○三木委員 例えばそれで住民の民家であればお話できると思うんですが、それが例え

ば、町道と溝があって、そこの反対側が県の土地だとした場合に、町と県とで話し合

いはできますか。 

○小野委員長 加藤建設課長。 

○加藤建設課長 両サイドの土地が町、県ということでございますけれども、その水路

管理がどこになるかということもございますので、その辺の状況を確認した中で県と

も協議してやれるとこについてはやっていくということになろうかと思います。 

○小野委員長 三木委員。 

○三木委員 次に、パークウェイの件でございます。もし先ほどの部長の説明の中で、

私が聞いておらなかったら御無礼いたします。地元自治会ですね、今のモデル地区か

ら県道の方に抜けて、五百井地区でございます。そこの方からお話をちょっとしてお

りましたが、すでに次のモデル地区から岩瀬橋というのはもうすでに工事に入ってお

ります。そこで岩瀬橋から今度は三室に行くか県道までいくかということになると思

いますが、常にその辺の自治会の人たち、会長さんといっていいんですが、三室に行

かなくてこちら側に来るということを断言しております。その辺については、町の方

は自治会に対してもそういうことをはっきり言っているんですか。私ははっきりと聞

いたというふうに言っているんですが、その辺いかがですか。 

○小野委員長 藤川都市整備課長。 

○藤川都市整備課長 今、委員から御指摘いただきましたモデル区間から西側、東側、

県道の方に行くということでお聞きいただいているということなんですが、先般、８
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月２５日、いかるがパーク推進協議会におきまして、いかるがパークウェイの今後の

事業の展開ということで、モデル区間から東側につきましても予備設計に伴いまして

地元に入っていきたいということで御報告がなされておるところでございます。パー

クウェイの事業につきましては、もちろんモデル区間から西側、今現在、稲葉車瀬区

間の事業を進捗をいたしておりますけれども、その先、西側につきましても、現在の

国道２５号との取り合い関係も含めまして、国で検討も並行して進められているとい

うところでございます。西もそういったところで計画も進めながら、東側の方も具体

的に入っていくということになってございます。 

○小野委員長 三木委員。 

○三木委員 確認させてもらいます。というのは、東の方は岩瀬橋のあと進めていくが

西の方も合わせて進めるということで、東が先というふうに解釈してよろしいですか。 

○小野委員長 藤川都市整備課長。 

○藤川都市整備課長 現在、並行して進めてまいるわけでございますけれども、時期的

には具体的にはやはり地元に入っていくということにおきましては、東の方が先にな

ろうかというふうに思います。 

○小野委員長 三木委員。 

○三木委員 次は、２１５ページ、ＪＲ法隆寺駅プランターの維持管理ということです

が、毎回この件について私質問しているんですが、現状を見させていただいておりま

す。まず、現状の管理状態についてお聞かせいただきたいのと。 

  もしこれがＪＲ駅が完成して南側の駅前広場についてですね、こういう美化対策、

プランターを含めてすでにそういう具体的なことを考えているのか。また、そういう

ものができたら、パークウェイと同じように管理をボランティアの方に頼もうという、

そういうお考えもあるのかどうか、その点についてお尋ねします。 

○小野委員長 藤川都市整備課長。 

○藤川都市整備課長 駅前のまずプランターの維持管理ということでございますけれど

も、１７年度におきましては、ＪＲ法隆寺駅の工事が実施させていただく直前までは

具体的にプランターを置いて維持管理をしておりました。現在、工事中ということで

ありまして、一部のプランター撤去をしております。今後、駅整備の中で、どういっ

た形で駅前広場等にそういった植採等を設置していくかというところは具体的に検討
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してまいりたいと思います。また、併せまして、維持管理につきましても今後検討し

ていきたいというふうに考えてございます。 

○小野委員長 三木委員。 

○三木委員 次にですね、２１７ページ、ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業についてでござい

ます。この間も懇談会開かせていただいております。実質、実施設計ができてきたの

が昨年の１１月というふうに聞いておりますが、その前はちょっと置いておくとして、

その後の打ち合わせについて、ＪＲ側はどういう担当者の方が出ておられるのか。ま

た、当町としてはだれが出ているのかまずそこからお聞きいたします。 

○小野委員長 堤都市整備課参事。 

○堤都市整備課参事 今、御質問のＪＲとの協議の関係なんですけれども、これにつき

ましては、西日本ＪＲ旅客鉄道株式会社大阪支社の施設課ですね、また総務企画課、

特にそういった中で意匠、設備、または構築の関係につきましては、その都度、担当

と協議をしているという状況でございます。 

○小野委員長 三木委員。 

○三木委員 今だと西日本の施設課と総務企画とですね、意匠と設備等に打ち合わせを

していっているということでございますが、その中で、その担当者の中では、設計者、

それから施工業者という方々はそういう打ち合わせ場所には出て来ないんですか。そ

の辺いかがでしょうか。 

○小野委員長 堤都市整備課参事。 

○堤都市整備課参事 当然、内容によって設計者につきましてはＪＲのそういった打ち

合わせをする担当を通じて話を当町の方へ持ってくるという形になっておりますし、

また、工事の中身につきましては、ＪＲの担当者と、それと併せまして施工業者であ

ります大鉄工業の担当と三者によります協議をしているという形でございます。 

○小野委員長 三木委員。 

○三木委員 今のお話ですと、直接、設計と施工業者についてはないけれども、今言わ

れた担当者を通じて話をしているというふうに聞いたように思いますが。それでは、

当然、今言った担当者と自由通路であるとか、外観、屋根も含めてお打ち合わせをし

ていると思うんですが、そのときは実際に今までそういった担当者から施工図、また

パース等は見せていただいて打ち合わせはしておりますか。 
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○小野委員長 堤都市整備課参事。 

○堤都市整備課参事 内容につきましては、当然、実施設計図につきましても、当町で

持っておりますし、また施工図につきましては業者から出てくるという形になります。

そういった中で、工事の関係につきまして協議をするという形になっています。 

○小野委員長 三木委員。 

○三木委員 そうしますと、前回の懇談会でもいろいろお話が出まして、一応双方了解

したということでございますが、変更のときにそういう打ち合わせの中で変更すると

した場合に、ここはこうなっていましたけれども、こう変更しますとか、屋根につい

てはこうこうこうなりますとか、そういうような細かいところの打ち合わせは出てお

りますか。 

○小野委員長 堤都市整備課参事。 

○堤都市整備課参事 当然、変更の場合になりますと、そういった形の協議をするわけ

ですけれども、通常一般的には、実施設計図をもとに施工されている。その中で特に

細部にわたる工事の施工としては、色の関係とか、そういったことについては、図面

上には明記されておりませんので、そういったことにつきましては、施工する前に業

者、またＪＲと協議をしているという状況でございます。 

○小野委員長 三木委員。 

○三木委員 そうすると、詳細については図面出てないということなんで、実際には施

工のときに担当とそれから、現場の施工業者との話をというふうにしておいているん

ですが、それでは具体的に、例えば屋根を施工するといった場合に、では何か一度で

もこういう絵になるというパース見てこうなりますというそういう説明を受けました

か。 

○小野委員長 三木委員すみません、ちょっと質問を制限するわけではないんですがね、

また決算審査特別委員会ですので、関連として聞いていただいていると思うんで、私

は答弁を求めたんですが、ちょっと整理していただきたいと。 

○三木委員 今の件だけで結構です。 

○小野委員長 堤都市整備課参事。 

○堤都市整備課参事 屋根の関係なんですけれども、これにつきましても、私どもの業

者、またＪＲ、施工業者であります業者からそういった見本と言いますか、そういっ
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たものの提示を受けまして、それが設計図に記載されている品物等の確認もいたしま

して、それで確認をしているという状況でございます。 

○小野委員長 三木委員。 

○三木委員 はい、ありがとうございます。 

○小野委員長 ほかにございませんか。 

  浅井委員。 

○浅井委員 ２１６ページの景観作物の栽培についてですけれども、実施地区５となっ

ておりますが、どことどことちょっと言っていただけますか。 

○小野委員長 藤川都市整備課長。 

○藤川都市整備課長 はい、お答えさせていただきます。実施地区につきましては、岡

本、三井、幸前、西里、東里以上５地区でございます。 

○小野委員長 浅井委員。 

○浅井委員 この景観作物というようなものは、町から種を出してつくってくださいと

いうことやと思いますねんけれども、あの「コスモス」見はったことありますかな。

私も方々行って、このごろ景観作物たくさんつくられておりますが、大変貧弱やと思

います。いつ播種して、どない目的でいつ花を咲かすのか、そういう指導が町として

しておられますか。 

○小野委員長 藤川都市整備課長。 

○藤川都市整備課長 作物の栽培方法につきましては、北部農林の方にも相談もさせて

いただき、今年度におきましても、播種の時期等ですね、資料もいただいた上で、実

施していただいて方とともに勉強しながらやらせていただいてしいるというところで

ございます。 

○小野委員長 浅井委員。 

○浅井委員 私見せてもうた限り、種蒔いたというだけのような感じで、草中にコスモ

スが生えていると、そういうことが住民の方だいぶんに言われております。今、景観

作物で奈良県でも相当コスモスつくられておりますが、かなりいいものをつくってお

られ、また、見た人が帰り持って帰りたいと、１本１００円でも売れるようなコスモ

スをつくっているところあります。これ反当どれぐらい出しているのか、これ反当、

幾らかちょっと聞いてください。栽培費。 
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○小野委員長 藤川都市整備課長。 

○藤川都市整備課長 栽培費につきましては、１平米当たり８０円で委託をさせていた

だいているところでございます。 

○小野委員長 浅井委員。 

○浅井委員 それだけ出してやって、あんなコスモスいうたらおかしいけれども、一遍

見はったことあるかな。私見せてもうた限り、種蒔いてほってあると、毎年同じよう

につくってはるけれども、ひとつもいいもんできないなと思っているねんけれども、

もうちょっと観光都市にしようと思ったら、やはり法輪寺のあの近辺は立派をものつ

くってもらわな、あれでは町補助出してやるよというたらちょっと恥ずかしいと思い

ますねん。一遍、担当課これ今、５箇所出ていますけれども、一遍どんなんできてい

るか見はったらどうかなと、私も一緒に見せてもらいたいと思いますわ。これ補助出

てなかったらしょうない、補助出とってあんなんやったら、種を蒔きっ放しというよ

うな感じです。ことしは天気続きでちょっとおさえられたけれども、雨が降ってきた

と、法輪寺は特に写真を撮る人多いです。あのコスモス見られへんなという話は私も

よく聞きますので、やはりお金かかってももうちょっといいものつくってもらいたい、

私はそう思いますねんけれども、それについてちょっと回答ください。 

○小野委員長 藤川都市整備課長。 

○藤川都市整備課長 ただいま御指摘いただいておりますように、やはりコスモスにつ

きまして、御指摘のとおり、一部やはり草の方が勝っているというところ毎年のよう

に数か所出てございます。コスモスの開花状況等につきましては、毎月、我々、全体

点検をしながら事業の方を進めてございます。そして、最終的にまず契約をこの８０

円の単価でやっていくわけですけれども、最終的にやはりコスモスが咲いてなかった

といったところ、要は契約履行ができてなかった部分につきましては、減額契約とい

う形でさせていただいているというのが実情でございます。 

○小野委員長 浅井委員。 

○浅井委員 栽培していただいている方に申しわけないんですけれども、よそから見た

ら大分貧弱やという御意見たくさん聞きますので、今後、来年もまた実施してもらう

と思いますが、もう少し畝づくりをして、草はえるいうたらマルチングでもしたらい

いかなと。そのマルチングするのはやっぱりお金がかかるから、こっちから町からは
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その分の補助を出していただいて、立派なものをつくっていただきたいと思います。 

以上です。結構です。 

○小野委員長 ほかにございませんか。木澤委員。 

○木澤委員 すみません、成果報告書の２１０ページ、附属参考資料の９ページにパー

クウェイ推進協議会の補助金がこれ附属参考資料の方では２０万円挙がっているんで

すけれども、これについては町から負担をされている分か、それか国から補助金があ

ってそれを充当されているのかというのが１点と。 

  もう一つは、成果報告書の方では２９万６，４０８円となっていますけれども、こ

の差額についてはどういうことなんでしょうか。アンケートの実施をされている分だ

と思われますけれども、その内容についてお聞きしたいと思います。 

○小野委員長 藤川都市整備課長。 

○藤川都市整備課長 まず、いかるがパークウェイ推進協議会の補助金でございますけ

れども、これは２０万円、いかるがパークウェイ整備促進協議会ですけれども、やは

り斑鳩町の都市計画道路事業ということもございますことから、斑鳩町の方から補助

をさせていただいているというところでございます。 

また、２９万６，４８０円と２０万円との差額でございますけれども、この１７年

度いかるがパークウェイ推進協議会が１７年度に会則を持って運営をしていくという

ことになってございまして、１７年度７月に会則が策定されました。その時点におき

まして２０万円の補助をさせていただいており、それ以前に前年度の分の協議会広報

を一部印刷しております。その部分につきましての差額ということで、補助金を出す

前の支出ということでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 推進協議会としての取り組みというのは国の方がパークウェイ事業を進め

ているものについて、そこは町がお金を出してやってはいけないということで、もん

にはあたらないというふうに理解をしたらよろしいですか。 

○小野委員長 藤川都市整備課長。 

○藤川都市整備課長 いかるがパークウェイ国道直轄事業には、直轄負担金ということ

で国と県が一部負担をしながら事業をしていくということになってございます。本線

の築造工事等につきましては、そういった形で費用負担をされるわけですけれども、
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この協議会につきましては、斑鳩町の都市計画道路整備の事業というとらえ方でやっ

ておりますことから、町の負担とさせていただいているというところでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 はい、わかりました。 

  そしたら、そのまま続けていかせていただきます。同じく２１０ページの公共下水

道の整備というところで、一般会計から特別会計に繰出金を出しておられますけれど

も、これまた公共下水道特別会計のところでも説明されるという風に、部長おっしゃ

っておられたと思うんですけれども、またそちらの方でも質問はさせていただこうと

思いますが、ここで出てきている公債費繰り出しというところで２億２，３００万６，

５００円名にがしかぐらい繰り出ししていますけれども、これは公共事業下水道の方

で起債をしている分の償還に充てるために一般会計から繰り出しをしているものだと

いうふうに考えたらいいんですか。 

○小野委員長 谷口下水道課長。 

○谷口下水道課長 ただいまの質問ですけれども、公債費繰り出し、これにつきまして

は、公共下水道の町債償還の費用に充てていただいている分でございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 公共下水道の方の総額の見積もりというのはなかなかわからない状態で、

斑鳩町の財政にどう影響してくるのかなというところで、私ちょっと理解しづらい面

があるんですけれども、公共下水道特別会計に繰り出しをしている分というのは、今

後、何年ぐらい続くというふうに見通しを持っておられますか。 

○小野委員長 池田上下水道部長。 

○池田上下水道部長 公共下水道の繰り出しにつきましては、何年ぐらい続くというこ

とでございますけれども、本来企業会計になってまいりましたら、水道事業特別会計、

水道事業会計につきましては公益企業でありますので、この場合は繰出金は、一部、

高料金対策でもらっておりますけれども、本来はもう繰り出しはなしでいくとなって

おります。しかしながら、公共下水道につきましては相当費用がかかってまいります。

それを住民の方に転換するとなりますと、相当の御負担となってまいりまして、今の

使用料、または加入負担金では到底おぼつかないということになってきますと、やは

り国全体、また町全体の環境問題の施策となってきますと、やはりそれは抑えていく
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ことになってまいりますので、公共下水道がある限り、この繰出金は発生していくと

いうことになってまいります。ただ、当初から言ってまいりますように、この繰り出

しについてはある程度の額で抑えるべく下水道使用料金も設定していくということに

なっておりますので、御理解の方よろしくお願いしたいと思います。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 すみません、私の方も起債の関係と料金との運営がうまいこといって黒字

に転換していく中で一般会計への繰出金も減っていくんだろうというふうには考えて

いますけれども、見込みを持ってというのも、出していただくのは難しい状況にある

んかなと思いますけれども、その点について、中長期の財政見通しなんかでなるべく

公共下水道事業の方も全体の見通しがわかるような形で、できたら御提示いただきた

いと、住民の皆さんにもわかりやすいようにというのは難しいのかも知れませんけれ

ども、大きな事業でありますので、御提示をなるべくしていただきたいというふうに

思います。また、この問題については、公共下水道特別会計の方で質問させていただ

きます。 

  そしたらすみません、続きまして、２１２ページの都市下水路の管理ということで

すけれども、最近集中豪雨が、物すごい雨量になっておりまして、一昨年になります

かね、水つきも、ほんまに短い時間の雨量で水つきをしたということで、今、町の方

としてもその対策の一環として下水路の整備も再度行っていただいているというふう

に思いますけれども、その状況、整備を行っていただいていてどれぐらい効果がある

のか。また、下水路以外でもそういった集中豪雨に対する対策を行っておられるのか、

検討しておられるのかその点についてお聞きしたいと思います。 

○小野委員長 谷口下水道課長。 

○谷口下水道課長 都市下水路につきましては、平成１７年度におきましては、水路の

快適に水が流れるように維持管理ということで水路清掃を主にさせていただいており

ます。以前はかつては部分的に、地区的に浸水するというようなことから、水路を部

分的に改良させていただいたというようなこともございました。そしてその部分につ

きましては、現在のところ浸水したという報告、もしくは現場で常に監視しておりま

すけれども、浸水した状況というのは確認しておりません。そういうような状況で、

一応、そういうような形で部分的に改良も今後も進めていくような感じで思っており
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ますので、よろしくお願いいたします。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 浸水してないというのは、床上、床下とかありますけれども、確か一昨年

のときには何軒か床下浸水されたところもあると思います。私の近所でも、床下浸水

があってということがありましたので、さらに家の中まで入ってこなくても、下水管

の方で処理仕切れなくって吹き上がってくるといった状況なんかもあるというふうに

は聞いていますんで、そうしたことで、認識を持って下水道整備の方で対策示してい

るんですね、整備の対策を考えていっていただきたいというふうに思いますけれども、

その認識については、ちょっと再度確認させていただきたいと思います。 

○小野委員長 藤本都市建設部長。 

○藤本都市建設部長 都市下水路関係について今、ここに載せさせてもらっているのは、

維持管理、都市下水路については一定の事業としては一応状況にあります。そうした

中で、内水排除ということで、部分的に浸水する箇所等について確認をしながら、対

策も考えてきていると、もう根本的な部分については、保水機能を高めるという形で

一般質問でもいただきましたように、大和川の総合治水対策協議会の中でため池等を

利用する、また調整池のことを考える、そういうことで下流域の負担を軽減するとい

う対策が今現在進められているということでございますので、斑鳩町もその方向で池

の整備とかをやってきているという状況です。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 今、部長の方から下流の方に水を流さないような対策としても、集中豪雨

対策を検討しておられるということをお聞きしましたが、ちょっと維持管理というこ

とですので、すみません、ちょっとややこしい話しているかもしれませんけれども、

目安の方で下水管なんかは太い管に付け替えをされているような状況もあるとお聞き

していますけれども、それはまた。 

○小野委員長 休憩します。 

（午前１１時３６分 休憩） 

（午前１１時３６分 再開） 

○小野委員長 再開します。 

  続けてください。  
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○木澤委員 そうしたら、今の質問はこれで終わらせていただきまして、次に２１７ペ

ージですけれども、ＪＲ法隆寺駅周辺整備の推進ということで、これまでにもいろい

ろ指摘をさせていただいてきましたけれども、今、北側の道路いよいよ整備をしてい

こうということですけれども、ここの北側の道路の土地というのがＪＲから土地を購

入している部分があるというふうに思うんです。その単価について、幾らで買って、

また標準単価との差は幾らぐらいあるのかお聞きしたいと思うんですけれども。 

○小野委員長 堤都市整備課参事。 

○堤都市整備課参事 今現在、計画をしている道路の拡幅分についてのＪＲからの交渉

単価については、まだ交渉中でありますので、今の段階では御報告申し上げることは

できません。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 まだ買ってないということで、そうしますとこれまでも申し上げてきまし

たように、今回の工事ですね、ＪＲの負担分非常に少ないですから、土地で協力をし

ていただくことを是非ともお願いしたいとこれまでにも申し上げてきましたように、

今後についても交渉の中で、ＪＲの理解を求めるよう最大限努力をしていただきたい

と思います。 

○小野委員長 小城町長。 

○小城町長 今、木澤委員もＪＲの負担が少ないから北側の廃線敷きを町へ払い下げる、

これはまたＪＲの負担が少ないからＪＲの廃線敷きを安くするということは、これか

らやっぱり交渉ですから、これとしても位置づけをしていかんと、またＪＲ側ですよ、

これだけの地価あって、これだけの値段ということを呈しましたらですね、我々はそ

れをもってできるだけの努力はしますけれども、そのことだけの確認をしませんと、

こっちが負担が安いからこれをこっちへ振りかえるということには私はならないと思

います。ただ、これからの交渉ですから、あくまでも町としては安く買いたいという

気持ちでおります。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 町長おっしゃることもわからんではないんですけれども、やはり一定むち

ゃくちゃなことを言えないとは思いますが、それでもやっぱり住民の皆さんからすれ

ば、町の費用が多額にかかっていると、そうしたことについて、ここにもいただいて
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おりますし、そして町の方としても、今町長おっしゃっていただきましたけれども、

できるだけ安くするということでもって、今後の交渉の中で、それは十分に言ってい

ただいていけるというふうに思いますので、単価交渉については、やはりそれはでき

たら無償で提供していただけるといいですけれども、それぐらいのつもりでやはり交

渉をしていっていただきたいと思います。 

○小野委員長 芳村助役。 

○芳村助役 その件につきましては、大阪支店長に直接お会いしましてね、一般売買じ

ゃなくして、安い単価で払下げをしてほしいということで要望しております。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そしたら今後の交渉結果も見ていきたいというふうに思います。 

  さらに、このＪＲ法隆寺駅舎周辺整備道路の整備についての都市計画税の充当につ

いて、どういうように考えておられるか、ちょっとお聞きをしておきたいと思います。

充当できるのか、それだけのお金があるのか、ちょっと財政面で心配されますので。 

○小野委員長 藤川都市整備課長。 

○藤川都市整備課長 都市計画税の使途でございますけれども、決算の資料にもつけて

おりますが、これぐらいのＪＲ法隆寺駅の事業については、この充当はいたしており

ません。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そうですね、公共下水道の方に使っている分そんなに大きい補償し、都市

計画税としての収入も年間に１億２，０００万円ほどしかありませんので、その充当

もなかなか見込めないということで、財政的に非常に道路整備について、周辺整備に

ついても心配されるんですけれども、やはり当初は財政的な心配というのは、非常に

住民の皆さんから声をいただいておりまして、これまで基本構想をつくって住民の皆

さんに理解を求めるようにということも申し上げてきましたけれども、そのことにつ

いて町はこれまでその構想をつくるという考えを持っておられないと言っておりまし

たけれども、再度このことについて、町の考え方をお聞きしたいと思います。 

○小野委員長 小城町長。 

○小城町長 今、木澤委員が基本構想どうのというよりも、財政計画そのものはある程

度５カ年とか、あるいは１０年先のことまでは一応提示をさせていただきます。そう
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いうことも踏まえて、今、木澤委員おっしゃるように、だれが聞いても財政難やから

どうするかこうなってきたら、どこかでやっぱり減っていかないかんですから、我々

の報酬入るとかいろいろな苦労をしながら努力をしているわけですから、やっぱりこ

れからそういう点については、職員も給料下っていく可能性もございますからね、そ

ういう理解を得ておかんと、何もかも事業せえ、事業せえいうて、ところが金がない

のでどうするんかというたら、どこかで切るとこは切っていかんといかんですからね、

そのところのことを十二分に理解をしていかなかったら、これから福祉会館をこれか

らしていくわけですから、それやめたらええやんか言うたらね、皆さん方はね、朝の

演説でもやってはるんですわ、福祉会館はもう間もなく着手しますよというあいさつ

もしてはるんですからね、そのことを踏まえますと、やっぱり我々としては、その事

業の捻出をどうしていくかということ、やっぱり十分考えていく中で都市計画税の関

係についても、私はやっぱり公共下水についても、これだけの多額の費用かかる、や

っぱり私も対話集会行ったらですね、やっぱり錦ヶ丘の方々喜んでおられます。こん

だけ早くやっぱり地元の議員の方々の御努力いただいてこんなんできたんやというこ

とも評価されているわけです。そのことを考えたら、今度、どこいくのかということ

になったら、うちの地域入ってないからおかしいやないかと、こうなってくるわけで

すからね、やっぱりそのことも十分考えて、やっぱり我々としては努力をしながら、

できるだけ節約するから、節約してやっぱりひらっていくということを考えていかな

いとですね、やっぱり十二分に木澤委員もそのことの理解をしていただいて、やっぱ

り金というのはやっぱり限度がありますから、入りがあって出ですから、私は入があ

って出のことをいつも申し上げているんです。そういうことを十二分に考えていただ

いて、国は歳出をどうして切っていこかということを考えておられるんです。我々と

してもそういうことを十二分に考えてやっていきたいです。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 今、町長おっしゃっておられるように、非常に職員さんの給料の面とか、

それは特別職の報酬の面とかもカットしたって、財政の健全化、節減をされていると

いうのは私も見ておりますので、ものすごいよくわかるんですけれども、それでもな

お国からの交付税も減ってきている状況の中で、中長期の財政指標の見通しも出して

いだいてますけれども、これについても地方債の残高というのはどんどんとふえてい
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っている状況で、さらに先ほども言いましたけれども、公共下水道の方でも起債をも

のすごくしていかなければいけないと、それが下水道料金が入ってきて、安定した運

営ができるようになるまでは、やはり一般会計の方からも持ち出しをしていかないと

いうことでは、非常に今後の負債の状況というんですかね、住民さんの肩に重くのし

かかってくる状況があるんではないかと、そんな中で、公共下水道については、確認

をとって、これからしていかなければいけない、進めていっている事業ですけれども、

やはり今後の事業については、そうした財政的な見通しについては住民さんの意見も

聞きながら、検討していく必要があるというふうに私は考えています。そういった意

味で、やはり住民さんの理解を求めるために、基本構想をつくってちゃんと住民さん

の意見を聞くべきではないかということを申し上げているんです。駅舎をつくる際に

も、総合計画をつくるときに住民さんの意見を反映していますよというふうに以前、

答弁おっしゃっていたと思うんですけれども、それでもなお今、やはり駅舎をつくっ

たことに対して、住民さんから非常にいろんな意見をいただいている中では、なかな

か理解が得られていないというふうに私は思っています。特になかなか町の全体とし

ての基本構想というのをつくりにくいというんでしたら、今、計画されている周辺道

路の構想だけでもせめて住民の皆さんにお示しして、それも御意見いただくべきでは

ないかというふうに考えますけれども、そうした考え方はお持ちなんでしょうか。 

○小野委員長 小城町長。 

○小城町長 このＪＲの関係等についてはもう古い歴史があるんです。平成元年ぐらい

にこの辺の都市計画というのか、ああいう周辺をもうパースができて、地元説明会し

たんです。私のやっていた公約にもあったんです。しかし、地元住民はそれではやっ

ぱり町長無理やと、そんなもん駅舎そのものを橋上していくとかいろんな関係あるけ

れども、都市計画そのものについてはやっぱり難しいということで断念したんですよ。

断念してからやっぱりその橋上というのは、関西線、大和路線がすべて出来上がって

から、斑鳩の法隆寺が一番遅れたんですよ。そうしたら皆さん、バリアフリーや、バ

リアフリーやととにかくエレベーターつけないかん、エスカレーターつけないかんと

いうことから、もうそうしたら議会の皆さん方も、しかしもう橋上駅はやむを得ない、

そのかわり委員の中にもやっぱりするからにはやっぱり立派なものにしていかんと、

将来これをずうっと玄関口ですからという方もございましたし、そういう経過をたど
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っているんです。だから、住民の関係というのは、これはひもといたら昭和６１年か

らのバイパスの反対の関係者も、住民検討会議したんですよ。検討会議のまとめたや

つを、私は１年かかって各地域へ行ったんです。意見を聞いたんです。そのときの中

には、結局、安堵、斑鳩王寺線を早くせえと、しかし中央線をしなかったら、やっぱ

りこれはできない。中央線をかかるということから結局きているわけですから。だか

ら、この法隆寺線も結局すべてそういう関係でおくれてきているんです。だから都市

計画、あるいは基本計画というのは、すべて住民さんに聞いて、お答えを聞いて、そ

して議会の皆さん方に最終的に平成１６年の６月議会にＪＲ法隆寺駅の協定も満場一

致で私は皆さん方の御理解でさせていただいた。私は療養中ですけれども、助役さん

は、いやこれはちょっとなかなか町長厳しいけれども、苦しい中でも、私はやっぱり

ＪＲ法隆寺駅の橋上の関係の調定は、ＪＲ側との関係については、これは議会と努力

をして、そうなったときに助役さんは全員一致で協定を結んでいただいたということ

をおっしゃっていただいたんです。そしてまたこうして進めている、その経過を木澤

議員がもう十分御理解いただいて、やっぱりあの中ではかなり難しい御意見があった

んです。今、三代川の改修の関係等にもいろいろありますように、やっぱりあの周辺

の環境が全部もっと改修したらええやないか、あの地域も入れるべきやということで、

あの地域入ってなかったんです。そういうことも踏まえて、いろんな御議論あった中

で、私どもは公約してないやつはなかなかできなかった。そして公約の関係について

は、これはもう駅前再開発はもう中止するということを申し上げて、今現在進んでお

るんです。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そのこれまでの経緯というのをですね、私も駅舎の改築のときには賛成を

しましたけれども、それは全く何も問題がなかったというふうには考えておりません。

その点につきましては、これまで意見を述べてきましたので、今も申し上げています

んで、あえて再度ここでは言いませんけれども、今、そうした周辺道路の南側の道路

につきましても、そうしてこれまでの経緯があって取り組んで説明もされてきている

状況の中でも、地元の方からなかなか理解が得られない状況があるというふうに、以

前の先日の建設水道委員会の中でもおっしゃっておられている状況があるのではない

かなというふうに思います。そうした中で、やはり住民の皆さんにより理解を求めて
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いくにはどうしたらいいのかなということで、町の方としても十分にこちらの言うて

いることにつきましても、耳を傾けていただきたいなというふうに思いますのと。 

あと、今、アクセス道路、以前に町のマスタープランのとこで計画を立てて、南側

から道路抜くんやいうことで、今、計画進めていっていただいていると思いますが、

マスタープラン作成したのは平成９年ですよね、それからもう今、平成１８年ですか

ら、もう１０年がたとうとしているんですが、その中で、そのときの人口想定という

のは、平成１７年でどんどん人口がふえていって３万２，５００人になるというふう

に想定されていましたけれども、今実際、国勢調査がありまして、２万７，０００代

まで減ってきている、５，０００人もの人口差がある中で、私はやっぱり計画の見直

しというのはしていかなければいけないのではないかなというふうに思います。 

このマスタープラン、ちょっとかけていますけれども、マスタープランについての

見直し等の時期というのは、当初つくったときにどういうふうに話をされていたんで

しょうか。 

○小野委員長 芳村助役。 

○芳村助役 マスタープランの関係なんですけれども、時代の変換によって、部分的に

マスタープランは変えていくことで御理解をお願いします。ただ、今現在においては

すぐ変える必要はないだろうということで考えています。ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業

におけるアクセス道路の関係、これはマスタープランに基づいて道路整備を、アクセ

ス道路について位置づけたとこういうことできているわけです。やはり、我々は住民

の理解を得るために努力しているのであって、いわゆる住民の声で必要だという認識

でもっていっていただくためにも努力している、このように考えています。あそこを

アクセス道路として整備しなければ、やはりせっかく立派な駅舎ができても、それに

接続する道路がなければ駅舎は死んでしまうようになると思うんです。そういうこと

から、財政厳しい状態は木澤委員も御指摘のとおりです。やっぱりその中では、中間

見通しを立てながら、財政については真剣にやっていかなければならないという見通

しを立てているわけですから、それを常に見ながら、検討しながら、やはり完成に向

け努力したい、このように思っています。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 この議論はここまでにしておきたいというふうに思いますが、こちらが申
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し上げてきました、やはり住民さんに構想を説明して意見をいただくと、そういった

観点をこれから重視していただきたい。特に、住民さんも今、町の財政について非常

に心配をしていただいている状況もほんまにありがたい状況もありますことから、や

っぱり合併をせずに単独町政を運営していくにあたっては、そうした住民さんの理解

を得ながら進めていっていただきますように、強く要望しておきたいと思います。 

  すみません、もう１点だけ。２１８ページの公営住宅の維持管理、町営住宅の部分

なんですけれども、維持管理といいますか、以前、町内の障害者の方から、町営住宅

をグループホームとして使えるようにしてほしいという要望があったことについて、

今、検討していただいていると思いますけれども、どんな状況になっているんでしょ

うか。 

○小野委員長 小城町長。 

○小城町長 今、昨年の中で、住宅の関係等について、障害者の関係から要望事項がご

ざいましたし、また議会の皆さん方からもそういう御意見で、厚生常任委員会からも

強い御要望ございますので、今、現在、担当課の方で整理をさせております。できれ

ば興留の町営住宅の段階でどうなっていくのか、そこらのことも研究をしながら、ひ

とつそういうことが可能であるんだったら、そういうことにしていかなきゃいけない

けれども、今、現在住んでおられる方の関係も十分聞いてですね、そのこともやっぱ

り十分理解を得るようにしなかったら、そう簡単にはいかないよということも申し上

げて、今、現在そういう点では担当課が整理をしている段階でございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そうしたら、前向きに実現の方向で御検討いただいているというように理

解してよろしいですね。今、住んでいる方の移っていただかなければいけない状況も

併せて考えているというけれども、グループホームとして利用するということは、前

向きに実現するという方向で御検討いただいているということで、よろしいですか。 

○小野委員長 小城町長。 

○小城町長 私が言うているのは、今、興留の町営住宅に仮に使用するとしたというと

ころでやっぱりそこに住んでおられる方がおられるから、その方に出ていけというこ

とはできませんから、その方の御理解を得る中で、どういう形をとっていくかという

ことで、今、担当課が、住民の関係で詰めていっていると、障害者がそこの町営住宅
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入るけれども、ほかの方は出て行けということにはならない。その方々の御理解をい

ただく努力をしなかったら、なかなか難しいですよということを申し上げているわけ

です。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 同じこと言うていると思いますので、やはりあのときですね、各議員に一

人一人に直接要望持って回られて、そうした実現については切に願っておられること

から、住んでいる方を追い出すということにはつながりませんけれども、やっぱり早

い段階で実現していただきますように、検討していただきたいということを要望して

おきたいと思います。 

○小野委員長 小城町長。 

○小城町長 私はもうグループホームそのときにはもう鳩水園のとこをお貸しすると言

うたんですよ。そのときに議員さんが、そのときの議員さんですよ、そんな辺ぴなと

こはあかんと言うて、並松へ行かれたんですよ。並松へ行って今、興留に来てはるん

ですよ。その経過も十分私は理解をしてほしいんですよ。だから、私は最初に、もう

その場所を、名指しで言うたんですよ。鳩水園のところを使ってくださいと、空いて

いますからということも言いながら、当時の議員さんが、あんな辺ぴなとこで町長よ

う行かすなということで結構ですというて、並松でされたんです。並松が今、興留神

社の前のところでやっておられて経費が高くつくと、それもう当然高くつく、当然の

ことですから。私は最初に言うているんですよ。そういう努力をしているのに、結局、

その方々は、もう結構ですよということで断られて行かれたんですよ。その議員さん

に言われたんかどうか知りませんよ。そういうことも踏まえてよう考えていただきた

いと思います。 

○小野委員 ほかにございません。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○小野委員長 それでは、ほかにないようですので、私も一つ質問をと思いましたが、

建設常任委員会の方で質問させていただきます。 

  これをもって第７款土木費についての審査を終わります。 

  １３時まで休憩いたします。 

（午前１１時５６分 休憩） 
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（午後 １時００分 再開） 

○小野委員長 それでは再開いたします。 

  次に、第８款消防費について説明を求めます。 

  植村総務部長。 

○植村総務部長 それでは、第８款消防費につきまして、御説明をさせていただきます。

座って説明をさせていただきます。 

  恐れ入りますが、２１９ページから２２６ページでございますので、２１９ページ

をお開きいただきたいと思います。 

  第８款消防費、第１項消防費、全体では予算現額３億３，１８０万４，０００円に

対しまして、決算額は３億３，０２７万３，８５９円で、執行率は９９．５％となっ

ております。初めに第１目常備消防費でありますが、予算現額２億９，２４５万１，

０００円で、その全額を執行しております。総合的な防災、消防体制の充実では、消

防業務を広域的に実施しております西和消防組合に負担金を支出し、消防力の充実に

努めております。 

次に、２２０ページでございます。 

第２目非常備消防費であります。予算現額２，４８５万円に対しまして、決算額は

２，４０４万１，４１３円で、執行率は９６．７％となっております。 

初めに、自主防災体制の充実といたしまして、消防団の運営では、非常備消防組織

の充実を図るため、その活動支援のために必要な経費を支出しております。平成１７

年度末の消防団員数は８５名となっており、年々団員数が減少していることから、団

員数の確保が課題となっております。団員の皆さまには、消防技術向上のため各種防

災訓練及び研修等に参加していただいており、団員の士気高揚と、非常時における緊

急体制の強化に努めております。なお、平成１７年度の出動状況につきましては、火

災出動１０回、非常時に備えての防災訓練、器械点検、操作訓練にかかる訓練等で述

べ４３回出動していただいております。 

次に、２２１ページでございます。 

  消防車両の管理についてでございますが、消防団において、平素は定期的に消防自

動車や、消防器具などの器械点検整備、町内にある防火水槽の点検等を行っていただ

いているところであります。また、その他の活動といたしまして、火災予防週間には、
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予防啓発を行っていただくとともに、年末には年末警戒、年初めには出初め式や、文

化財防火デーの防火訓練などに出動していただいております。特に昨年は１２月に４

件の火災が発生しましたことから、１月から３月までの間、月２回の消防各分団によ

る火災予防巡回のほか、消防本団により週２回夜間の火災予防巡回を行っていただい

たことにより、火災予防の啓発に努めていっていただきました。 

   次に、防災無線の管理であります。災害時等における的確な情報伝達が図れるよ

う、町防災行政無線の維持管理及び無線局の免許の更新を行いました。 

  次に、県防災ヘリコプター運営協議会の運営及び県防災無線の運用についてであり

ますが、災害の未然防止、被害の拡大防止及び災害の復旧等に活用するため、県との

共同事業として行っているものであり、その維持管理に係る市町村の負担金を支出い

たしました。また、自衛消防団の支援につきましては、自衛消防団１８団体に対しま

して、管理運営の充実を図るための補助金を交付し、自衛消防団の育成に努めており

ます。 

  次に、２２２ページでございます。 

  第３目消防施設費であります。予算現額１，１１５万１，０００円に対しまして、

決算額は１，０７６万７２７円で、執行率は９６．５％となっております。消防施設

設備の充実では、はじめに消防設備の維持管理につきましては、法隆寺消防センター

の土地に係る借地料のほか、消防団詰所、音声サイレン遠隔装置の保守点検料と、既

存の消防設備の維持管理に要します経費の執行となっており、消防設備のより一層の

充実を図り災害に備えてまいりました。 

  次に、消防水利の充実につきましては、消火栓４栓が自治会により設置され、年度

末での設置数は、防火水槽で１０３基、消火栓で５７３栓となっております。 

次に、２２３ページでございます。 

消防施設整備の支援といたしまして、自治会における初期消火体制の強化を図るた

め、消防器具等の設置に際して補助金を交付するなど、地域における消防体制の充実

にも努めました。また、危機管理体制の充実といたしましては、消防水利の確保では、

開催時等での消防水利が確保できるよう１５のため池の管理団体に対しまして協力金

を支払っております。 

次に、２２４ページでございます。 
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第４目水防費であります。予算現額１９万８，０００円に対しまして、決算額５万

円で執行率は２５．２％となっております。危機管理体制の充実といたしまして、洪

水時等における貯水機能の確保のため、斑鳩ため池にて水利の調整をしていただいて

おり、その管理団体であります斑鳩ため池土地改良区に対しまして報償費を支払いた

しております。 

  次に、２２５ページでございます。 

  第５目災害対策費であります。予算現額３１５万４，０００円に対しまして、決算

額が２９７万７１９円で、執行率は９４．１％となっております。まず、危機管理体

制の充実では、災害物資の備蓄といたしまして、非常食であります。アルファ米３，

６００食を購入、そのうち特定原材料抜き、いわゆるアレルギー対応といたしまして

３００食を購入いたしております。その他、乾パン１，８００食、毛布７００枚のほ

か、紙おむつ乳児用が２，８８０枚、大人用が５７０枚、粉ミルク９５０グラム缶が

２４缶購入し、災害に備えております。 

  また、自主防災体制の充実におきましては、小学校区別防災訓練、消防防災訓練、

生駒郡総合防災訓練を平成９年度から実施し、また平成１３年度からは災害発生時に

地域住民の皆さまが連携を保ち、初動体制をはじめとした緊急対策活動ができるよう

地域密着型の地区別防災訓練を実施し、自主防災体制の充実に努めてまいりました。

平成１７年度では、幸進町、小林ハイツ及び五町連合会の２地区において地区別防災

訓練を実施するとともに、生駒郡町村会、奈良県消防協会生駒南支部の共催によりま

して、第３回生駒郡総合防災訓練を平群町において実施し、防災意識の高揚を図って

おります。今後も斑鳩町地域防災訓練に基づき、避難場所や防災訓練を確保するとと

もに、避難所の施設設備の充実を図ることが必要であると考えております。 

  以上、消防費についての説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願い申し

上げます。 

○小野委員長 説明が終わりましたので、第８款消防費について、質疑をお受けいたし

ます。 

  ございませんか。木澤委員。 

○木澤委員 ２点だけちょっと確認させていただきたいと思うんですけれども、成果報

告書の２２５ページの災害物資の備蓄というところで、今、部長数を読み上げていた
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だきましたけれども、人数は何人を想定して備蓄をしていただいているんでしょうか。 

○小野委員長 清水総務課長。 

○清水総務課長 非常食等の備蓄の目標数値でございますけれども、従来、被害想定人

数を３，０００人と想定しておって、それのための備蓄に努めておったというところ

でございますが、平成１６年の１０月に奈良県において災害発生時の被害想定を見直

しがありました。それによりますと斑鳩町では９，０００人という数字が出ていまし

て、１７年度から５カ年計画でもって、その９，０００人に見合う備蓄なり、毛布等

を整えていこうということで、目標は平成１７年度からの５カ年でございますから、

平成２１年度までの９，０００人を対象にしております。 

○小野委員長 ほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○小野委員長 これをもって第８款消防費についての審査を終わります。 

  次に、第９款教育費について、説明を求めます。 

  栗本教育長。 

○栗本教育長 教育委員会に係ります事業につきまして、決算の内容についてを報告い

たします。 

  施策の成果の２２７ページから２７５ページになってございます。よろしくお願い

いたします。着席で説明させていただきます。 

  第９款の教育費全体でございますが、予算現額１１億７，７７０万８，０００円に

対しまして、決算額は１１億２，７２０万６，３０５円となってございます。執行率

は９５．７％でございます。この執行額は前年度と比較をいたしますと、１億２，６

６９万円の増額となっております。その主な原因といたしまして、史跡中宮寺跡史跡

用地の公有化事業におきます取得面積の増によるものでございます。 

  それではまず、第１項教育総務費、第１目教育委員会費でございます。予算現額１

９２万円に対しまして、決算額１８０万３，９５０円で、執行率は９３．９％となっ

ています。この経費は教育委員会の運営に係るものでございまして、活動状況といた

しまして、時代の変化に適切に対応しながら、町民の期待にこたえることができるよ

うに教育行政の一層の活性化を図るために委員会を毎月１回定期的に開催をいたして

おります。また、市町村教育委員を対象といたしました各種研修に参加するとともに、
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町独自の委員研修として岐阜県瑞穂市の生津小学校へ、小学校における英会話学習の

取り組みについて研修をさせていただいております。 

  続きまして、２２８ページでございます。 

  第２目の事務局費でございます。予算現額８，８２３万８，０００円に対しまして、

決算額８，５２７万１，４９３円で、執行率は９６．６％となっています。市町村立

学校における教員の配置につきましては、本来は県教育委員会の教員配置基準によっ

て配置されることになっておりますが、学校教育活動を円滑に行いますために、また、

障害児教育の充実や、教育教科補充を図りますために、小学校に４名、中学校に４名

の町費講師を配置いたしました。これによりまして障害児学級と普通学級の交流と共

同学習を促進するとともに、少人数指導や、チームティーチングの機会をふやし、基

礎、基本の定着及び問題解決能力の育成を図ったところでございます。 

  次に、学校教育指導主事の設置についてでございます。学校教育にかかります生徒

指導等、専門的な教育指導を求められているところから、学校教育指導主事を配置い

たしまして、学校教育の充実向上に努めたところでございます。 

  また、障害等のある児童生徒の就学にあたりまして、教育、医学等、専門の知識を

有する方の意見を聞く必要があることから、心身障害児童生徒就学指導委員会を３回、

また各児童の状況調査等を行いますために、小委員会９回を開催いたしました。この

委員会活動を通じまして、心身に障害等のある児童生徒の教育相談を行うとともに、

適正な就学指導を図ったところでございます。 

  次に、本年度も子どもの体験学習の一環として、町議会の御協力を得ながら、子ど

も模擬議会を８月１１日に開催いたしました。前年度までは１日議員の対象者は各小

学校の４年生から６年生までの子どもたちの学年や学級の代表でありましたけれども、

１７年度からは各小学校６年生等、中学校１年生の１６名を対象といたしまして、町

議会議場において、町長をはじめとする行政担当者に対する一般質問を行いました。

質問の概要といたしましては、ごみの減量と資源の有効活用を一層推進してほしい、

あるいは通学路の安全確保のために車の通行規制や、歩道の設置を進めてほしい、ま

た、河川の浄化活動を促進してほしい、公共施設に太陽光発電を導入してはどうかな

ど、道路や公園の整備、あるいは環境問題までさまざまな角度から自分たちの意見を

１６名の議員から発表されました。子どもたちには議会や行政により関心を持ち、意
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識を高める体験の場となり、またこの１日議員として体験したことを学校、あるいは

学級活動で報告したことによりまして、他の児童生徒の学習機会の場にもなったと考

えているところでございます。 

  続きまして、２２９ページ、夜間中学校の運営でございますが、教育機会の提供と

いたしまして、諸般の事情により中学校を卒業していない方で、向学心が旺盛で夜間

中学に就学を希望する方に、この就学に要する経費の負担を行いました。平成１７年

度には斑鳩町から春日中学校に１名の方が就学されているところでございます。 

また、正確な発音ができないなど、言語障害を有する子どもたちに対しまして、専

門的な指導を行う「ことばの教室」、これは平群町東小学校に設置されておりますが、

そこに平成１７年度は７人の小学生が通級をし、この学級運営に係る負担金を支払っ

ております。言語障害に精通した教員により指導を受け、それぞれの子どもたちの言

語能力の向上を図っているところでございます。 

次に、外国人英語指導助手の配置でございます。学校教育や社会教育の場において、

英語や異文化に対する興味、関心を高めるために、外国人英語指導助手を配置いたし

まして、国際理解教育の一環として、両中学校において、生徒の英語によるコミュニ

ケーション能力の育成に努めました。また、毎週木曜日には、公民館の英会話教室や、

幼稚園、小学校にも派遣し、町民の英語によるコミュニケーション能力の育成を図る

とともに、外国の生活やゲームを通して、小さいころから異文化に親しみ、関心を高

める国際理解教育の推進に努めたところでございます。小学校や幼稚園においても、

英文にふれあうことの楽しさを感じ、英語に対する興味を示し始めているところでご

ざいます。 

次に、２３０ページでございますが、斑鳩町小中連携教育の取り組みについてでご

ざいます。平成１７年度から小中一環教育の調査研究として、小学校と中学校の連携

教育に取り組んでいるところでございます。主に３分野の内容で、各小・中学校にお

いて取り組んでおります。 

一つ目は小・中学校一貫した９年間の義務教育の中で、世界的財産のある郷土斑鳩

への誇りや、愛情を育むために斑鳩の地域を学び、聖徳太子の学ぶ精神を大切にしな

がら、人としての生き方を考えさせる取り組みでございます。そのために道徳教材と

して副読本を本年度は小学１年生から中学３年生まで、各校、各学年に４０冊ずつ購
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入し、道徳の時間を中心に共通した内容及び時間数で取り組んでいるところでござい

ます。 

二つ目は、英語によるコミュニケーション能力の育成を目指した英会話学習を実施

いたしております。小学４年生から中学３年生までの６年間、小中一貫ししたカリキ

ュラムを作成いたしまして、英語に慣れ親しむことを狙いとして英会話の事業を実施

することとし、１７年度は２学期より外国人講師を招いて、小・中学校とも各学年、

各クラスにおいて最低５時間統一した指導案によって授業を実施いたしました。この

ことによりまして、教科書に基づき文法学習や、英語学習を始めるのではなく、音か

ら英語に親しんでいただくことにつなぐ考えているところでございます。 

三つ目は交流を通して小学校から中学校へのスムーズな移行ができるように、１１

月には新しい取り組みとして、ようこと先輩というタイトルで、中学１年生が母校を

たどり、中学校生活について、小学校６年生に話す機会を設けるなど、小学校・中学

校の児童生徒との交流を実施いたしました。これによりまして、小学校、中学校とい

う校種の違いから生じる児童の心理負担を軽減し、学習面、生活面のギャップの改善

につながるというふうに考えております。 

また、教師間交流といたしまして、小学校の教員が中学校の授業参観をするなど、

参観交流も行っているところでございます。さらに子どもの安全確保を図るため、保

護者らに町内の不審者情報と携帯電話メールで迅速に伝える「子ども安全安心メー

ル」を導入いたしているところでございます。 

次に、２３２ページの第３目市立学校振興費でごさいますが、予算現額１，２３０

万円に対しまして、決算額は１，２１３万９，０００円で、執行率は９８．６％とな

っています。私立幼稚園就園奨励事業につきましては、国の補助金制度によりまして、

保護者の経済的負担を軽減し、幼児教育の充実に努めるものでございます。本年度も

法隆寺幼稚園ほか４園の保護者に対しまして、１，１８３万９，０００円の支出を行

ったところでございます。また、法隆寺幼稚園に対しまして、いわゆる私立学校助成

金として３０万円を助成し、幼児教育の充実と私学振興に努めたところでございます。

次に２３３ページでございます。第４目のスクールカウンセラー事業でございます。

予算現額１６万６，０００円に対しまして、決算額は１６万５，１４２円で、執行率

は９９．４％となっております。いじめや不登校、非行の問題や児童生徒の心の問題
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に適切に対処するため、奈良県教育委員会より臨床心理士によりますスクールカウン

セラーの派遣を受けまして、週１回斑鳩中学校でスクールカウンセラーによる相談を

実施しているところでございます。スクールカウンセラーは心理学に係る専門的な立

場から、町内各小・中学校の児童生徒のみならず保護者や教諭に対してアドバイスを

行うものでございまして、相談者の精神的負担を軽減するという効果があったものと

考えております。なお、相談件数として教員の相談が多いことにつきましては、この

背景には各学校において、自発的に相談を受けたがらない児童生徒もおり、教員がス

クールカウンセラーに相談し心理学的な対応について、教員が研修し、より個々の状

況に適切に対応するよう努めているところでございます。また、友人関係や家庭での

親子関係、また教室に入れないなど、悩みを持つ生徒が気軽に話せる相手として相談

に応じ、ストレスを和らげることによって心のゆとりを持てるように、「心の教室相

談員」を斑鳩南中学校に配置しているところでございます。 

続きまして、２３４ページからでございますが、第２項小学校費でございます。第

１目の学校管理費でございますが、予算現額１億２，８２５万６，０００円に対しま

して、決算額は１億１，１１５万１８８円で、執行率は８６．６％となってございま

す。小学校の維持管理におきましては、小学校施設の老朽化等に伴い、修理や改造を

行い、児童が快適な環境で安心して教育を受けることができるよう努めたところでご

ざいます。主な改修工事といたしまして、人に優しい安全で快適な教育環境づくりの

一環として、斑鳩西小学校の放送設備の改修工事と、アスベスト対策として、同校か

らボイラー室の改修工事を実施しました。また、平成１６年度から６カ年計画で小学

校の机といすを新規格の机、いすへの更新をすることといたしました。本年度は５年

生と障害児学級に２９０セットを更新したところでございます。今後も良好な施設環

境の維持に努めてまいります。 

学校教育におきましては、安全で快適な環境づくりを行うとともに、教員の人格形

成も含んだ資質の向上が重要なことであると考えております。このことから教職員に

必要とされます基礎的な要素はもちろん、実践的な指導力を身につけるために、各学

校、あるいは町教育委員会で研修を実施するとともに、各関係機関が実施いたします

研修にも積極的に参加いたしております。 

続きまして、２３６ページからでございます。第２目教育振興費でございます。予
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算現額３，０２３万１，０００円に対しまして、決算額は２，８８４万５，４５６円

で、執行率は９５．４％となっています。この内容といたしましては、国際理解、情

報処理、環境との共生、福祉への理解等、時代潮流に対応した教育の展開を図ったと

ころでございます。また、障害児教育を充実させるため、児童の特別支援の種別や、

個性に応じた適切な指導を進める一方、児童全員がお互いの人権を正しく理解認識し、

より良い人間関係を育成し、ともに生きる力を育てるように取り組んだところでござ

います。児童がみずから学び、みずから考える能力や、社会に主体的に対応できる能

力の育成を図りますために、総合的な学習の時間や、特別活動の推進、文化活動、ク

ラブ活動等に対しまして助成を行ったところでございます。本年度も伝統文化の学習

ということで、本町が発祥の地であります金剛流の能楽に斑鳩小学校の第３学年及び

能楽クラブが取り組み、１１月の日曜参観日に保護者の方々に披露し、また、１１月

１１日には、中央公民館で開催されましたかけ橋美術展にも出演し、学習の成果を発

表したところでございます。 

また、学校図書の充実を図るとともに、町立図書館との連携を図り、児童の読書意

欲を高め、調べ学習の充実に役立ててまいりました。さらに経済的理由により、就学

が困難と認められる児童の保護者に対しまして、学用品費、修学旅行費、給食費等の

援助を行っております。 

次に、２４０ページでございます。第３目保健体育費でございます。予算現額２，

８１０万４，０００円に対しまして、決算額が２，７０５万３，４１１円で、執行率

は９６．２％となっています。児童の疾病の早期発見のため健診を実施するなど、児

童の健康維持に努めるとともに、児童の心身の健康増進及び管理に努めたところでご

ざいます。 

また、学校給食の充実を図るために、学校で安全で栄養バランスのとれた給食を実

施いたしました。給食実施にあたりましては、磁器食器を使用し、またランチルーム

を活用して異学年交流や、食材について学習するなど、給食を通して食育の推進を図

りました。さらに保護者の負担軽減を図るために助成を行ったところでございます。 

次に、２４１ページでございます。第３項中学校費でございます。第１目の学校管

理費でございますが、予算現額５，９８１万８，０００円に対しまして、決算額は５，

６４５万７，００８円で、執行率は９４．３％となっています。小学校と同様１６年
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度から３カ年計画で新規格、机、いすへの更新を行い、平成１７年度は２年生と障害

児学級に２５２セットの更新を図ったところでございます。 

また、教師の資質向上を図るために、研修を実施し、実践的な教科指導の充実に努

めたところでございます。 

次に、２４３ページでございます。第４項教育振興費でございます。予算現額３，

３４３万７，０００円に対しまして、決算額３，１６３万１，５３１円で、執行率は

９４．６％となっています。中学校におきましては、職業観の育成、国際理解、情報

処理、環境との共生、福祉への理解と、時代の潮流に対応した教育を実施してまいり

ました。 

次に、２４４ページでございますが、生徒がみずから学び、みずから考える能力や、

社会に伝えていける対応できる能力の育成を図りますために、特別活動の推進や、文

化活動等に対しましての助成を行いました。特に部活動につきましては、生徒の健全

な育成を図る上で重要な位置を占めておりまして、その活動を通しまして、人間関係

を深めていくことで、ひいては非行防止にも大きな効果があるものと考えております。 

校外活動といたしましては、生徒に対しまして、自然や人とのふれあいなどの豊か

な体験活動を通しまして、自然体験や社会体験の不足を補う機会づくりに宿泊訓練事

業を実施いたしました。 

また、総合的な学習の時間についても助成を行い、保育体験や職業体験、あるいは

ボランティア体験など生徒の生きる力の育成に役立ってまいりました。 

続いて、２４７ページでございます。小学校と同様、経済的理由によりまして就学

困難な生徒の保護者に対しまして就学援助を行ったところでございます。 

次に、２４８ページ、第３目の保健体育費でございます。予算現額１，５５１万８，

０００円に対しまして、決算額１，４２６万７，１５２円で、執行率は９１．５％と

なってございます。中学校におきましても、生徒が常に健康な状態で学校生活が送れ

るように、健康管理に努めるとともに、学校給食につきましても、小学校と同様、安

全で栄養バランスのとれた給食を磁器食器を使用して実施しております。また、給食

の補助を実施し、保護者の負担軽減を図ったところでございます。 

次に、２４９ページでございます。第４項幼稚園費でございます。まず第１目の幼

稚園費でございますが、予算現額１億３，７６３万４，０００円に対しまして、決算
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額１億３，６２１万５０７円で執行率は９９％となっています。幼稚園教育では、幼

稚園教育要領に基づきまして、遊びを中心とした生活を通じ、一人ひとりの個性に応

じた総合的な指導を行い、人間形成の基礎となる豊かな心情や、想像力、物事にみず

からかかわろうとする意欲を培うよう努めたところでございます。 

また、幼稚園におきましても、特別な支援を必要とする園児に対し、講師を派遣し

個々の教育ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善するた

めに、適切な指導支援に努めてまいりました。なお、幼稚園の運営にあたりましては、

園児一人あたり４３万５，８８７円を要したところでございます。 

続きまして、２５２ページでございます。第５項の社会教育費でございます。予算

現額５億７２万８，０００円に対しまして、執行額は５億５，３５８万５，５９０円

となっております。執行率は９６．８％となっています。 

まず、第１目の社会教育総務費でございますが、予算額４，７０８万６，０００円

に対しまして、執行額は４，５０９万１，１９１円となっておりまして、執行率は９

５．６％でございます。人権教育の取組につきましては、部落問題をはじめとするあ

らゆる人権問題に対する正しい考え方への理解と認識を深めていただくために、人権

問題地区別懇談会を実施いたしました。本年度は主に富郷地区の３８の自治会を対象

に１９会場で実施いたしました。１９９人の参加を得たところでございます。 

また、さまざまな人権問題につきまして、一人ひとりが自分自身の課題として正し

く認識し、人権について学習し、人権意識の高揚を図るため、子どもの不登校、いじ

めの問題、メディアと人権、ハンセン病との理解、障害者支援、女人禁制、人権救済

制度をテーマとした人権教育セミナーを６回開催いたしました。延べ６７９名の参加

を得たところでございます。 

次に、２５４ページでございます。平和展の開催についてでございます。我が国は

戦後６０年世界国に類を見ない平和な年月を送ってまいりました。戦争を知らない世

代に戦争の悲惨さを伝えるとともに、平和の大切さを知っていただく機会として、町

立図書館におきまして、８月の１ヶ月間、戦争と平和に関する図書の展示を行い、平

和の尊さ、意味等について認識を深めていただく取り組みをいたしたところでござい

ます。 

次に、家庭教育の充実についてでございます。家庭は社会の基礎単位であり、すべ
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ての教育の原点であるとともに、社会的存在としての子どもの社会性を伸ばしていく

べき役割を担っているものでございます。核家族化の進む現在社会において、子育て

について学ぶ余裕のない親や、子育てに不安や悩みを持ちながら孤立しがちな親がい

つでも、どこでも気軽に学習したり、相談したり、親同士の連帯意識を高め、家庭教

育の持つ社会的責任について、認識をより深めていただくため、親が主体となった家

庭教育学級を各校・園単位で開設いたしましした。絵本の読み聞かせ、親子陶芸教室、

身近なサイエンス、あるいはパソコン講習、あるいはガーデニング、調理実習等の学

習会を延べ２８回開催いたしました。１２７人の参加を得たところでございます。今

後もより一層、家庭教育の充実を図るために、保護者の悩みや意見を組み上げともに

考え、関係機関との連携や、パイプ役として家庭教育活動を支援してまいりたいと考

えております。 

また、家庭教育は地域との関わりが非常に大切なことから、地域の教育力の向上を

目指しました地域家庭教育講座を開催したところでございます。平成１７年度につき

ましては、子どもが元気に育つために、副題といたしまして、「今、家庭・地域・学

校はできることを考える」と題しまして、講演会を３回開催し、１５０人の参加を得、

家庭教育の重要性を認識していただいたものと考えているところでございます。 

次に、２５５ページでございます。青少年教育についてでございます。心豊かな人

間の育成を図りますために、自主性や協調性と社会性を育む場として、小学校４年生

から６年生を対象としたホリデー学園を開設いたしました。４６名の児童の参加を得

る中、野外活動センターを利用したキャンプ体験、遺跡探検、ジャザサイズ・スポー

ツ体験、竹とんぼづくりといった体験学習等、延べ１１回実施したところでございま

す。 

次に、成人式の開催についてでございます。成人になったことを自覚し、みずから

生き抜こうとする青少年を祝い、励ますために、成人式を開催し、該当者３２７人の

うち２７５名の参加を得たところでございます。 

次に２５６ページでございます。第２目公民館費でございます。予算現額７，１７

８万３，０００円に対しまして、６，８８５万１７４円で、執行率は９５．９％とな

っています。公民館は住民の学習需要に応える事務的な役割を果たす施設であること

から、住民の身近な学習、交流活動の場として親しめる運営を行うとともに、施設の
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維持管理に努めているところでございます。昨年の中央、西、東公民館の利用状況は、

利用回数が７，１２２回、利用者数は１０万３，６６２人となっております。その内

訳は利用回数では中央で４，４０７回、東公民館で１，６０１回、西公民館で１，１

１４回となっております。利用者数では中央公民館では７万５，３６０人、東公民館

では１万６，５６１人、西公民館で１万１，７４１人となっております。日あたりの

利用者数は平均で約３３８人となっております。これを平成１６年度の利用者数９万

７，３５６人と比較をいたしますと、６，３０６人の増となっております。日あたり

の利用者数では２０人の増となっているところでございます。 

公民館事業費では、生きがいづくりや、知識、技術の取得を図るため、生涯学習の

機会づくりの場として、園芸、ペン習字、水墨画、洋画、生け花、初級英語、中国語、

陶芸、民謡、写真、料理等２４の公民館教室を開催いたしました。３７２人の受講生

がございました。教育講座では、生活経済講座をはじめ、３講座に１０８人の受講生

がございました。 

また、公民館教室生並びに自主グループの１年間の活動成果の発表の機会づくりや、

教室生及び自主グループ相互の交流を図りますために、３月１７日から１９日の３日

間、中央公民館におきまして、公民館祭りを開催し、バザー、演芸発表、囲碁、将棋

大会、作品展示、人形劇等を行い、約８００人の参加者を、あるいは見学者を得たと

ころでございます。 

次に、２５９ページでございます。第３目文化祭費でございます。予算額は１８０

万５，０００円に対しまして、執行額１４４万７，４４５円となっています。執行率

は８０．２％でございます。芸術文化の振興と、芸術文化に対する機会と意識の向上

を図ることを目的に、斑鳩町文化振興財団と連携し、「いかるがの里文化芸術祭」を

１１月３日から７日の５日間、いかるがホールにおいて開催いたしました。 

史跡藤ノ木古墳発掘調査２０周年記念シンポジウムをはじめ、美術展覧会、文化財

の遺物展示などのイベントを開催したところ、約１，２００人の参加や見学者を得た

ところでございます。 

次に、２６０ページの第４目文化財保護費でございます。予算現額３億６，９１７

万１，０００円に対しまして、執行額は３億５，７７３万５，５４６円で、執行率は

９６．５％となっています。まず、文化財の保存継承でございます。その主な事業は、
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発掘調査でございます。文化庁の国庫補助によります町内遺跡発掘調査におきまして

は、学術調査といたしまして、平成１２年度より実施しております法輪寺の発掘調査

を、中門や回廊の確認を主な目的として実施いたしました。調査の結果、西面基壇の

基底石列を確認いたしました。回廊の遺構を検出するには至らず、既にさくへいされ

てしまったか、存在しなかったものと考えられます。そのほか、５件の個人住宅建築

に伴う緊急発掘調査を実施したところでございます。 

次に、公共事業に伴います発掘調査といたしまして、公共下水道事業に伴う発掘調

査を実施いたしました。このうち史跡地の法隆寺境内の内部で行いました調査では、

平成１６年度に法隆寺東側門前広場事業に伴い実施いたしました発掘調査により出土

したものと同様の、焼けた壁画を含む壁土品や、焼けた瓦など、飛鳥時代の容器が多

量に発見し、重要な成果を得ました。その調査成果につきましては、平成１８年６月

２７日に報道発表を行い、その出土遺物につきましては、７月１５日の法隆寺若草伽

藍跡歴史講演会に併せまして展示会を開催し、一般公開を実施したところでございま

す。 

次に、開発に伴います受託発掘調査として、通所介護施設建設に伴う発掘調査及び

法隆寺総合防災壁工事に伴う発掘調査の２件を実施いたしました。 

次に、２６１ページの文化財の啓発についてでございます。先ほども説明申し上げ

ましたが、いかるがの里文化芸術際の一環として、文化財への理解と認識を深めてい

ただくことを目的に、斑鳩考古を開催いたしました。平成１７年度は昭和６０年度に

藤ノ木古墳の発掘調査を実施してから２０周年を迎えることから、史跡藤ノ木古墳発

掘調査２０周年記念シンポジウムを斑鳩町文化振興財団と共同で開催いたしました。

約３００名の参加を得たところございます。 

また、毎年開催しております町内遺跡出土遺物展を開催いたしまして、５００名の

見学をいただいたところでございます。 

続きまして、２６１ページの歴史的・文化的資源の保全・活用の史跡整備関係でご

ざいます。まず、史跡藤ノ木古墳の整備についてでございます。今後の具体的な整備

における検討を行うため、史跡藤ノ木古墳整備検討委員会を２回開催し、これまでに

御検討いただきました整備のあり方を示した整備基本設計を作成いたしました。また、

基本設計に基づき、史跡整備工事の実施設計を行ったところでございます。 
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次に、２６２ページ、史跡中宮寺跡につきましては、史跡公園として整備を行うた

め、先行取得償還事業として平成１５年度より３カ年計画で史跡地の買収を実施いた

しました。平成１７年度では、塔や金堂の基壇部分などの土地９，７６２平方メート

ルを公有化したところでございます。 

次に、２６３ページ、第５目青少年野外活動センター管理運営費でございます。予

算額１１７万７，０００円に対しまして、執行額９５万９，９１４円となっておりま

す。執行率は８１．６％となってございます。主にセンター内の草刈り、土砂上げ等

の維持管理と指導員の配置を行い、４月１日から９月３０日までの期間内で子ども会

連絡協議会、ボーイスカウト、ホリデー学園等、７団体２９３名の利用がございまし

た。自然の中での体験学習に親しんでいただいたところでございます。 

次に、２６４ページ、第６目図書館管理運営費でございます。予算額が８，１１０

万７，０００円に対しまして、執行額７，９６０万６，９２８円で、執行率は９８．

２％でございます。図書館の利用者は平成１７年３月で累計１６２万５４７人、年間

約２０万人の方に図書館を利用していただいており、図書館の業績評価の目安となり

ます貸出冊数、登録者数、本の予約件数等も全国の平均水準をかなり上回っていると

ころでございます。 

まず、図書館行事では、学齢前の子どもたちに行っています読み聞かせ、あるいは

小学生に対します１日図書館員、工作教室、図書館で不用になった本を再利用してい

ただくリユースブックスなどの催しを行い、多数の参加者を得ております。また、子

どもの読書活動の推進に関します法律に基づく子どもの読書活動推進計画の策定に向

け、学校の司書教諭及び地域の読書グループと調査研究を行い、素案を作成したとこ

ろでございます。 

次に、図書館の蔵書は３月末現在で１３万７５３冊で、一般図書が１０万６６６冊、

児童書が３万８７冊となっております。なお、図書収集につきましては、特に斑鳩町

を中心とした地史類の収集に留意しながら行っているところでございます。 

次に、２６７ページ、保健体育費でございます。予算現額６，９９５万７，０００

円に対しまして、執行額６，８５４万２６９円で、執行率が９８％となっております。

スポーツを生活に欠かせない文化として生活の中に根付かせ、だれもが生涯のあらゆ

る場面で、いつでもどこでもスポーツに親しむことができ、また、健康でゆとりある
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生活や、生きがいのある心豊かな社会の形成を実現するため、住民一人１スポーツを

目標に、日常的に身近に利用できるような施設の整備、充実、あるいは大会の開催並

びに各種スポーツプログラムの提供などを行ったところでございます。 

まず、第１目の保健体育総務費でございます。予算額３，０８７万９，０００円に

対しまして、執行額は３，０１２万５，１４４円で、執行率は９７．６％でございま

す。住民の生涯スポーツの振興を図るためにスポーツ大会の開催や、各種スポーツの

普及指導に努めている体育協会をはじめとする、競技団体に対し支援を行ったところ

でございます。 

次に、本年２月に実施いたしました、三塔健康走ろう会並びにいかるがの里・法隆

寺マラソンでございます。今回の大会におきましては、全国各地より２，０９５人の

参加を得て、各関係機関、ボランティアの協力のもと盛大に開催をいたしました。今

後も引き続き、町の一大スポーツイベントとして、全国各地より来町していただいた

ランナーの方々に来て良かった、来年もまた参加したいと言っていただけるように、

大会運営の充実を図ってまいりたいと考えております。 

次に、学校体育施設開放事業でございますが、地域住民にとって、最も身近に利用

できるスポーツ施設として、また地域のスポーツ活動の拠点として、各小学校３校の

学校体育施設を土曜、日曜及び平日の夜間に地域の住民に開放し、年間を通して登録

スポーツクラブなど、計２，０５８回の利用がございました。今後もスポーツを通じ

て、地域住民のコミュニティの拠点としても、施設の有効利用を図ってまいりたいと

考えております。 

次に、２６９ページ、第２目町民体育大会費でございます。予算額１２７万４，０

００円に対しまして、執行額が１２７万７２２円で、執行率は９９．７％となってい

ます。多くの住民が気軽にスポーツを楽しみ、スポーツを通して、交流を深め、また

住民相互の連携を図り、地域の一体感や活力が醸成することを目的に町民体育大会を

開催いたしました。町内各地区より小さなお子さんから高齢者の方々まで、約３，０

００人の参加を得たところでございます。今後も引き続き、住民の方々のコミュニテ

ィづくりの場としていただくために、内容の充実にも努めてまいりたいと考えており

ます。 

次に、２７０ページの第３目健民運動場費でございます。予算額３７３万４，００
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０円に対しまして、執行額３５３万１，６３３円で、執行率は９４．５％となってご

ざいます。健民運動場は夜間も使用できる住民の屋外スポーツの中心的拠点として、

常に良好な状況で使用できるよう維持管理に努めてまいりました。年間の利用状況は

６５３回、２万３，６５８人の利用となっています。 

次に、２７１ページの第４目町民プール運営費でございます。予算額６９０万６，

０００円に対しまして、執行額６８３万２，４７２円で、執行率は９８．９％となっ

ています。７月１日から８月３１日までの２ヶ月間の開場期間に対しまして５，８１

９人の利用がございました。利用者の内訳といたしましては、大人が１，６９６人、

子どもが４，１２３人となっています。また、運営につきましては安全確保の徹底を

行いますとともに、特に幼児をはじめとする子どもの安全を図りますために、保護者

同伴での来場を徹底するためのチラシなどを配布いたしまして、事故防止に努めたと

ころでございます。今後も健康増進の一環として、また、親子の交流の場として、安

心して利用していただくために、安全な体制で管理運営に努めてまいりたいと考えて

おります。 

次に、２７２ページの第５目生涯スポーツ推進事業でございます。予算額６４万４，

０００円に対しまして、執行額４３万５８３円で、執行率は６６．８％となっていま

す。高齢者対象の軽スポーツ教室、夏休みを利用した子ども腕白スポーツ教室、また、

幼児とその保護者を対象とした親子体操教室など、多様な世代を対象としてスポーツ

教室を開催したところ２６７名の参加がございました。スポーツを通して、楽しく身

体を動かすことによりまして、体力の向上や精神的なストレスの発散など、心身の両

面にわたる健康の保持増進に努めたところでございます。 

次に、２７３ページでございます。すこやか斑鳩・スポーツセンター運営費でござ

います。予算額２，６５２万円に対しまして、執行額２，６３４万９，７１５円で執

行率は９９．３％になっています。本町スポーツ施設の拠点として住民の健康づくり、

体力づくり及びレクリエーションの場として、また住民相互の交流の場として、アリ

ーナ、武道場をはじめとするスポーツ施設を１０万６，９９３人の方々に御利用いた

だいたところでございます。今後も適切な管理運営に努めるとともに、住民のニーズ

にこたえるようなスポーツ面の提供に努めてまいりたいと考えております。 

次に、２７６ページ、第１款災害復旧費でございます。第３項の文教施設災害復旧



 

－ 74 － 

費、第２目の社会教育施設災害復旧費でございます。予算額２８０万円に対しまして、

執行額２５９万３，５００円となっております。執行率は９２．６％となっておりま

す。 

大変失礼しました、災害復旧は後ほどまた説明させていただきます。以上、教育行

政にかかります決算の状況でございます。よろしくお願いいたします。 

○小野委員長 長時間ありがとうございました。 

  説明が終わりましたので、第９款教育費について、質疑をお受けいたします。 

  浦野委員。 

○浦野委員 ２３０ページでございます。小・中連携教育の調査研究いうことで、決算

内容については異議はないんですけれども、ちょっと聞かせていただきたいんですけ

れども。小・中連携教育となっていますんですけれども、今までだと小・中一貫教育

という言葉がよく聞かれたと思うんですが、その違いについて違いがあるのかどうか。

それと、右側の欄で、①英語教育による英語によるコミュニケーション能力の育成を

目指した英会話教育の実施ということで、斑鳩小学校６０時間、西小３０時間、東小

３２時間ということで、時間数が異なるのは、児童数の違いかなと思います、その辺

の確認と。これの成果、どのように評価されているのか、よろしくお願いします。 

○小野委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 ２３０ページの小・中連携教育の御質問でございます。まず、当

初、小・中一貫教育から小・中連携教育にかわったということでございますけれども、

当初、小・中一貫教育ということでの調査研究をしてまいりました結果でございます

けれども、当然、小学校３校、それから中学校２校ということでございまして、なか

なかよその小・中一貫教育みたいに、小・中１校ずつというふうな連携がとれないと

いうことで難しいということで、そういうことで小・中連携教育ということで、小学

校３校、中学校２校の連携をスムーズに移行していくというふうな形での調査研究を

今現在進めているということでございます。 

  小・中一貫教育の英会話教育の実施でございますけれども、各学校で時間数が違う

ということでございますけれども、各学校によりまして、クラス当然、児童数等も違

いますので、時間帯もこのようにかわってきているのではないかということでござい

ます。これにつきましては、各クラス大体平均５時間程度の英会話の学習を実施して
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いるということでございます。 

  それと成果でございますけれども、当然、音から英語を親しむということでござい

まして、子どもたちには英会話教室の中で音楽等を通じて、子どもたちがスムーズに

楽しく時間に入っていけるんじゃないかということで聞いております。 

○小野委員長 浦野委員。 

○浦野委員 ページかわりまして２４０ページです。児童の健康増進ということで真ん

中あたりですけれども、検査項目で身体測定とか、視力、尿とかいろいろ書いてます

んですけれども、最近、児童の中で肥満児的な、ちょっと平均体重よりも多い、また

運動能力がちょっと劣っているというふうな傾向も見られる中、そういった健康管理

及び指導にあたられているということなんですけれども、特にこの検査項目の中で、

当町児童の中で顕著に健康を害している言いますか、この項目の中でも何か顕著に見

られるような健康被害状況が見られるのかどうか。 

  それと、同じページの学校プールの運営ということで、ことしの夏にあるプールで

排水口の被害ということがありましたですけれども、当町の学校のプールの排水口の

点検はされたのか、異常はなかったのか、その点についてお尋ねします。 

○小野委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 まず１点目の児童の健康管理の件でございます。いろいろ検査項

目を多種にわたりまして検査するわけでございますけれども、その中で肥満児という

ことでございますけれども、確かに学年ごとによって異なりますけれども、肥満児、

平均よりもやや太っている児童いうのは確かにおるわけでございます。そういった面

につきましては、健康管理につきましては、養護、保健師等の連携をとりながら、学

校の方で指導してまいっている状況でございます。また、これによりまして健康を害

しているかということにつきましては、特段そういった精密検査とか、要検査とかい

うようないったような検査項目に該当する児童というのは、今、現在のところ聞いて

ない状況でございます。 

  それと、学校プールの運営につきましてでございます。昨今のプールの事故等ござ

いまして、学校に行きまして、県の教育委員会の方から指導を受けまして、学校プー

ルの安全点検についていろいろ調査実行させてもらいました。８月１日、１２日の２

回にわたりまして、各小・中学校検査実施いたしました。排水口等のボルトのゆるみ
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と点検等させていただく中で異常なかったということで御報告を受けております。 

  以上でございます。 

○小野委員長 浦野委員。 

○浦野委員 今のプールの点検ということで、報告を受けておるということなんですけ

れども、すみません課長の方で直に目で見ていただいたんでしょうか。 

○小野委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 私、直には直接は現場において立ち会いはしておりませんけれど

も、担当の主事と課長補佐２名が現場にて立ち会いをしているということでございま

す。 

○小野委員長 浦野委員。 

○浦野委員 もう１回すみません。ボルトがネジが設けられておってボルト締めになっ

ておったんでしょうか。 

○小野委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 県の方の検査項目の中で、そういう排水口のボルトのゆるみがな

いか、強固にとまっているか等の検査項目ございまして、それの方の点検をしたとい

うことで、確実にボルトのゆるみもなく、固定されていた、しっかりとまっていたと

いう状況での確認をいただいたということでございます。 

○小野委員長 浦野委員。 

○浦野委員 ２４６ページでございますが、学校図書の整備ということで、読書習慣の

習得を促進するということで、兼ねてから朝の授業時間の朝方に読書習慣をつけるよ

うな授業をされておったと聞いておりますけれども、今もそのような状態は続いてお

るんでしょうか。 

  それと、読書習慣は児童に習慣付になってきたんでしょうか。その点。 

○小野委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 今、御質問の学校での読書のことでございますけれども、各小・

中学校におきましても、読書タイム、読書の時間というものを学校によって５分から

１５分という形で授業始まる前にとっております。その中で、児童が自分の好きな本

を読み、それによって一時限目の授業に入る気持ちを和らげるといったことについて、

特に効果があるものというふうに今現在も続けてやっておられます。 
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  それに伴う学校図書の方の利用も年々ふえている状況でございます。 

  以上でございます。 

○小野委員長 ほかの委員さんございませんか。三木委員。 

○三木委員 ２２８ページでございます。この中の心身障害児童生徒就学指導の充実の

ところで２１万１，３７８円となっておりますが、この中で心身障害児童生徒就学指

導委員会とございます。この委員会のメンバーはどういうメンバーでしょうか。  

  それとまた、開催するとありますが何回開催しておりますか。 

  それから、就学相談もしておりますが、何件ございましたか。 

  それから、大体この指導内容というのはどういう指導内容かというようなことにつ

いてお尋ねいたします。 

○小野委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 ２２８ページの就学指導委員会の御質問でございます。まず、委

員会の委員の構成でございます。委員の構成１９名おられます。その中で学校医、民

生児童委員、学識経験者といった方で、そこに学校の教員並びに校長等が入るわけで

ございます。以上、合わせて１９名という形になっております。 

  それと、教育長の方の説明にもありましたように、年間３回の委員会をもたせても

らいました。そのあと小委員会という形で９回開催をさせていただいております。相

談件数につきましては、小委員会の方でいろいろ、この９回の中でそういう児童をお

持ちの方の保護者との面談等合わてされているという状況でございます。 

  内容につきましては、ここでは今ちょっと御報告申し上げられません。 

  以上でございます。 

○小野委員長 三木委員。 

○三木委員 それと２３２ページ、私立幼稚園児の奨励の件ですが、これちょっと確認

というか、金額で１，１８３万９，０００円となっておりまして、助成件数１５４、

今の御説明の中では、法隆寺幼稚園と、ほか４つの園に助成しているということでご

ざいます。まず、法隆寺幼稚園について３０万円とここにうたってございますが、ち

ょっと今、法隆寺幼稚園何人おられますか。園児数でございます。 

○小野委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 補助を出している幼稚園の法隆寺幼稚園に対しまして園児数でよ
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ろしいでしょうか。１７年度につきましては９０名ということでございます。 

○小野委員長 三木委員。 

○三木委員 そうしますと、ほかの４園について１，１８３万９，０００円ということ

でございますけれども、これは単純に４園ということで、中で１５４という件数とい

うふうに考えていいんですか。そうすると、件数あたりが７万６，８７７という数字

なんですけれども、そういうような計算の仕方でよろしいんでしょうか。 

○小野委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 ほか４件の内訳でございます。申し上げますと、まず先ほど申し

ました法隆寺幼稚園ですけれども、９０名おられまして、６８４万８，９００円、そ

れから、信貴幼稚園でございますけれども３４名おられます。２３２万１，８００円、

愛の園幼稚園で２３名で１９４万６，６００円、西大和双葉幼稚園におきましては５

名ということで４５万２，８００円、桜井幼稚園、これは桜井市でございますけれど

も、２６万８，９００円、トータルで１，１８３万９，０００円と、１５４名という

ことでございます。 

○小野委員長 三木委員。 

○三木委員 細かく御説明ありがとうございます。 

  次に、２３４のとこで学校管理費、ここで伺っていいのかどうなんですか、学童保

育の件でございます。文部科学省と厚生省で、国からの予算で来年の４月１日から今

後、教育委員会で指導していくということになっております。またすぐに４月１日か

らということにはできないものかなというふうにも感じておりますけれども、教育委

員会として、この４月１日からスタートしていこうということにおいて、５ヶ月ちょ

っとでございますが、今、どのような対応をしようかと考えている、わかる範囲で結

構です。具体的にあればまたもっと結構でございます。 

○小野委員長 栗本教育長。 

○栗本教育長 この件については、来年度国の予算要求の中で、概算要求の中でそうい

う取り組みをしていくというようなことで出ておりまして、私どももあれが出て以来、

県の方にもその資料、あるいは要綱、内容等について問い合わせをいたしております

けれども、まだ国の方が具体的な内容を示されていないというのが現状でございます。

そうした中で、学校がどこまでかかわっていくのか、あるいは学校の管理下をどうす
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るのかというようなこともまだふえてございますので、今のところそうした国の状況

がわかり次第、取り組んでいく必要があるだろうというふうに思っています。ただ、

現在福祉課と、それから教育委員会、総務課、あるいは生涯学習課で、もし実施され

た場合どういう対応するのか、どういう問題点があるのかということは、今洗い出し

をさせていただいています。 

○小野委員長 三木委員。 

○三木委員 次に、２５７ページの公民館の分館活動、西公民館、東公民館のことかと

は思うんですけれども、違ったらお許しください。公民館の職員以外で臨時と言って

いいんでしょうか、採用する場合、職員以外、各公民館何人おられてですね、この採

用についてはどういう採用方法をとっていらっしゃるのか、この方々は毎年契約解雇

していくのか継続するのか。毎年するとすれば、そこでまた試験とか面接とかするの

か。それから、もう一つ、その中で時間給が幾らかわかれば教えていただきたい。 

○小野委員長 山﨑生涯学習課長。 

○山﨑生涯学習課長 公民館の職員の採用につきましては、まず、構成でございますが、

館長が１名、そして正職員、用務員でございますが３名、臨時職員が４名、臨時の夜

間用務員が３名、社会教育指導員が２名、そして青少年悩み事相談員が１名、計１４

名ということで現在運営しております。 

  採用にあたりましては、正職員を除きまして、年度末採用試験を行いまして、その

結果に基づいて、臨時職員以下の職員を採用しているという状況でございます。その

間、欠員を生じました職につきましては、町の登録職員の制度の中から、その都度、

採用しているというような状況でございます。 

  あと、賃金につきましては、日給職員につきましては時間給８００円ということで

す。 

○小野委員長 ほかございませんか。木澤委員。 

○木澤委員 すみません、成果報告書の２３０ページですけれども、小・中連携教育の

調査研究の２番目のところ副読本というのは、これはどんな本を買ってはるのか。金

額を教えていただきたいと思います。 

○小野委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 ２３０ページの小・中連携の中での副読本という形でございます。
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これにつきましては、道徳教育の中で、郷土を育てる意味の副読本ということで、東

京書籍の方から単価５２０円、各小・中学校、学年に４０冊ということで予算的には

５０万円の消耗品費で購入いたしております。本の名前は「道徳」でございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そうしたら去年と同じ形ということですね。 

  そうしたら次、続きまして、２３３ページのスクールカウンセラーの配置と心の教

室相談員の配置ということですが、これ配置いただいて相談を受けることによって、

子どもたちも本当にいろいろな悩みの解消になっているというふうに思いますが、そ

の効果とですね、それについてはどのような効果があったのか。 

○小野委員長 野﨑教育委員会総務課長。 

○野﨑教委総務課長 スクールカウンセラーに対します効果でございますけれども、ま

ず、スクールカウンセラーにつきましては、心理学に係る専門的な立場からお願いし

ております。生徒の皆さんと保護者から、先生方等に対しましてアドバイスをしてい

ただいております。相談者の精神的な負担いうものを軽減するという意味で効果があ

ったものと考えております。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そこで、昨年について、いじめや虐待などのそういった状況が斑鳩町であ

ったのかということについて。昨年度は教育長そういったものは問題になるようなも

のはないというふうにおっしゃったんですけれども、平成１７年度ではどうでしょう

か。 

○小野委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 １７年についてはいじめと虐待についてはないということで、学

校から御報告いただいております。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そうしたらもう１点、不登校についてはいかがでしょうか。 

○小野委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 不登校については、小・中学校とも３０日以上の欠席者が一応不

登校という形になっておりますので。中学校につきましては３０日以上が欠席がある

という対象になりまして、小学校で９人、中学校で１４名、１７年度はあります。 
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○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 今そういった状況で、斑鳩町いじめや虐待などは報告されてないけれども、

不登校の子どもたちがそうしておられるということにつきましては、斑鳩町、教育に

も力入れていただいておりますので、近隣に比べてと言うてええんかどうかわかりま

せんけれども、ほんまに教育していただいているなというふうに、子どもたちのケア

もしていただいているなというふうに思います。それにつきましては、今後、このス

クールカウンセラーさんや、心の相談員さんも十分に協力をしながら、不登校の子ど

もたちがどういったことで悩んでいて、どういったことを求めているのか、子どもの

視点にたって、やはり問題も解決できるよう十分に教育委員会として、小・中学校と

も連携して取り組みを行っていただきたいというふうに、これは要望しておきます。 

  そうしたら２３６ページの人権教育の推進ということですけれども、これも小学校

費、中学校費ともにあると思うんですけれども、この内容についてお聞きをしたいと

思います。去年と同じような状況でしたら、去年と同じ状況だというふうにお答えい

ただければと。 

○小野委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 人権教育の推進でございます。決算額４２万３，７００円という

ことで、これにつきましては、昨年と同様の形でございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 これは確か購入をして授業で使うというわけではなく配布をしているとい

う状況やと思いますけれども。 

 ○小野委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 これにつきましては、各学校で授業の時間、道徳の時間、それか

ら、総合学習の時間等について使っていただいています。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 すみません、そしたら、ちょっと私の認識が違っていたということですね。

「なかま」の本については、これまでもいろいろ決算特別委員会等で意見をいただい

ているかというふうに思います。その取扱いについて、今後、どうしていくのか、授

業で使っていただいてますけれども、購入先につきましても、これまで私たちも指摘

をさせていただいております財団法人の奈良県人権部落解放研究所の方からそうして



 

－ 82 － 

まとめて購入をしている、また、ほかの部分では１学年４０冊しか買ってないのに、

その本だけは町と県とで半分ずつ費用を出して全生徒に買っているという実態につき

ましては、果たしてそれでいいのかなと、もっと費用的に効果のある使い方が研究で

きるんではないかなと思いますので、その点につきまして、見解を求めておきたいと

思います。 

○小野委員長 栗本教育長。 

○栗本教育長 この「なかま」については、特に人権問題についての多少のノウハウを

持っているということで、併せまして奈良県の教育委員会として、こういった道徳教

育、あるいは人権教育の教材として県としての推奨もございます。そういったことか

ら、やはり子どもたちにそういった「なかま」の本を活用して人権教育について充実

を図っていきたいというように考えております。 

  併せて今、課長申し上げましたように、斑鳩町では、再度道徳について、それ以外

の本でも、また道徳の時間、あるいは総合の時間に活用する本を買っておりますし、

また文部科学省から心のノートという本を配布されたおります。そういった３点を使

いながら、道徳教育あるいは人権教育についての学習を深めていくということで取り

組んでおります。御理解いただきたいと思います。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 これは県の方が言うたら積極的に取り組んでいるもんであるということに

思うんですけれども、やはり斑鳩町としての人権教育というのは、去年の決算特別委

員会の中でもどういった視点で人権教育に取り組むのか、命の大切さを教えていくと

いうことで、これまでもやはり視点を切り換える必要があるんではないか、総合的に

人権教育の中で見ていく必要があるんではないかということは、十分指摘をされてお

ったと思いますので、斑鳩町として、今後そうした方向でどのようにしていくのかと

いうことは、これまで私も指摘をさせていただきましたように、「なかま」の本の取

扱いについて、十分に研究をしていっていただきたいというふうに要望しておきます。 

  すみません、続けていかせていただきます。２５３ページにあります地区別懇談会

の開催ですが、これにつきましても、回数をふやして取り組んでいただいていますけ

れども、この評価をどのようにお考えでしょうか。 

○小野委員長 栗本教育長。 
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○栗本教育長 この地区別懇談会も相当長く実施してまいりまして、ご承知のように、

本年度からこうした地区別懇談会を廃止して、別の人権教育セミナーの中で実施しよ

う、こういうことに変更させていただいたわけでございます。各町をまわりましても、

やはり参加者がだんだん少なくなってきているという現状がございます。そうした中

で出やすい時間、出やすい場所というのは色々あるだろうとは思うんですが、そうい

ったことも含めながら、ことしから土曜・日曜日の昼の開催ということも考えながら、

一人でも多くやっぱりこうした人権問題について関心を持ち、また認識を改めていた

だくというようなことに取り組んでまいりたいということを考えております。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 今、教育長、土・日の開催を今後考えるということでおっしゃっていただ

いていますけれども、確かに言うように参加人数というのは年々減ってきている状況

だと。それで、平成１７年度も平均して５．２人しか１回の取り組みでしていただけ

ない状況の中では、回数はまあ３８回とふやしてやっていただいていますけれども、

ここにつきましては去年も改善の取り組みをしていきますということで、教育長、答

弁をされておる中では、改善が見られないというふうに思います。今後、さらに土・

日のお昼の開催で、やっぱり参加者をふやしていこうという、教育長、考えを持って

いただいておりますが、はたしてそれでふえるのかなと。 

  そしたら、答弁よろしくお願いします。 

○小野委員長 小城町長。 

○小城町長 今、木澤委員のご質問でしたら、人数はふえたらええのか悪いのかという

議論になっていくと思うんです。５．３人がどうかというこのことがね、ただそうい

うことが関心が高いのか低いのかというやっぱり議論があろうと思いますし、やっぱ

り地区別懇談会について今後どういうふうにしていくかという問題も、これはやっぱ

り教育委員会の教育長が申し上げたように、やっぱりいろいろと研究をしながらやっ

ていかなあかん。これはもう１９年度でどういう形になっていくのかということで、

やっぱり木澤委員が人数がどうかという問題よりも、この地区別懇談会がどうあるべ

きかということをやっぱり議論をしていかなければなりませんから、今後、１９年度

に対してはやっぱりいろいろと研究をしていくということでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 



 

－ 84 － 

○木澤委員 すみません、ちょっと戻りますけれども、２３９ページの要保護・準要保

護の就学援助についてですが、これ平成１７年度から準要保護については国庫補助と

いう形で交付税算入されるというふうに切り替わっていると思いますが、これ明確に

この部分で交付税算入しますというふうに国の方からは示してきていただいているん

でしょうかね、本格的に。 

○小野委員長 暫時休憩します。 

（午後 ２時２７分 休憩） 

（午後 ２時２８分 再開） 

○小野委員長 再開します。 

  西本企画財政課長。 

○西本企画財政課長 準要保護の交付税算入につきましては、今現在、資料を持ち合わ

せておりませんので、申しわけございませんが、後ほど調べて報告させていただきま

すので、よろしくご理解のほどお願い申し上げます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そしたら、すみません、ちょっと合わせてですね、要保護の方についても、

国の負担がこれまで２分の１を限度とするとなっていた部分が、ほんまに４分の１ほ

どしかなかったという実績につきましても、平成１７年度どのようになっているのか

なというのもあわせてちょっとお調べいただいて、また後ほどご報告いただければな

と思いますので、よろしくお願いします。 

  ２５５ページの青少年健全育成活動に対する支援ということで、金額かかっていま

すけれども、この活動内容の充実や参加機会の拡大というふうに書いているんですけ

れども、この取り組みについて、すみません、ちょっと私、よくわからないところあ

りますんで、機会の充実というのはどういう内容で行っていただいたのかちょっと教

えていただけませんでしょうか。 

○小野委員長 山﨑生涯学習課長。 

○山﨑生涯学習課長 これにつきましては、町子連をはじめといたします諸団体に補助

金を交付したものでございます。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そしたら、すみません、続けて２６９ページの町民体育大会なんですが、
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これ参加者も本当にたくさん参加いただいている状況ではあると思うんですが、これ

は年々の動向としてはふえているんでしょうか、減っているんでしょうか。 

○小野委員長 小城町長。 

○小城町長 年々の動向というのは、もう大体これは皆さん方、各２３地区の関係でや

っていただいて競技をしますから、大体延べ３，０００人ぐらいが妥当だということ

でございます。これ以上なかなかふえるというのか、種目等いろいろとございますか

らね、大体これが限度と思います。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 私、聞く声の中では、町民体育大会、なかなか参加しづらい状況もあると

聞いていますが、町の方としてね、本当に参加いただけるよう取り組みを行っていた

だいていると思いますんでね、なかなか町民の皆さんがこうして一つに集まって活気

のある取り組みをするというのは本当にまあほかにもありますけれども、十分大切に

していっていただきたいと思うので、取り組みについては参加人数がこれ以上ふえな

いということですけれども、やはりたくさんの人が参加していただけるよう、ご苦労

いただきますけれども、努力いただきますようお願いしたいのと、あともう１点、去

年の決算特別委員会の中で、健民グラウンドの女性トイレの水の溜まりが遅いので改

修してほしいという要望が出されていたと思いますけれども、それについてはどうさ

れたでしょうか。 

○小野委員長 山﨑生涯学習課長。 

○山﨑生涯学習課長 女性トイレの水の出が悪いということでございますが、その原因

につきましては、その当時、グラウンドに散水等を行っていた関係で水が出にくかっ

たと、主にそれが原因であろうかと考えております。ということで、それを改修すべ

く、１７年度におきましては独自にグラウンドの散水施設の設備を備えましたので、

それによりましてトイレの方の水の不足は解消できるものというふうに考えておりま

す。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そうしたら、すみません。あと最後に、ちょっと戻りますけれども、成人

式の開催をしていただいておりますけれども、２５５ページですね、この中で、やは

りみずから生き抜こうとするということで、成人したという自覚をしていただくとい
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う目的も持ってやっていただいているというふうに思いますけれども、代表の方が意

見を発表されており、私も聞かせていただく中では、本当にしっかりしていらっしゃ

るなと、自分の二十歳の時と比べても本当に皆さんすごいなと思うんですけれども、

特に、やはりその中で行政に対する意識を持っていただこうという観点を町の方とし

ても持っていただいているかなとは思うんですが、これも前回の決算委員会の中でア

ンケートなんかも行っていってはどうかという要望があったんですが、ことしは議会

の広報委員会、広報発行対策特別委員会としてもアンケートを行って、青年の皆さん

にぜひ議会の方に対しても意識を持っていただきたいなということでアンケートをさ

せていただきますと、約８０％の方が選挙に行ったよとか選挙に行きますよというこ

とで回答されておりまして、今、政治に対する関心も非常に高くなってきているのか

なと。以前は無関心な人が多いと言われてきましたけれども、その状況が変わってい

るかなとは思うんですが、そうしたアンケートの実施についてお考えいただいている

かどうか、ちょっとその点お聞きしたいと思います。 

○小野委員長 栗本教育長。 

○栗本教育長 昨年は議会の方で成人に対して調査していただきました。ただ、私ども

の方としては、特にアンケートはいたしておりませんけれども、やっぱり参加者から、

あるいはいろいろな方に聞く中では、式の持ち方についてはよかったという評価をい

ただいています。それと、あわせて行政に対してどういう意見があるのかというよう

なことについてはまだ聞いておりませんし、そういったことについては内容等いろい

ろと精査しながら検討をしていきたいというふうに思います。ことしの成人式まで、

検討していきたいと思います。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 今、精査していただけるということで、ぜひお願いしたいんですが、やは

り次世代育成支援の行動計画を策定する際にも青年の視点ということで、これまでに

も言わせていただく中では、斑鳩町、なかなかそうした青年の視点を取り込んでいく

というところでは、まだまだ取り組みとしては研究の余地があるかなと思いますんで、

ぜひ研究していただいて、実施していただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○小野委員長 ほかに質問ございませんか。 

  これをもって第９款 教育費についての審査を終わります。 
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  次に、第１０款 災害復旧費、第１１款 公債費、第１２款 予備費について、あ

わせて説明を求めます。 

  植村総務部長。 

○植村総務部長 それでは、第１０款 災害復旧費、第１１款 公債費、第１２款 予

備費について、ご説明申し上げます。座って説明させていただきます。 

  ２７４ページから２８２ページにかけてでございます。 

  まず初めに、２７４ページからの第１０款 災害復旧費でございます。第３項 文

教施設災害復旧費、第２目 社会教育施設災害復旧費を除きまして、全額未執行とな

っております。第３項の文教施設災害復旧費、第２目 社会教育施設災害復旧費であ

りますが、予算現額２８０万円に対しまして、決算額は２５９万３，５００円で、執

行率は９２．６％となっております。平成１６年１０月２０日の豪雨によりまして、

青少年野外活動センターの進入路が一部崩壊したことのために、復旧工事を行ったも

のでございます。 

  次に、２７９ページからの第１１款の公債費でございます。第１１款 公債費、第

１項 公債費でありますが、予算現額１３億６，１７７万１，０００円に対しまして、

決算額は１３億６，１７２万３，５７６円で、執行率は９９．９％となっております。

平成１７年度における町債の状況につきましては、借入額は１０億６，２６０万円、

元金償還額は１１億７，７７８万８，５０６円で、年度末の町債残高は８６億８，１

６３万２，０００円となり、前年度と比較いたしまして１億１，５１８万９，０００

円減少いたしております。町債の活用につきましては、本町が直面する政策課題を克

服していくためには、いわゆる特例債の活用を含め、その活用はやむを得ないものと

考えておりますが、将来にわたる財政負担を十分に考慮して、その対応を図ってまい

りたいと考えております。 

  次に、２８１ページをお開きいただきたいと思います。第３目の公債諸費でありま

す。平成１７年度におきましては、住民のまちづくりへの参加意識高揚を財政面から

も図るため、また資金調達方法の多様化の観点から、ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業に係

る資金について、斑鳩町いきいきの里債として、県内町村で初めて住民参加型ミニ市

場公募債を発行いたしました。住民の皆様の関心は非常に高く、公開抽選により購入

者の決定をさせていただいておるところでございます。 
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  なお、斑鳩町いきいきの里債は、利率が０．８２％で５年満期、一括償還とし、利

払いは年２回となっております。 

  最後に、２８２ページの第１２款の予備費でございます。平成１７年度では落雷に

より発生いたしました町民プールシャッター等の故障に対応する緊急修繕に３５万５，

０００円、中央公民館の緊急修繕に２１８万３，０００円、斑鳩西小学校ボイラー室

アスベスト除去対策に２９４万円、合計５４７万８，０００円をそれぞれ充用いたし

ております。 

  以上、簡単でございますが、第１０款 災害復旧費、第１１款 公債費、第１２款

 予備費の説明とさせていただきます。よろしくご審議をお願い申し上げます。 

○小野委員長 説明が終わりましたので、第１０款 災害復旧費、第１１款 公債費、

第１２款 予備費について、質疑をお受けいたします。 

  浦野委員。 

○浦野委員 ２８１ページ、ミニ市場公募債ですけれども、右の欄に、今後は町の財政

状況を考えながら可能な限り発行を検討すると書いてあるんですけれども、町債の発

行はないのがベターだと思うんですが、可能な限り発行するとはどういうふうにとら

えたらいいんでしょうか。 

○小野委員長 西本企画財政課長。 

○西本企画財政課長 これにつきましては、昨年度初めて実施したわけでございますけ

れども、これにつきましては、住民の方々の公債費に関する町債に関する関心を高め

ていただくということで、感じております。 

  以上でございます。 

○小野委員長 浦野委員。 

○浦野委員 文字そのまま読みますと、可能な限り発行するということはどんどん発行

するというふうにとらえられるんですけれども、間違いないわけですね。 

○小野委員長 西本企画財政課長。 

○西本企画財政課長 申しわけございません。これにつきましては、やはり住民の方々

の関心を高めるためにでございますけれども、今後もこういう市場公募債につきまし

ては発行してまいりたいと。平成１８年度につきましても、この９月広報でミニ公募

債を募集しておりまして、１億円は発行していくことにしております。また、次年度
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以降につきましても、これにつきましてはやはり金利の動向もございまして、今後、

社会情勢の中で金利が上がっていく中で続けていくかどうかという検討はしていかな

ければならないわけですが、今のところ昨年度の実績等も踏まえまして、住民の方々、

かなり関心度が高いという中で、このミニ公募債の発行につきましては行ってまいり

たいと考えております。 

○小野委員長 ほかの委員さん、ございませんか。 

  これをもって第１０款 災害復旧費、第１１款 公債費、第１２款 予備費につい

ての審査を終わります。 

  これをもって歳出に対する質疑を終結いたします。 

  続いて、一般会計歳入全般についての説明を求めます。 

  植村総務部長。 

○植村総務部長 それでは、歳入の状況についてご説明を申し上げます。座って説明を

させていただきます。 

  主要な施策の成果の５１ページをまずお開きいただきたいと思います。第２表 平

成１７年度一般会計歳入決算の内訳をごらんをいただきたいと思います。平成１７年

度の一般会計歳入決算額は、５１ページの第２表のとおり、８７億５，５３３万３，

０００円となっております。前年度の決算額と比較いたしまして、５億７，１９１万

円、６．１％の増となっております。 

その主な内容でございますが、まず町税が２８億７，７９４万５，０００円で、歳

入決算額の３２．９％を占めております。次に、地方交付税が２３億１８０万５，０

００円で、決算額の構成比が２６．３％となっております。この二つの大きな柱で歳

入の約６割を占めておるものでございます。このほかにも町債が１０億６，２６０万

円で、決算額の構成比で１２．１％、繰越金が４億３，９５３万４，０００円で、決

算額の構成比が５％、国庫支出金が３億８，１５０万円で、決算額の構成比が４．

４％とそれぞれなっております。 

次に、これら歳入の状況についてでありますが、初めに町税につきましては、恐れ

入りますが次の５２ページの第３表でございます。平成１７年度町税決算の状況でご

ざいます。第３表のとおり、町税につきましては本町の地価が引き続き下落したこと

などにより、固定資産税が１，５８６万５，０００円、１．３％、都市計画税が４４
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９万８，０００円、３．３％減少しているものの、日本経済の回復の兆しが家計にも

波及し、町民税につきましては８，８６５万８，０００円、７．１％の増収となりま

したことから、町税収入全体では対前年度比７，４６２万６，０００円、２．７％の

増となっております。町税の徴収率につきましても、全体で９２．７％となりまして、

前年度の９２％を比較いたしまして、０．７ポイントの改善がなされております。 

なお、平成１７年度の町税の不納欠損処分につきましては、８５件で５６５万４１

２円で処分させていただいているところでございます。 

また、目的税であります都市計画税１億２，９９４万６，０００円の使途状況につ

いてでございますが、これにつきましては、恐れ入りますが決算付属参考資料の１０

ページを見ていただきたいと思います。ここでお示ししておりますように、公共下水

道事業、流域下水道事業、まちづくり交付金事業、そしてこれまで都市計画事業とし

て借り入れを行った町債の償還金にその全額を充当させていただいております。 

以上で、この状況の説明といたします。 

次に、地方交付税につきましてでございますが、三位一体の改革に基づく地方交付

税の改革が進められる中、本町におきましては、対前年度比４，８４０万円、２．

１％の減となっております。平成１７年度決算では、普通交付税２０億２，８０６万

５，０００円で、特別交付税が２億７，３７４万円となり、特に平成１７年度では全

国的に災害が多く発生したため、特別交付税が対前年度比２，７４５万９，０００円、

９．１％の減と大きく影響を受けております。 

次に町債でございますが、ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業債、中宮寺跡史跡用地購入事

業債などが増額となりましたものの、地方一般財源の不足に対処するため、地方財政

法第５条の規定として発行が認められております臨時財政対策債、平成７年度及び平

成８年度に借り入れました減税補てん債の借りかえ実施分、ため池整備事業債、地方

特定道路整備事業債などが減額となりましたことによりまして、対前年度比６億１５

０万円、３６．１％の大幅な減となっております。 

次に、繰入金でございます。前年度に引き続き、本町の課題であります都市基盤整

備の一層の推進を図るため、公共施設整備基金、都市計画事業整備基金を活用しまし

たことから、対前年度比２，３８３万３，０００円、７％の増の３億６，４１０万６，

０００円となっております。 
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次に、国庫支出金につきましては、地方道路交付金、地方安全施設等整備事業費補

助金、文化財整備に係る保存整備費補助金などが増加したものの、三位一体の改革に

伴う国庫補助負担金の改革により、老人福祉施設措置費負担金、保険基盤安定負担金、

準要保護児童・生徒に係る援助費補助金などが減額となり、そして特定資金公共投資

事業債の一括償還に係る償還時補助金などが減少したことによりましたことから、対

前年度比６，７８４万５，０００円、１５．１％の減となっております。 

続きまして、これら歳入をその使途に契約がなく自由に使用できる一般財源と、使

途が制約される特定財源に分類してみますと、町税や地方交付税などの一般財源につ

きましては６７億１，９３５万２，０００円で、対前年度比１億６８０万１，０００

円、１．６％の減となっております。また、歳入全体に占める割合につきましては 

７６．７％となっておりまして、前年度の７３．２％と比較いたしまして３．５ポイ

ントの増加となっております。 

一方、国庫支出金や県支出金などの特定財源につきましては２０億３，５９８万１，

０００円で、対前年度比４億６，５１０万９，０００円、１８．６％の減となってお

ります。 

さらに、町が自主的に調達できる自主財源等、その調達を国・県に依存する依存財

源に分類いたしますと、先ほどの５１ページの第２表 平成１７年度一般会計歳入決

算の内訳のとおりでございまして、町税や使用料及び手数料などの自主財源につきま

しては４０億８，３１６万９，０００円で、対前年度比１億１，４６９万６，０００

円、２．９％の増となっております。また、歳入全体に占める割合につきましては４

６．６％となりまして、前年度の４２．５％と比較いたしまして、４．１ポイントの

増加となっているということであります。 

一方、地方交付税や町税などの依存財源につきましては４６億７，２１６万４，０

００円で、対前年度比６億８，６５０万６，０００円、１２．８％の減となっており

ます。 

以上、簡単でありますが、歳入全体の概要の説明とさせていただきます。よろしく

ご審議をお願い申し上げます。 

○小野委員長 一般会計歳入全般についての質疑をお受けいたします。 

  嶋田委員。 
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○嶋田委員 自主財源については多少ふえていくということですけれども、新税導入と

かいろいろ住民検討会議の方からの提言というんですかね、そういうようなのを受け

られて研究していくということであったんですけれども、それについてはどういうふ

うな感じ、ちょっと説明をお願いします。 

○小野委員長 植村総務部長。 

○植村総務部長 いろいろと新税の関係について提案、報告もしていただいておったわ

けでございますが、いずれにしましても、そういった新税につきましては住民のご理

解をいただく中でやはり導入していかんなん。過去に、ずっとむかしですけれども、

観光税という話もありました中で、やはり関係団体とかの反対もあったことから導入

が見送られた、京都でも同じようなことでございます。そういったことにつきまして

も、やはり導入するというならば、その目的意識、趣旨ですね、そういったものを十

分に住民に説明する中で、やはり納得していただいて導入をしなければ、これはでき

ないと考えております。これにつきましても、今すぐできるものでもございませんけ

れども、新しい財源としての確保も重要でございます観点から、やはり研究はしてい

かなきゃならんと、そういったことで考えています。 

○小野委員長 嶋田委員。 

○嶋田委員 研究をしていっていただきたいと思いますけれども、また来年、再来年、

団塊の世代が退職されて、町税がまた減ってくるであろうと予想されます。景気もす

ぐによくなるというわけではありません。そうなってくると、町税増を考えていく中

では町内産業の育成、農・商・工のそういう業種の育成に努めていくのが町税を上げ

ていく上である程度重要な位置を占めるのではないかなと思いますので、新税ももち

ろんですが、そういう町内業者の育成ということも研究していっていただきたいと思

います。 

  以上です。 

○小野委員長 ほかにありませんか。 

  ないようですので、これをもって歳入に対する質疑を終結いたします。 

  １５時１５分まで休憩いたします。 

（午後 ２時５９分 休憩） 

（午後 ３時１５分 再開） 
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○小野委員長 再開いたします。 

  次に、認定第５号 平成１７年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の

認定についての審査に入ります前に、先ほどの木澤委員からの質問に対しての答弁を

お受けいたします。 

  西本企画財政課長。 

○西本企画財政課長 先ほどの施策の成果報告書で言いますと、２３２ページ、２４７

ページの関係でございます。準要保護の交付税措置についての質問でございました。

準要保護につきましては、交付税措置の措置率が４７．１％、これは小学校費でござ

います。次に中学校費でございますけれども、中学校費の準要保護の交付税の算入の

措置率は３３．６％でございます。 

  以上でございます。 

○小野委員長 それでは、改めまして、認定第５号の審査に入ります。 

  説明を求めます。中井住民生活部長。 

○中井住民生活部長 議案書を朗読させていただきます。 

  認定第５号  

平成１７年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

標記について、地方自治法第２３３条第３項の規定により、別紙のとおり提出し、

議会の認定を求めます。 

平成１８年９月４日提出 

斑鳩町長 小城利重 

  座らせていただきまして、ご説明をさせていただきます。 

  斑鳩町国民健康保険事業特別会計の平成１７年度の決算の概要についてでございま

す。国民健康保険事業は、自営業者や農業従事者など職場の健康保険に加入すること

のできない方が加入する保険制度であり、斑鳩町国民健康保険は斑鳩町が保険者とな

って運営をし、その歳入歳出につきましては法令に基づきまして特別会計を設けて経

理を行っているところでございます。 

  まず、施策の成果報告書の２８４ページをごらんいただきたいと思います。 

  国民健康保険を取りまく状況は、高齢化の進展や医療技術の進歩等に伴いまして、

医療費は年々増加する傾向にあり、その一方で、長引く景気の低迷によりまして被保
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険者の増加、加入者の所得減少など非常に厳しい状況にございます。このような状況

の中、予算執行に当たりましては、歳入では税収の確保に努め、歳出では経費の節減、

合理化と運営の効率化に努めましたが、平成１７年度国民健康保険事業特別会計決算

は、歳入決算額２２億７，６５０万９，８６２円、歳出決算額２６億１，８６０万７，

１１３円、歳入歳出差引額３億４，２０９万７，２５１円の歳入不足となり、このた

め平成１８年の特別会計におきまして同額の繰上充用の予算措置を行い、決算を終え

たところでございます。 

  なお、平成１７年度療養給付費国庫負担金におきまして５１６万７，７０４円、療

養給付費交付金で２，１２７万３，１４１円がそれぞれ超過交付となりますことから、

実質的な収支額は３億６，８５３万８，０９６円の赤字であります。歳入歳出の決算

額は前年度と比較をいたしますと、歳入では１億４，５６９万３，２９０円、６．

８％の増、歳出では２億３，３６０万９，９２２円、９．８％の増となっております。 

  それでは、決算の状況を歳出の方から款ごとにご説明を申し上げますので、２８６

ページをごらんいただきたいと思います。 

第１款 総務費、第１項 総務管理費でございます。予算現額３，１６０万５，０

００円に対しまして、決算額は３，０１０万１，７８７円で、９５．２％の執行率で

ございます。国保業務に携わります職員の人件費及び事務執行に係ります経費の支出

が主なものとなっております。 

次に、２８８ページから２９０ページの第２項の徴税費でございます。予算現額１，

６０２万１，０００円に対しまして、決算額は１，４１０万９，３１３円で、８８％

の執行率になっております。国民健康保険税の賦課徴収に係ります経費としまして、

職員の人件費、徴収嘱託員の賃金及び賦課事務の委託料が主なものでございます。 

  次に、２９１ページでございます。第３項 運営協議会費でございます。予算現額

２９万９，０００円に対しまして、決算額は１９万１，７００円で、６４．１％の執

行率となっております。 

  次に、２９２ページの第４項 趣旨普及費でございます。予算現額９５万３，００

０円に対しまして、決算額は８９万２，５５０円で、９３．６％の執行率でございま

す。国民健康保険制度の周知用冊子を配布し、制度の理解、啓発に努めたところでご

ざいます。また、エイズにつきまして、その正しい知識の啓発のための冊子を配布を



 

－ 95 － 

いたしたところでもございます。 

  次に、２９３ページから２９８ページの第２款 保険給付費でございます。当該科

目は特別会計の歳出予算の過半を占めます科目でありまして、国民健康保険事業の中

核をなすものでございます。 

  それでは、まず２９３、２９４ページにかけての第１項の療養諸費でございます。

予算現額が１６億１，４００万１，０００円に対しまして、決算額は１４億８，２０

７万５，０３０円で、９１．８％の執行率でございます。療養費全体を前年度と比較

をいたしますと、１億２，１７３万４，５３６円、８．９％の増となっております。

この増の主な要因といたしましては、給付件数が本年度１０万５，７７７件で、前年

度と比較をいたしますと８，５９４件、８．８％の増となったことによるものではな

いかとこのように考えております。 

  続きまして、２９５ページの第２項 高額療養費でございます。予算現額１億７，

０４６万５，０００円に対しまして、決算額は１億３，９２２万３，９０３円で、８

１．６％の執行率でございます。前年度と比較をいたしますと、１，０３１万７，９

１０円、８％の増となっております。給付件数が本年度１，５７１件で、前年度と比

較をいたしますと１２４件、８．５％の増となっているところでございます。 

  続きまして、２９６ページの第３項 移送費でございます。給付事案がなく、未執

行で終えております。 

  続きまして、２９７ページの第４項 出産育児諸費でございます。予算現額１，２

００万円に対しまして、決算額は７２０万円で、６０％の執行率でございます。前年

度と比較をいたしまして、１３件の減の２４件に対しまして、１件当たり３０万円の

給付を行ったところでございます。 

  続きまして、２９８ページの第５項 葬祭諸費でございます。予算現額３７０万円

に対しまして、決算額は３４８万円で、９４％の執行率でございます。前年度より２

２件増の１７４件に対しまして、１件当たり２万円の給付を行っているところでござ

います。 

  次に、２９９ページの第３款 老人保健拠出金でございます。予算現額４億７，７

７１万２，０００円に対しまして、決算額は４億７，７７１万３７４円で、９９．

９％の執行率でございます。老人保健の制度上、斑鳩町国民健康保険の一保険者とい
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たしまして、老人保健制度に対しまして拠出を行ったところでございます。前年度と

比較をいたしますと、１，４３５万９，８８８円、２．９％の減となっております。

なおこの支払先につきましては、社会保険診療報酬支払基金でございます。 

  次に、３００ページの第４款 介護納付金でございます。予算現額１億６，４０５

万９，０００円に対しまして、決算額は１億６，４０５万８，２６０円で、９９．

９％の執行率となっております。前年度と比較をいたしまして、３，００６万７，７

４２円、２２．４％の増となっております。斑鳩町国民健康保険の被保険者のうち介

護保険の２号被保険者に係ります介護給付費納付金といたしまして、社会保険診療報

酬支払基金へ納付を行っているところでございます。 

  次に、３０１ページの第５款 共同事業拠出金でございます。予算現額４，１６９

万９，０００円に対しまして、決算額は４，１６９万６，８９８円で、９９．９％の

執行率となっております。前年度と比較をいたしますと、３１２万５，３１３円、８．

１％の増でございます。奈良県国民健康保険団体連合会へ拠出をいたしているところ

でございます。高額医療費共同事業でございますが、国民健康保険団体連合会が政令

の定めるところによりまして、その会員であります市町村に対しまして高額な医療費

に関する給付に係る交付金を交付をする事業で、その費用にあてるための拠出金でご

ざいます。 

  なお、当事業費につきましては、国及び県が拠出金額の４分の１に相当する金額を

それぞれ負担することとなっております。なお、当事業では６，４６２万８，０００

円を交付金として受け入れも行っているところでございます。 

  次に、３０２ページの第６款 保健施設費でございます。予算現額２９６万６，０

００円に対しまして、決算額は２８０万８，１７９円で、９４．６％の執行率となっ

ております。被保険者の療養に要しました費用の額を通知することによりまして、医

療費の抑制を図ることを目的としまして、医療費通知事業に取り組んだところでござ

います。これに要しました費用といたしまして、１８３万６４円を執行いたしている

状況となっております。 

  続きまして、被保険者が人間ドック検診を受診された場合の助成事業といたしまし

て、９７万８，１１５円を執行いたしました。５３人の方に助成を行ったところでも

ございます。 
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  次に、３０３ページの第７款 公債費でございます。本年度につきましては、未執

行で終えているところでございます。 

  次に、３０４ページの第８款 諸支出金でございます。予算現額１３０万２，００

０円に対しまして、決算額は８７万８，５００円で、６７．４％の執行率でございま

す。過年度収入分の国民健康保険税の還付が主な支出となっております。 

  次に、３０５ページの第９款 予備費でございます。未執行で終えている状況でご

ざいます。 

  次に、３０６ページの第１０款 前年度繰上充用金でございます。平成１６年度決

算におきまして歳入不足が生じましたことから、その不足額２億５，４１８万６１９

円を平成１７年度で措置をさせていただいたところでもございます。 

  続きまして、歳入の状況につきましてご説明を申し上げますので、恐れ入りますが

２８４ページの方へお戻りをいただきたいと思います。 

  第２表によりましてご説明を申し上げます。第１款の国民健康保険税でございます。

予算現額が８億５，３６５万円に対しまして、収入額は７億１，４６５万２，０２１

円でございます。このうち現年度課税の調定額７億３，７５７万４，７００円に対し

まして、収入額６億８，４８８万７，３４０円で、収納率は９２．９％となっており

ます。前年度と比較をいたしますと、調定額では１，１４１万５，７００円、１．

５％の増、収入額では１，３１１万３，２０４円、１．９％の増でございます。収納

率で申し上げますと、０．４ポイントの増となった状況ではございます。 

また、滞納繰越分につきましては、調定額が２億５，２７２万５，３５４円に対し

まして、収入額は２，９７６万４，６８１円で、収納率は１１．８％でございます。

前年度と比較をいたしますと、調定額では１，９３１万７，９７１円の８．２％の増、

収入額では５２９万８，７０８円、２１．６％の増でございます。収納率では１．３

ポイントの増となった状況でございます。今後とも収納率の向上に向けた取り組みに

努めてまいりたいと考えております。 

次に、第２款の国庫支出金でございます。一般被保険者に係ります保険給付費、老

人保健拠出金、介護納付金等の負担金補助金といたしまして、６億７，３５０万１，

３８０円の受け入れを行っております。 

次に、第３款 療養給付費等交付金でございます。退職被保険者等の保険給付費、
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また老人保健拠出金に充当するために、社会保険診療報酬支払基金より５億７，５６

９万５１０円の交付を受けております。 

次に、第４款 県支出金でございます。歳出のところでご説明を申し上げました共

同事業拠出金に係ります補助金、また福祉医療制度に係ります国民健康保険の医療費

負担の波及増を補てんする補助金、また県が市町村国保の財政基盤の安定を図るため

に創設されました補助金などで、合計で８，１０８万６，０７３円の受け入れを行っ

ております。 

次に、第５款 共同事業交付金でございます。歳出のところでご説明を申し上げて

おります高額医療費共同事業の交付金といたしまして、６，４６２万８，９５７円の

受け入れを行っております。 

次に、第６款の財産収入でございます。国民健康保険財政調整基金の運用にかかわ

りまして、預金利子といたしまして７，２０６円の受け入れを行っております。 

なお、同額を当該基金に積み立てを行っているところでもございます。 

次に、第７款 繰入金でございます。保険基盤安定、職員給与費、出産育児一時金、

財政安定化支援事業等に係ります所要額を一般会計から受け入れを行ったところでご

ざいます。 

次に、第９款 諸収入でございます。３９６万９，２７０円の受け入れでございま

す。被保険者の保険給付に係ります第三者行為、損害賠償納付金が主なものでござい

ます。 

以上で平成１７年度の斑鳩町国民健康保険事業特別会計の説明とさせていただきま

す。よろしくご審議を賜りまして、原案どおりご承認を賜りますようよろしくお願い

をいたします。 

○小野委員長 国民健康保険事業特別会計について説明が終わりましたので、これに対

する質疑をお受けいたします。 

  浦野委員。 

○浦野委員 ２８３ページ、冒頭のページでございますが、歳入に対して歳出を引きま

すと、歳入歳出差引額が１７年度は３億４，２０９万７，０００円のマイナスという

ことでただいま報告がありました。その下の第１表を見ますと、１６年度におきまし

ても２億５，４１８万１，０００円という赤字、それに対して１７年度が赤字額がふ
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えておるということでございますけれども、これに対しまして、２９１ページの国民

健康保険運営協議会を３回開催されたという中で、こういった赤字ということに対し

て、運営協議会の委員の方からどういった質疑があり、どういったことで検討された

のか、詳細がわかればと思います。 

○小野委員長 小城町長。 

○小城町長 国民健康保険の運営協議会等を開催を３回いただきました。今、現状から

言いますと、国保の運営協議会等につきましては、やはり監査委員もご指摘のように、

これだけの赤字を出すということは大変なことであるということも踏まえた上で、や

はりもう料金改定を踏み切っていかなきゃいかんという形で、これ３回やらせていた

だいて、おおむね監査委員もご指摘のように遅いのちゃうかということもおっしゃっ

ていますように、この関係から国民健康保険運営協議会の方々はやはりこのままでは

とても無理だろうと、やっぱりこの２億円、あるいは３億円という過大になりますと、

また１８年度もおそらくこれらの赤字が出てくるということも踏まえますと、やはり

１９年度と、やっぱり私の方は特にこの応能・応益を５０％５０％ということで平準

化ということで、その時も料金改定をさせていただいてから現在までは行っておらな

いわけですけれども、現状から言いますと、やっぱりかなり厳しい情勢でございます

ので、その辺を十分慎重に踏まえながら、１９年度の予算にどう改定方法を運営協議

会のご意見、答申等をいただく中で考えてまいりたいと思っております。 

○小野委員長 ほかに。 

  木澤委員。 

○木澤委員 成果報告書の２９７ページの出産育児一時金なんですが、これ平成１７年

度、報告にもありましたけれども、１３件減っているという状況なんですけれども、

これはどういうふうに分析をされているんでしょうか。 

○小野委員 植村健康推進課長。 

○植村健康推進課長 出産育児一時金につきましては、国民健康保険の被保険者が分娩

をされた場合に出しておるわけでして、出生届なり、また子どもさんが健康保険に入

られる時などに申請をいただいているもので、純粋に、結果としては１６年から１７

年にかけては１３件を減ったということでありまして、それがどういう原因だったか

というようなところはわかってはおりません。ただ、１８年度で言いますと、４月か
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らこの９月１２日まで、現在でも１３件の申し出しか受けておりませんので、その意

味では１８年度も１７年度並みの数字かなというふうに思っております。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 純減申請がなかったということですけれども、国保の加入者の中で、若年

層の加入世帯が減っていると、そういった傾向なんかがあるわけではないんですか。 

○小野委員長 植村健康推進課長。 

○植村健康推進課長 ここ数年の被保険者の動向を総体的に見る中では、国保の中で高

齢者の占める割合というのは確かにふえてきております。それは社会保険から国保に

加入される方、特に今、景気がよくなったとは言いますものの、これまでの不景気と

か、あるいはリストラなどで社会保険を脱退されて国保に入られるというケースが多

く見受けられましたもので、国保加入者がふえて、同時にある程度の年齢を達した方

がふえているという中では、確かに若年層の占める割合は減っているようには思いま

すけれども、若年層そのものが減っているというふうには感じてはおらないところで

す。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そうしますと、やっぱり２４、まあ１３減っているということについては、

少子化対策として、ちょっと研究して、どういうことなのかなということで力を入れ

ていただきたいというふうに申し上げておきます。 

  そしたら、滞納繰越分が約２億５，０００万円とかなりの金額になっているんです

けれども、これについて対策も行っていただいていると思いますが、今後どのように

考えておられるか、お聞かせいただきたいと思います。 

○小野委員長 植村健康推進課長。 

○植村健康推進課長 滞納につきましては、町の収納特対班あるいは口座振替の推進

等々、今までもやってきているわけではございますけれども、今後、平成２０年度に

新たな後期高齢者制度ができる中で、そのバランスを取る中で、給付に係るある程度

のペナルティなども考える中で、被保険者の滞納者に積極的に面談あるいは役場の方

へ来ていただくというようなことを重ねながら、収納の向上に努めていきたいという

ふうに思っております。 

○小野委員長 ほかにございませんか。 
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  ないようですので、これをもって国民健康保険事業特別会計に対する質疑を終結い

たします。 

  続いて、認定第６号 平成１７年度斑鳩町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定に

ついての審査に入ります。 

説明を求めます。中井住民生活部長。 

○中井住民生活部長 議案書を朗読させていただきます。 

  認定第６号  

平成１７年度斑鳩町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について 

  標記について、地方自治法第２３３条第３項の規定により、別紙のとおり提出し、

議会の認定を求めます。 

平成１８年９月４日提出 

斑鳩町長 小城利重 

  座らせていただきまして、ご説明をさせていただきます。 

  主要な施策の成果報告書の３０７ページから３１５ページ、そして決算書は２０８

ページから２１５ページにかけてでございます。 

  平成１７年度老人保健特別会計の決算の概要についてでございます。当該特別会計

では、高齢者の疾病や負傷に対しまして、医療等の給付を行うことによりまして、住

民の老後における健康の保持と福祉の向上に努めているところでございます。 

  まず、３０７ページをごらんいただきたいと思います。平成１７年度の状況は、歳

入決算額は２１億６，７８５万４，３２７円、歳出決算額は２１億４，１７４万６，

５２５円で、歳入歳出の差引額は２，６１０万７，８０２円の歳入超過となっており

ます。このため、平成１８年度の同特別会計におきまして、同額の繰越しの予算措置

をさせていただきまして、決算を終えたところでございます。この歳入超過でござい

ますが、支払基金、国・県からの交付金等が超過交付となっておりますことから、平

成１８年度で返還をすることといたしているところでもございます。 

  では、決算の状況につきまして、歳出の方から款ごとにご説明を申し上げます。 

  ３１０ページをごらんいただきたいと思います。第１款の総務費でございます。予

算現額１，００５万１，０００円に対しまして、決算額は９４３万４，１４３円で、

９３．８％の執行率となっております。老人保健業務にかかわります事務経費の支出
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がその主なものでございます。 

  次に、３１１、３１２ページ第２款 医療諸費であります。予算現額２２億１，４

５９万１，０００円に対しまして、決算額は２１億１，３０９万４，９２２円で、９

５．４％の執行率となっております。平成１６年度決算額２１億３，３６８万２，８

４５円と比較をいたしますと、２，０５８万７，９２３円、１％の減となったところ

でございます。支出の大部分を占めます医療給付費でございますが、３１１ページの

医療費の給付をごらんいただきたいと思います。診療の種類別で見ますと、入院外で

は前年度比３．６％の増、入院では３．６％、調剤では２．４％のそれぞれ減少とな

っております。しかしながら、平成１４年度の制度改正によりまして、受給者が減少

をする中、高齢者一人当たりの医療費につきましては、１カ月５万７，０８１円で、

前年度比３．６％の増となっているところでございます。 

  次に、３１３ページの第３款 諸支出金でございます。予算現額４１１万９，００

０円に対しまして、決算額は４１１万７，３０７円で、９９．９％の執行率となって

おります。平成１６年度で超過交付されました支払基金の、医療費交付金等の償還を

行ったものでございます。 

  次に、３１４ページの第４款 予備費につきましては、未執行となっております。 

  次に、３１５ページの第５款 前年度繰上充用金でございます。予算現額１，５１

０万１，０００円に対しまして、決算額は１，５１０万１５３円で、９９．９％の執

行率となっております。平成１６年度決算におきまして、歳入不足が生じましたこと

から、その不足額を平成１７年度におきまして措置をさせていただいたものでござい

ます。 

  続きまして、歳入の部につきましてご説明を申し上げますので、３０８ページにお

戻りをいただきたいと思います。第２表によりまして、ご説明を申し上げます。 

  まず、第１款 支払基金交付金でございます。１２億７，８９５万２１０円の受け

入れを行っているところでございます。各医療保険の拠出金を再配分されたもので、

医療費の法定負担分と審査支払手数料交付金でございます。 

  次に、第２款 国庫支出金でございます。５億８，６６３万３，９２４円の受け入

れでございます。国が負担します医療費の法定分の受け入れでございます。 

  次に、第３款 県支出金では、１億５，０１４万６，８８０円の受け入れでござい
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ます。同じく県が負担をします医療費の法定分の受け入れでございます。 

  次に、第４款 繰入金につきましてでございます。１億５，１８０万４，４０９円

の受け入れでございます。町が負担します医療費の法定分を一般会計から繰り入れを

行ったものが主なものでございます。 

  次に、第５款 繰越金につきましては、前年度からの繰り越しはないということで

ございます。 

  次に、第６款 諸収入では、３１万８，９０４円の受け入れとなっております。こ

れは第三者行為損害賠償納付金の受け入れでございます。老人保健法の趣旨を踏まえ

る中で、健康相談、健康教育等を実施をしていきますとともに、保健センター事業と

の連携をより密にいたしまして、引き続き適正な医療費の支出に努めてまいりたいと

考えております。 

  以上で斑鳩町老人保健特別会計の歳入歳出におきます各款ごとのご説明とさせてい

ただきます。よろしくご審議を賜りまして、原案どおりご承認賜りますようよろしく

お願いをいたします。 

○小野委員長 老人保健特別会計について説明が終わりましたので、これに対する質疑

をお受けいたします。 

  木澤委員。 

○木澤委員 成果報告書の３１１ページの調剤の方なんですけれども、これ去年もあり

ましたけれども、やはり年々高くなっていっている状況がある中で、これまでジェネ

リック医薬品の普及について医師会との相談の中で理解を広めていただきたいという

ふうにずっとお願いをしてきていますけれども、今の状況としてはどんな状況でしょ

うか。 

○小野委員長 植村健康推進課長。 

○植村健康推進課長 ジェネリック医薬品につきましては、私どもの医師会の先生方に

お話はしておりますけれども、特に開業医などの診療所になりますとそれぞれの経営

方針などもありまして、いろいろとお考えだろうと思います。ただ、委員もご承知か

と思いますけれども、平成１８年４月の診療報酬改定時にお医者さんが書く処方せん

に医師がジェネリック医薬品、後発医薬品を使ってもよいと認めた場合には、その処

方せんに後発医薬品への変更が可能かどうかを書く欄を設け、そこに医師の署名もす
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るというふうに処方せんの様式が変更されました。これらを踏まえて、特に公立病院

などで進めていただかなければならないと思いまして、状況を三室病院などに確認を

とらせていただく中では、処方せんの変更によってジェネリック医薬品の患者さんの

認知度と言いますか、そういうようなのが高くなってきているという状況だというふ

うに聞いております。 

ただ、県立三室病院の中の院内薬局につきましては、既に後発医薬品も多種多様な

ものが出ておりますので、すぐにお客さんの要望に応じた後発医薬品を揃えられるか

どうかということになりますと、ちょっと課題があるということですが、医師が後発

医薬品が可能だと認めた場合については、その回では無理でも、次の回から後発医薬

品を納入させて処方していくということで、徐々にではありますけれども、進めてお

るというようなことを県立三室病院からは聞いております。現在はそういうような状

況で、次第にジェネリック医薬品の普及が進んでいくものというふうに考えておりま

す。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 今、前向きに進んでいっている状況を課長の方から報告いただきました。

私もこの処方せんをもらって、ここに担当のお医者さんの方のサインがしてあってと

いうふうになっているんですけれども、なかなかそのジェネリック医薬品の説明等が

やっぱりお医者さんの方でもされないような状況ですんでね、知っている人じゃない

となかなか使い勝手は難しいんかなというふうに思いますが、行政の方として、この

ジェネリック医薬品のお知らせするということも以前なかなか難しい状況やというこ

とはお聞きしてますんでね、やっぱり医師会の方にお願いをしていく以外ないのかな

というふうには思いますが、これは国保の方でもそうですし、住民さん本人の負担に

ついても、やはり負担は軽くなるという観点から、ぜひ積極的に取り入れていただく

よう、また医師会の方に働きかけをしていただきたいと思います。 

  続けてもう１点、今、ちょっと私の理解している中では、健康診断というのは老人

保健会計の中でやっていただいているというふうに思うんですけれども、そうすると

対象年齢が４０歳からになってしまうというふうに思うんですが、これはここで言う

のがいいのかちょっとどうかわからないんですけれども、成人病予防ということで言

いますと、今だんだんと年齢が下がってきている、私も他人事ではないんですけれど
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も、しかし、さらにそういった状況の中で、今やはり青年が就職につけずにいたり、

また主婦の方などが健康診断を受ける場がなかなかないという状況があると思うんで

す。それで、個人任せにしておいてはなかなか自覚症状がないと、病院に行って検査

をするということもなかなか出てこないのかなということから、もう予防の観点から、

やはり多少有料であっても集団で検診を受けれる体制を考えられないかなというふう

に思うんですけれども、その点いかがでしょうかね。 

○小野委員長 植村健康推進課長。 

○植村健康推進課長 老人保健法で行います基本健康診査は、本特別会計ではございま

せんで、一般会計衛生費の老人保健事業費の中で行わさせてもらっております。ご指

摘のように、確かに基本健康診査は４０歳以上を対象としております。４０歳以上に

なりますと、この年齢になるとそろそろ生活習慣病のチェックしていかなければなら

ない年齢だということで設けられているように思っております。現在、斑鳩町におき

ましては、集団で実施するのではなくて、町内の開業医さんの方で個別で受けていた

だくというような状況でございます。そもそもこの４０歳以上の基本健康診査につき

ましては、１６年度から１７年度につきましても受診者数がやや減っているというよ

うな状況でございますので、町としましては現行の制度内のまずは受診者をふやして

いかなければならないというふうに考えているところでありますし、またこれもご承

知かと思いますが、平成２０年度にこの基本健康診査のあり方が大幅に変わるという

こともございますので、当面は現行どおり行っていきたいというふうに考えておりま

す。 

○小野委員長 木澤委員。 

○木澤委員 ここで言うのはちょっと違っていたのかなと思うんですけれども、その制

度が変わっていく中で、今、受けてはる人も、やっぱりたくさん受けていただけるよ

うに研究していかないかんということで、一緒にそうして若い方もというのは難しい

んかもしれませんけれども、今回、意見として申し上げておきますんで、ぜひ研究い

ただきたいと思います。 

○小野委員長 ほかに何かございませんか。 

  ないようですので、これをもって老人保健特別会計に対する質疑を終結いたします。 

  続いて、認定第７号 平成１７年度斑鳩町大字龍田財産区特別会計歳入歳出決算の
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認定についての審査に入ります。 

  説明を求めます。植村総務部長。 

○植村総務部長 それでは、まず議案書を朗読させていただきます。 

  認定第７号  

平成１７年度斑鳩町大字龍田財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 

  標記について、地方自治法第２３３条第３項の規定により、別紙のとおり提出し、

議会の認定を求めます。 

平成１８年９月４日提出 

斑鳩町長 小城利重 

  それでは、平成１７年度斑鳩町大字龍田財産区特別会計の決算の概要につきまして、

説明を申し上げます。座って説明をさせていただきます。 

  恐れ入りますが、平成１７年度主要な施策の成果報告書３１６ページをお願いいた

します。本特別会計の平成１７年度歳入歳出決算は、歳入総額が２，５８８万９，０

００円で、歳出総額は２，０４０万３，０００円であります。歳入歳出の差引額は５

４８万６，０００円となっております。 

  大変ご迷惑とご心配をおかけいたしておりました建物収去土地明渡請求事件につき

ましては、平成１７年６月２７日に和解が成立し、この解決金等を工面するために本

財産区の土地の一部を斑鳩町に処分いたしましたことから、本年度決算額は前年度と

比べ大幅に増加いたしております。 

  それでは、決算の状況について、歳出の費目ごとにご説明を申し上げます。 

  ３１８ページをお願いいたします。第１款 総務費、第１項 総務管理費の第１目

一般管理費であります。予算現額１，９２４万円に対しまして、決算額は１，９２０

万円で、執行率は９９．７％となっております。下司田池に係ります補償事件につき

ましては、平成１１年６月議会において、訴えの提起について議決を賜って以来、６

年もの長い年月を経過してまいりました。この間、議員の皆様をはじめ関係者の皆様

には大変ご迷惑とご心配をおかけしてまいりました。議員皆様方の温かいご理解とご

協力のおかげをもちまして、このたびようやく解決へとたどり着くことができ、議会

の理解を得る中で、和解案につきまして議決を賜り、平成１７年６月２７日に和解が

成立いたしました。この和解の骨子につきましては３点ありまして、まず１点目は、
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被告に対しまして、原告は解決金として１，５００万円を支払う。２点目につきまし

ては、建物及び桟橋等の工作物の解体撤去は被告において行うこと。３点目につきま

しては、土地明渡しの期限を和解した日から６カ月以内とするという内容となってお

ります。このため、和解解決金及び弁護士費用を工面するため、本財産区財産の土地

の一部を斑鳩町に処分したものでございます。 

  次に、第２目の財産管理費でございます。予算現額１６１万５，０００円に対しま

して、決算額は１２０万２，８８０円で、執行率は７７．４％となっております。草

刈り業務委託と建物収去後の財産区財産の適正かつ安全な管理を行うため、危険防止

啓発看板等の作成、フェンス等の設置を実施したものでございます。今後とも本財産

区の管理につきましては、水利組合とも十分協議し、周辺住民の皆様にもご迷惑をお

かけしないような適切な管理に努めたいと考えております。 

  以上、簡単でございますが、大字龍田財産区特別会計の説明とさせていただきます。

よろしくご審議をお願いいたします。 

○小野委員長 大字龍田財産区特別会計について説明が終わりましたので、これに対す

る質疑をお受けいたします。 

  三木委員。 

○三木委員 今、３１８ページの中では、係争にかかわるについては平成１７年６月２

７日に和解が成立したということご説明いただきましたけれども、３１６ページの係

争に係る平成１７年６月２７日のところがですね、ちょっと私どもの耳には平成１６

年というふうに聞こえたんですが、これは１７年ということで訂正でよろしいでしょ

うか。確か１６と聞いたんですが。 

○小野委員長 植村総務部長。 

○植村総務部長 １７年でございます。 

○小野委員長 ほかにございませんか。 

  ないようですので、これをもって大字龍田財産区特別会計に対する質疑を終結いた

します。 

  本日はここまでとし、これにて散会いたします。 

  あすは午前９時から再開し、引き続いて審査することといたします。本日はどうも

ご苦労さまでした。 
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（午後４時０３分 散会） 


